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第一章








　銀座から築地方面に歩いて十五分ほどの場所。

　隅田川の近くに建つ純和風建築の料亭は、高さ四メートルの塀に囲まれ、周囲の喧噪とは隔絶された荘厳な雰囲気がある。

　庭に面した十畳ほどの和室には、季節の花が生けられていて、部屋の中央には美しい木目調の座卓が置かれている。そして座卓を囲むようにして四人が座っていた。

「可愛い娘を、そんじょそこらの男にやるわけにはいかんからな。それに比べて晄こう介すけくんはその若さで津つ々つ井いグループの経営を率いているんだ。大したもんだ。津々井とうちが手を組めば、ホテル業界もますます発展するだろう」

　ちょうど見頃の枝垂れ桜やソメイヨシノを眺めていた彩あや美みは、父の声で我に返ると、室内へ意識を戻した。

　可愛い娘──それは完全に親の欲目だ。彩美は際立った美人でもなく、華があるわけでもない。顔立ちは母親似だと言われるが、おぼろげながら母も薄い顔立ちだったように記憶している。

　肩まで伸びている茶色の髪をアップにして、桜が描かれた薄紅色の振り袖に身を包んでいる今日は、多少美人に見えるかもしれない。けれど、それでテンションが上がるはずもなく、ここに来てから気分は下がりっぱなしだ。

　それでも彩美は口元に精一杯の作り物の笑みを浮かべた。

　場を取り仕切っているのは父である新しん開かい輝てる彦ひこだ。父に見合いに臨めと言われた以上、表面上だけでも心底嬉しそうな笑顔でいなければならない。

　当事者であるにもかかわらず、彩美は笑みを浮かべて黙ったまま。この時間をどうやり過ごそうかと考えるだけだ。

　手鞠寿司を口に運び入れ咀嚼をしながら、父はガハハッと大きな声で笑った。箸を動かすたびに食器がカチャンと音を立てる。彩美はため息を呑み込み、向かいに座る男をそっと覗き見た。

　この場にいることを納得できていないのは、どうやら彩美だけではなかったらしい。おもしろいと思っていないのか、それとも感情が死んでいるのか、見合い相手である津々井晄介の表情は部屋に入ってきた時からまったく変わっていない。

　それでも父が満足そうなのは、晄介が新開家の経営する会社よりも数倍規模の大きいホテルを国内に持つ津々井ホテルの統括部長という立場だからだ。ちなみに次期社長との呼び声も高いらしい。本人は表には出ないと聞いたが、それは大いに納得できる。

（この人……さっきから、にこりともしないし）

　この男に接客業ができるとはとても思えない。子どもなんかは表情のない彼の顔を見て泣きだすのではないだろうか。

　年齢は彩美より六歳上の三十二歳だと聞いた。切れ長の鋭い目に高い鼻梁、顎には無駄な肉が一切なく、眉ひとつ動かさないからか非常に酷薄な印象を与える。怖いくらいの美形だと思う。

　しかも黒髪をオールバックに撫でつけていてスリーピースに身を包んでいるせいで、より気難しく冷淡に見えた。

　彼の隣に座るのは祖母だと言っていたが容姿はまったく似ておらず、話は本人に任せるとばかりに挨拶以降は口を噤んでいて、晄介とは対照的に穏やかに微笑んでいる。

「いえ、まだまだ若輩者でございますから、新開社長にはご指導のほどよろしくお願いいたします」

　そう言って男はやはり冷たい眼差しを向けたまま慇懃に頭を下げた。

（そんなこと思ってないでしょうに）

　彩美の父が社長を務めるニューエデンは、国内に十数店舗を展開するファッションホテル──つまりラブホテルを経営している企業だ。

　二十年前、群馬県内で小さな旅館を営んでいた輝彦は、赤字経営であった旅館を売りに出し、その金で高速道路近くのビルを居抜きで買い取り、突然ラブホテルの経営を始めた。それが運良く成功を収めたのだ。

　その後、勇猛果敢というか無謀というか、東京都内に進出しこれまた成功を収めている。群馬県内にあるラブホテルもいまだ安定した黒字経営であることからもともと商才はあるのだろう。

　だが、津々井ホテルとは比べるべくもない。輝彦だってそれはわかっているはずだ。それでも晄介がへりくだった態度を見せるのが父は嬉しくて堪らないようだ。

　輝彦は、自分の立場が下であるとわかっていても、年下に対して頭を下げられない昔気質な性格だ。男は外で働き、女性は家庭を守るという考えで、娘の彩美に対してもそのように接してくる。彩美はそういう父の態度に慣れてしまっているが、若くしてエリートコースを突き進んでいる男からしたら相手をするのも面倒だと感じるのではないだろうか。

　輝彦はたいそう満足そうな笑みを浮かべて、テーブルに置かれたワインをゴクゴクと音を立てて飲み干した。

「たしか彩美さんは、都内にあるニューエデンの本社で経理を担当しているんでしたか？」

　彼の祖母の言葉を聞いて、晄介の視線が彩美に移った。彩美が口を開く前に、ずいっと前に出た父が得意気に話し始める。彩美はふたたび嘆息し窓の外の枝垂れ桜に目を移した。

「あぁ、彩美は大学を卒業してからずっとうちで働いている。経理と言っても津々井ホテルと違って、総務も人事もひっくるめて事務員はこの子含めて四人だけだ。うちはほとんどの客が素泊まりで顔を合わせることもないから、そこまで人件費がかからないものでね」

　室内には輝彦の笑い声だけが高らかに響いていた。彩美にはなにがおかしいのかさっぱりわからない。一刻も早くこの時間が終わってほしいと願うばかりである。

　小さい頃から父に逆らったことはない。学校も進路も友達付きあいも、なにもかもを父が決めた。そんな父が彩美の結婚を決めるのはむしろ当然と言えた。

　父が彩美を大事に思ってくれているのはわかっている。少しでも幸せな結婚をと考え、見合いをセッティングしたであろうことも。父の行動はすべて〝彩美のため〟だ。それが長年枷となり、ずっと父の言いなりで過ごしてきた。父の気持ちは重いが、彩美を大事に思ってくれているのもわかる。だから嫌いにはなれないし、そんな父を悲しませたくはない。

（お父さんは……私が逆らうなんて思ってもいないだろうけど……結婚は、嫌）

　彩美は唇を引き結び、膝の上に置いた手を強く握りしめる。

　恋愛一つしないまま見合いで結婚。一昔前であったら、それも普通のことだったのかもしれないが。

　彩美には男性と知り合うきっかけがほとんどない。誰かを好きになって、恋人になるという、普通を夢見たとしても叶うはずもないのだ。それでも夢を見てしまう。いつか、誰かを好きになって、大好きな人の隣でウェディングドレスを着たい、と。

　でもこの結婚が決まれば、それも叶わないだろう。

（まぁたぶん断られる、きっと）

　自分にそう言い聞かせる。老舗ホテルである津々井とラブホテル経営のニューエデンが手を組むなどあり得ない。今回の見合いは津々井ホテルにメリットがまるでない話だ。

　なぜこのような場が設けられたのかさえよくわからない。普通なら打診の段階で先方から断られてもおかしくないのに。

　むしろ晄介が見合いに現れたことに、彩美は驚いたくらいなのだ。

（だから……きっと大丈夫）

　彩美はため息を必死に呑み込み、自身を落ち着かせようとする。が、万が一相手が見合いに前向きだったら。なにか問題のある男で、誰でもいいから相手を探していたとしたら。そんな考えが頭を過ると、いくら父でも恨みたくなってくる。

　見合いの話を聞いたのはつい先ほど。タクシーの中で相手の身上書を渡され、その足で突然料亭に連れてこられたのだ。万が一、もしも、その言葉が頭の中で駆け巡る。

　彩美は目の前の男にもう一度視線を走らせる。今度はバッチリ目が合ってしまった。

（この人、怒っているの……？）

　この部屋に来てからずっと、彼の口から語られる言葉を聞いていたが、あらかじめ決められた文章を淡々と読んでいるようで、機械音声みたいだと思った。

　それなのについ聞き入ってしまったのは、抑揚のないその声が惚れ惚れとするほどいい声だったからだ。

「で、どうだろう。うちの娘は。この通り、儂に似ず可愛い顔をしているだろう？　厳しく育てたつもりだ。まだ男も知らん」

　彩美の頬にかっと朱が差す。若い男性の前でなんてことを言うのか。

　たしかに私立の女子校育ちの彩美は友人にも知りあいにも男性はおらず、職場も全員女性だ。父以外の男性とはまともに話をした覚えもない。異性との付きあいにはとことん慎重な父にそういう風に育てられた。

（男も知らんって、二十六歳にもなって、まだ処女なのかって思われるじゃない……っ、その通りだけど）

　見合い相手とはいえよく知らない相手に。

　屈辱と恥ずかしさに涙がこぼれ落ちそうになる。父のことは嫌いじゃない。男手一つで彩美をここまで育ててくれた。

　もちろん愛されているのだって理解はしている。が、父は度々感情のまま言葉を口に出すことが多く、同じ数だけ彩美はいたたまれなくなるのだ。

　彩美は薄く紅を引いた唇を強く噛みしめ、こぼれそうになる涙を見られないように下を向いた。

　

　ドン──ッ。

　

　その時、空気を震わせるくらいの鈍い音が室内に響いた。晄介以外の三人の視線がテーブルに移る。どうやら晄介が手にしていたお猪口をテーブルに置いた音らしい。叩きつけたと言った方が正しいかもしれない。

　一瞬、輝彦ですらびくりと肩を震わせたぐらいだ。彩美は音に驚いて瞬間的に顔を上げた。

　晄介の射貫くような視線に見つめられて身体が強張る。先ほどと表情はあまり変わらないのに、晄介を包む空気が殺伐と張り詰めていた。

（もしかして……私のために、怒ってくれた……？　そんな、まさかね）

　息苦しいくらい空気が重い。誰かが言葉を紡げば壊れてしまいそうな緊張感。晄介が輝彦を殴るのではないかと不安になり、彩美は眉尻を下げ二人の顔を交互に見つめた。

　彼が父を殴りでもすれば、見合いは間違いなく破談に終わる。

　それは自分にとって喜ばしいことのはずなのに、男から感じる怒気への恐怖で身動きできなかった。正直、怖かった。晄介の目が。このぴりぴりと張り詰めた空気が。

　すると、そんな重苦しい空気などなかったかのように、晄介が口の端をわずかに持ち上げる。

　そして彼は輝彦を一瞥した。口元だけは笑みの形を作っているが、晄介の目はいまだ冷たく、蔑むような色を湛えている。

　とても笑っているとは言えない表情であったが、それでも先ほどまでの険悪な顔つきが幾分か柔らかくなったように感じたのだろう。隣に座る父の肩から力が抜けたのが見てとれた。

「そろそろ、彩美さんと二人で話をしたいのですが。互いに相手をもっと知った方がいいでしょう？　将来的に結婚するのならなおさら」

　将来的に結婚──。

　彩美の胸に絶望が広がった。

　もしも、万が一──それは、あり得ないと思っていたのに。

「それもそうだな。晄介くん、この子を頼む」

「えぇ」

　父が喜色を浮かべて席を立った。

　どうやら乗り気なのは父だけではなかったようだ。晄介の口振りからも、彩美との見合いに前向きであることが窺える。

　つまり、見合いが破談になる可能性は著しく低い。

　彩美は将来この男と結婚する、それがたった今決まったのだ。

　

　

　輝彦と晄介の祖母はなにやら楽しげに会話をしながら、部屋を出ていった。

　二人はもともと知りあいのようだ。であれば、見合いがセッティングされた経緯にも頷ける。老舗の津々井ホテルの統括部長で時期後継者だと噂される晄介が、なぜ見合いに前向きなのかは知らないが。

　あの場をどうにかやり過ごすためだけに、見合いを進めるふりをしたのかもしれない。

　だとしたら、まだ破談にできる余地はあるのではないか。

　彩美は自分を落ち着かせるように、テーブルに視線を落として、膝の上に置いた手をぎゅっと握りしめた。するとなにやら目の前から絡みつくような視線を感じる。見られている、間違いなく。

（どうして見てくるの？）

　会話はない。ただ視線だけを感じるのだ。

　彩美は微妙な空気に耐えきれず、顔を上げて思い切って口を開いた。

「あのっ！」

　しかしその後に続く言葉を考えてはおらず、しばし逡巡してしまう。いろいろと聞きたいことはあった。だが頭の中ではまったくなにもまとまってはいない。

　そして晄介は、そんな彩美を眺めながら目で促しただけでうんともすんとも言わない。

　そもそも彩美は男性とこうして二人で話をした経験など一度もないのだ。なんだか怖いし、目つきは悪いし。早く帰りたい。

「どうして、うちとのお見合いに？」

　緊張で声が震えそうになるが、自分を奮い立たせる。ここで話をしなければ、このまま晄介と結婚となってしまうかもしれない。それは絶対に嫌だ。

（今日初めて会った人と結婚なんて……っ）

　本来ならば父に説明してほしかったところである。だが彩美は彼の身上書を見ただけで、なぜ見合いがセッティングされたかも知らないのだ。

　津々井ホテルの関係者ならばもっといい縁談があるはずだろう。

　すると晄介は彩美の問いに考える間もなく端的に答えた。

「断れなかったんだ。祖母の紹介で」

　そう言った晄介の表情はやはりまったく変わらない。

　いったいどんな心情なのだろう。見合いに連れてこられて辟易しているのか、諦念の思いでいるのか。

　まぁどちらにせよ、彩美に対して好意的でないのはたしかだろうが。

「紹介、ですか……」

「あぁ、君のお父さんと祖母は古い知りあいらしくてね」

　やはり知りあいだったのか。

　ならば、見合いに来ただけで一応彼は義理を果たしたはずだ。

　お決まりの「今回はご縁がなかった」で終わればいい。あのような将来的に結婚云々などと、父を期待させるようなことをわざわざ言わなくとも。

「あなたならほかにいくらでもいい人がいるでしょう？　なぜあんな……」

「君は、喋れるんだな」

　彩美が聞くと晄介はうっすらと笑みを浮かべながら、そう切り返してきた。彩美は彼の表情の変化に驚いて目を丸くする。あんぐりと口を開けっぱなしだったことに気づいて、慌てて口元を引き締めた。するとそれを見ていた晄介がますます笑みを深める。

　もともと細い目がさらに細められて口角がやや上がっただけなのに、彼を取り巻く空気が和らぐ。凛然とした近寄りがたい雰囲気がなくなり、細い目元が弧を描いている様は、惚れ惚れとしてしまうくらい魅惑的だ。ギャップ、というのだろうか。彼は先ほどとは違い、気を抜いているようで、表情には少しだけ疲れたような陰影が映っている。だが、それがやけに色っぽく見えて、彩美は彼の目を見つめ返せなくなった。

　胸がトクトクトクと早鐘を打って、彩美はなぜだか落ち着かない気分になってしまう。

「あ、当たり前じゃないですか！　口があるんだから喋れます！　それにあなたもさっきよりもおしゃべりじゃないですかっ？」

「そしてちょっと生意気だね」

　晄介の表情がますます緩む。どうして二人になった途端そんな顔で笑うのか。先ほどまでは無表情の仮面を貼りつけたみたいな顔をしていたくせに。

　なんだか彼の顔を見ていられない。

　頬が火照って熱くて堪らなくなる。振り袖を着ているからか、首のあたりまでじっとりと汗ばんできて、彩美は慌ててハンカチで首元をそっと拭う。

「それは……失礼しました」

「冗談だよ」

　彼はついに、声を立てて笑い始めた。彩美は彼の態度の変化に驚いてしまって二の句が継げなくなる。

（いったいなんなの……？　この人）

　四人でいた時も、怒っていたわけではなかったのか。笑った彼の顔からは仕方なくこの場にいる、という雰囲気を感じない。けれど、見合いを断れなかったと彼は言っていたではないか。どういうことだ。

（笑えるんなら、さっきも笑っていればよかったじゃない）

　冷たそうに見える雰囲気は変わらない。それに表情がころころと変わっているわけでもない。

　それなのに、彩美はなぜか彼の微笑みを見ていると胸がおかしな音を立てて、いてもたってもいられなくなるのだ。

　背中が痒いというか、変な汗が出そうというか。

　思っていたよりも怖い人ではないのかもしれない。

　けれど、父の前では硬い表情を崩さなかったくせに、どうして急に態度を変えたのだろう。

　たしかに先ほどの無表情より今の彼の方がずっと接しやすい。ただ、この人と結婚を考えられるかと言われると、もちろん答えはノーだ。

　今日会ったばかりでどんな人柄かもわからない男と結婚なんてとても考えられない。

（好きでもない人と……なんて）

　ずっと父に逆らわずに生きてきたけれど、さすがに結婚相手くらいは自由にさせてほしい。

（でも嫌だなんて、言えない……お父さんには）

　ちらっと窺うように視線を送ると、彼もまたこちらを見てくる。悪い人でないのは、わかるのだけれど。

「俺はこの見合いを進めようと思ってる。君のお父さんも乗り気のようだしね」

「そう、ですか……」

　祖母の頼みとあれば断れないのだろうか。

　彩美の気持ちは悄然としていく。

（この人が嫌がってくれれば……まだ希望もあったのに）

　父はこうと決めたことを曲げない。父が結婚せよと言ったならばそれはもう決まったも同然なのだ。晄介から断られない限りは。

　身上書には書かれていなかった晄介の女性関係やトラブルなどを、父は見合い前に徹底的に調べたようだ。ここに来るタクシーの中で、父から晄介の人となりをある程度は聞いた。

　仕事は完璧で無駄を嫌い、部下に対する要求は容赦がないほど。だが一方で、彼が統括部長という立場に就いてから、津々井ホテルの業績は右肩上がり。厳しいが指示は的確で彼を次代の社長にと望む声は多いらしい。意外と慕われているようだ。

　だが、極度の女嫌い。

　彼に恋慕を向けていた女性が、一方的に仕事を切られたという話があり、社内でも噂になっているという。詳細までは父に聞けなかったが。

（変よね……そんな人が慕われるって……）

　この外見だ。きっと数多の女性たちに言い寄られるだろう。もしかしたらそのせいで、女性と問題を起こした、とも考えられる。

　だが、父はなぜそんな話を彩美にしたのだろう。これから見合いをする相手が女嫌いなどと。

　晄介のどこを気に入ったのかは知らないが、輝彦はやたらと彼を褒め称える。

　経営者にはこういう面が必要なのだと頻りに感心するばかり。その女嫌いと婚約させられるのは娘である彩美なのに、そこに彩美自身の意思は含まれていなかった。

　彩美は俯いたまま、唇を噛みしめた。すると、シンとした室内に晄介のため息が落ちる。

「嫌か？」

　そう問いかけられて、彩美は一抹の期待を持って顔を上げる。

「なら、俺を知ってもらうための時間を設けよう」

　だが、彼の口から出た言葉は、彩美の想像の斜め右を行く提案だった。

「どういうことですか？」

「いきなり結婚と言われても互いに戸惑うだろう？　しばらくの間、俺と恋人として付きあってはみないか？」

「え……？」

　思ってもみなかった晄介の言葉に彩美は困惑を隠せない。訳がわからない、と言ってもいい。

　彼は本当に彩美との見合いを進める気でいるのだ。

　どういうことだろう。先ほど断れなかったと言っていなかったか。仕方なくではなかったのか。

「恋人、ですか？」

　恋人として付きあう、その意味がわからないはずはない。聞き返してしまったのは、彼の真意を知りたかったからだ。

　まさか彩美に一目惚れしたなんてことはないだろう。では、どうして？

「このまま俺のことをなにも知らずに結婚するのと、どちらがいい？」

　表情から晄介がなにを考えているのかは読み取れない。

　ただ、父にはこうしろああしろと命令されるのが常であるため、彼の提案に彩美はただただ驚いて目を丸くする。

「どちらがいいのかなんて、わかりません。私は……誰かを好きになって、普通の恋愛がしてみたい。こんな、お見合いで結婚なんて……」

「俺を好きになって、普通の恋愛をしてみればいい」

　ドクン、と胸が高い音を立てる。

　晄介を好きになる──？

　普通の恋愛をこの人と──？

　彼と恋人になる……そして、いずれ結婚する。

　どうしてだろう。彼を好きなはずもないし、初めて会った人といきなり結婚なんて絶対に嫌なのに、好きになってという言葉が彩美の胸の中に甘く響く。不思議なことに、彼と恋愛をしたらどうなるのかを知りたい気持ちが芽生えてくる。

「恋愛をして、無理だったら、どうするんですか？」

　普通の恋愛がどういうものか彩美にはわからないが、互いに恋愛関係を継続するのが難しい場合もあるだろう。

（好きになれるかなんて……わからないし）

　彩美が聞くと、晄介は思案するように座卓に視線を落とし、やや間を空けてから口を開いた。

「それは君次第だが。まぁ、恋人が価値観の相違で別れることは往々にしてある。その時は、俺から断ったことにすればいい」

「そう、ですか」

　つまり晄介と恋人として付きあってみて、だめだったら別れてもいいと彼は言ってくれているのだ。

　彩美が乗り気でないのは晄介にも伝わっているはず。おそらく、父に逆らえないことも。だとしたら、彼は彩美のためにこの提案をしてくれたのかもしれない。

（でも、私にそこまで気を使う必要ないのに。彼が一言断るだけで、この話はなかったことになるんだから）

　それとも、本気で彩美と恋人同士になりたいとでも思っているのだろうか。いや、あり得ないだろう。卑屈になっているわけではないが、ここまでの美形に一目惚れされるほど彩美は整った顔立ちをしていない。冷静になって考えても、わざわざ彩美を選ぶ理由などないのだ。

「あの、どうして、こんな提案を？」

「君は、結婚までになるべく時間をかけた方がいいとは思わないのか？」

「時間……？　あ、すぐに断ったら、またべつのお見合い話を持ってこられる可能性があるからですか？」

　ようやく腑に落ちる。

　祖母の紹介で断れなかったと言っていたくらいだから、彩美だけではなく候補はほかにもいるのだろう。

「そうだな、それもある」

　そうか、晄介は時間を稼ぎたいのだ。彩美と上手くいっているように見せかければ、その間は新たな見合い話は来ない。恋人として付きあってみないか、と提案したのも、恋人のフリをしようという意味だろう。

　表面上は彩美との婚約を受け入れつつ、時期が来たら別れる、その筋書きが彼には必要だと考えると納得がいった。

　彩美としても、その時間を与えてもらえるならありがたい。そのはずなのに、なぜか胸がモヤモヤしてくる。

　──俺を好きになって、普通の恋愛をしてみればいい。

　その言葉が頭から離れない。つい想像してしまう。晄介と付きあったらどんな風になるのか。彼は恋人とはどんな話をするのか。また彩美に笑いかけてくれるだろうか、なんて。

　きっと男性からそんな風に言われた経験がないから、意識してしまっているだけだ。

　彩美が断らなくとも、いずれ時期が来たら彼から断りの返事があるはず。むしろ、喜ぶべきなのに。

　父に彩美が異を唱えるなどできない。何度か会い、晄介の方から断られれば父だってなにも言わないだろう。

（津々井ホテルにとって、私との婚約はメリットなんてなにもない）

　時間を稼げて、結婚しなくて済む。それを自分は望んでいたではないか。

　これでいい。間違ってはいない。彩美は自分に言い聞かせるようにして、頷いた。

「わかりました。よろしくお願いいたします」

　彩美が頭を下げると、晄介はどこか満足そうに頷いた。







第二章








　二ヶ月近くが経った五月の中旬。

　晄介との見合いがうまくいったからか、あれから父の機嫌はすこぶるいい。

　彼は何度か休日に新開家を訪れていて、いつも父を交えて三人で食事をしていた。自分を持ち上げてくれるのが嬉しいのか、父はまるで息子ができたかのように晄介を信頼しきっている。

　だが、見合いの日、二人きりの時に見せた顔が幻だったのではないかと思うほど、晄介の表情は変わらなかった。あの日に見た笑顔をもう一度みたい──などと思っていたわけではないけれど、父の前では一貫してビジネスであるかのような態度を崩さないのはどうしてかと不思議に思う。

　それではまるで彩美だけが特別みたいではないか。

　恋愛をしよう、という言葉に彩美はあれからずっと囚われている。だからそんな勘違いの妄想が頭を過るのだとわかってはいても、父の前で晄介とあの時の会話を蒸し返すわけにはいかず、彩美はただただ悶々としていた。

　ちなみに彩美は、晄介が家に来てもほとんど話さない。

　晄介はもちろん彩美にも話を向けてくれるが、それに答えるのは父だ。この場に彩美は必要だろうか、もういっそのこと父が晄介と結婚すればいいのでは、と思い始めた頃。

『来週の土曜、彩美さんをお借りしてもよろしいでしょうか？』

　そう晄介が切りだした。

　いつもの父ならば絶対に認めない。

　男性と二人きりで外出など許されるわけがない。だが、彩美の予想とは裏腹に父は晄介からの要求をあっさりと呑んだ。

『あぁ、いいんじゃないか。普段家にばかりいるからな。どこかに連れていってやってくれ』

　仕事以外で家にばかりにいるのは、父から許可を取るのが面倒だからなのだが。

　出かける時はどこに誰と行くのか、何時に帰ってくるのかを必ず報告しなければならない。アナログ人間の父がスマートフォンのＧＰＳ機能を知らないのは救いだが、彩美が誰かと行動を共にする時は、その相手にいちいち電話をして確認を取る。当然、友人を誘いにくくなってしまい、彩美は出かけるにしても一人が多かった。

　目を丸くしていると父と晄介の間で話はまとまっていき、見合いをしてから初めて晄介と二人きりで出かけることになった。

　彩美は二人のやりとりをただただ呆然と眺めていただけである。

　そして、約束をした土曜日の今日、彩美は壁に掛けられた時計を何度も見ながら、晄介の迎えを待っている。

　二人きりでのお出かけ。というと、まるでデートのようだ。自分たちは一応恋人関係にあるはずだから、デートで間違いないのだが、晄介と恋人だという実感はまったくないし、二人きりで話すのはあれ以来だしで、どうしたって緊張してしまう。

（デートのふり、よ。いずれ、彼から断られるんだから）

　新開家は中目黒から徒歩十分ほどの場所に位置する高級住宅街の一角にある。

　車庫には父の趣味である高級車が二台停められ、家の周囲は高い塀で囲まれている。

　木々が植えられた庭は広々としていて、窓からの採光がリビングを明るく照らしてくれる。周囲も皆同じような建物で、彩美はここに引っ越してきた当初、まだ自宅だという感覚がなく「お金ってあるところにはあるんだな」などと思った。父と二人で暮らすには広すぎる家だ。

「彩美、そろそろ晄介くんが来るんじゃないのか？　彼のマンションから車で三十分もかからないだろう」

　父の言葉に彩美はふたたび時計を確認した。

　もうすぐ約束の十五時になる。三十分ほど前に家を出ると連絡があったため、渋滞に巻き込まれていなければ着く頃だ。

「あ、うん。もう用意は終わってるから大丈夫」

　晄介が一人暮らしをしているマンションは、ここからそう離れていないらしい。彩美が直接聞いたわけではなく、父と晄介の会話で知ったのだが。

　リビングで父と話していると、インターフォンが鳴り響いた。彩美はカメラだけを確認すると、応答せずに玄関へ出て門へと向かう。父も後ろから着いてきた。

　門の外に立っていた晄介は、父と彩美に向かって会釈をする。

　彼は見合いの時のようなスーツ姿ではなく、黒のポロシャツにベージュのテーパードパンツという出で立ちだ。オールバックにしていた髪は自然に下ろされ、風に靡いている。髪を下ろすだけで随分と柔らかい印象になるものだ。

　てっきりいつものように、今日もスーツで来るのかと思っていたのだが。今日はいったいどこへ行くのだろう。彩美はとりあえず無難にフォーマルな場所にも合う淡いピンクのワンピースにしたが、彼の堅苦しくない装いに正直なところほっとしていた。彼がどういうデートを計画しているのか、まったく読めなかったのだ。

　スーツ姿では威圧感があり過ぎて怖く感じたが、服装と髪型を変えるだけでかなり違う。今日はそこまで近寄りがたくない。

「こんにちは。今日はよろしくお願いします」

　彩美が挨拶すると、彼は短く「あぁ」と返してくる。晄介は父に対しても「どうも」と一言発しただけだ。

「彩美、今日は日射しが強いから日傘を持っていきなさい」

　後ろから着いてきた父が玄関から持ってきた日傘を手渡してくる。

　たしかに今日は夏日だ。もう十五時だというのに、風はぬるく、照りつける太陽が肌を焼くくらいに暑い。

「ありがとう」

　日傘を受け取り門から出ると、すぐのところに晄介の車が停まっていた。

（黒だろうなって……勝手に想像してたんだけど……）

　なんと彼の車はライトブルーのスポーツカーだった。色合いがクールというよりキュートな国産車。内装はベージュで統一されていて、晄介が運転席に乗り込むと違和感が半端ない。恋人が選んだ車に乗っていると言われたらまだ納得できるのだが。

「では、彩美さんをお借りします」

「あぁ、よろしくな。なるべく早く帰ってきなさい」

　父は彩美に向けてというより、晄介に対して言ったようだ。なるべく早めに彩美を帰せと。晄介は軽く頷き、助手席のドアを開けて彩美を座らせる。

「じゃあ行ってきます」

　窓を開けて父に向かって手を振ると、運転席に座った晄介がくすりと小さく笑う。彩美と二人きりになった途端、彼は表情を崩した。それに驚きを隠せない。

「なんですか？　どうして急に笑うのっ？」

「いや、可愛いなと思って」

「なっ……」

　バカにされている感じはまったくしない。むしろ、晄介が本気で言っているとわかったからこそ、彼の女性の扱いのうまさに彩美はなにも言えなくなる。

（お父さんの前では、そんなこと言わなかったのにっ）

　可愛いと言われて怒る女性はいない。会ってそうそうにさらりと褒め言葉が出てくるくらい、彼は手慣れているのだ。

　顔が火照って汗が噴きだしてくる。ただ可愛いと言われただけなのに。きっと誰にでも同じように言っているだろうに。

「あ、あの……まだ食事には早いようですけど、どこに行くんですか？」

　ハンドルを握る晄介の顔が見られない。彩美はなるべく横を向かないようにして、フロントガラスに目を向けたまま口を開いた。

　連絡先は知っていたのだが、今日の予定は父と晄介の間でトントン拍子に決められてしまい、結局彩美は口を挟めなかった。

　晄介に連絡したことはなく、彼からも連絡が来たことはなかった。わざわざ行き場所を訪ねるためだけに初めてメッセージを入れるのも憚られて、考えているうちに今日を迎えてしまったのだ。

「食事の前に植物園にでも行こうかと思っているんだが、花は嫌いか？」

「いえ……好きです」

　彼の口から植物園なんて出るとは思わなかったため、彩美はかなり驚いた。

　実は、一人でぼんやりしたい時、彩美は家から離れた公園や美術館をよく訪れていた。

　帰ってから誰かと一緒にいたのではないかとスマートフォンをチェックされるのだが、本当に一人でいたのがわかれば父はそう厳しく言わない。時折息苦しくなりそうやって逃げだしてはいるが、父をうっとうしく感じることはあっても、彩美を心配してくれていると思うとやはり嫌いにはなれない。

「そうか、よかった」

　父の前にいる時と、そこまで表情が変わっているわけではないのに、彼を包む空気は柔らかい。そして穏やかな声のトーンが彩美の耳に優しく響く。

　それきり言葉はなかったのに、不思議と気詰まりに思うことはなかった。

　三十分で植物園に着き、近くのコインパーキングに車を停めて園内へと入った。

「日傘は俺が持とう」

「ありがとうございます」

　彩美が差していた日傘を手にして、晄介が隣を歩く。必然的に距離は近くなった。

　広々とした園内は緑に囲まれていて、鳥の鳴き声や川のせせらぎが耳に届く。木々の間から高いビル群が覗けるものの、まるで都会にいることを忘れてしまいそうなほど長閑だ。

　園内を歩いているのは、家族連れやカップルが多い。彩美も晄介と並んでゆっくりと足を進める。

　すでに緑の葉をつけているソメイヨシノの林を抜けた先はツツジ園のようだ。

「ちょうどツツジが見頃だな。アヤメも咲いている頃だと思う」

「本当。綺麗ですね」

　赤や黄色やピンクの色をつけたツツジ科の植物が一面に咲き乱れている。

　近くにはハンカチノキの白い花が風にふわふわと揺れていて、初夏の生温い風が吹く中なのに、その光景を見ていると涼しく思えるのだから不思議だ。

　ふと隣に目を向けると、視線を感じたのか晄介もこちらを見つめてきた。

　彩美はそうおしゃべりな方ではないが、彼はもっとだろう。会話が途切れると風の音さえやたらと大きく聞こえる。

　和やかとは言いがたい表情で、佇んでいる様は怒っているようにも見えた。それなのに、彩美はなぜかこの空気を少しも嫌だとは感じなかった。

「見合いの日、それから先日も……父がいろいろとすみませんでした。不快に思ったでしょう？」

　晄介が家に来るたび、父はどうやって自分がニューエデンを大きくしてきたかの自慢話を始める。彩美は何百回目かですでに聞き飽きて頷くにとどめているが、父の家族でもない彼が毎回聞かされるには苦痛だろう。

「いや。あの程度は慣れているからな。それに、人の話を聞くのは得意なんだ」

　彼の表情に嘘はない。

　彩美はやはり、と胸の中で消化しきれなかった思いを口にする。

「ありがとうございました」

　礼を言われた晄介は、目の前で突然頭を下げる彩美に瞠目する。

「なにが？」

「あのお見合いの時、父を止めてくださったのではないかと」

　彩美が言うと、話の内容を察した晄介が、短く息を吐きだした。

　見合いの日、父に「男を知らない」などと言われてさすがの彩美も腹が立った。

　事実ではあるけれど、親の口から出る言葉ではない。それでも彩美は怒りを露わになどできなかったのだ。

　もしかしたら、とずっと心に引っかかっていた。何度考えても、あの時一瞬、晄介が怒ったように感じたのは気のせいではなかったように思う。

「空気を変えようと思っただけだ。君が泣きそうに見えたから。よけいなことだったらすまなかった」

「よけいなことだなんて。助かりました、ありがとうございます」

　とても嬉しかったのだ。なんだか晄介に庇われたみたいで。

　彩美が笑みを浮かべると、晄介は眩しいものでも見るかのように目を細めた。そしてこちらに身体を向け、口を開きかけて押し黙ってしまう。

　彼の手が伸びてきて、彩美の頬に触れる直前に止められる。晄介は、ハッと我に返ったように持ち上げた手を下ろして、目を逸らした。

「どうかしましたか？」

　なにか言いたいことでもあるのだろうか。首を傾げて聞くと、たっぷり三十秒は悩んだ末にようやく晄介が口を開いた。

「君は……そこまで気が弱くは見えない。それなのに、見合いの日も俺が君の家に行った時も、お父さんの前では滅多に話さなかったね。まるで操り人形だった」

「操り人形だなんてひどいですね。まぁ、間違ってはいないんですけど」

　彩美は拗ねたふりをして唇を尖らせた。

　見事な朱色の花を咲かせたトウヤマツツジが咲き乱れている。彩美は晄介を見ることはできずツツジに目を奪われたふりをして自嘲的に笑った。

　深いため息が漏れる。操り人形、まさしくその通りだと自分でも思う。

　多少疎ましくは思うが、これでも彩美は父を嫌っているわけではない。過干渉なところはあるが、父は彩美の幸せだけを願ってくれている。

　むしろ家族を顧みない仕事人間であってくれたなら、彩美はもう少し自由だったかもしれない。

「私の両親が離婚しているのはご存じですよね？」

　彩美の写真、学歴、家族構成は身上書に記してあるはずだ。

　晄介は黙って頷き、話の続きを促してくる。

「うちは二十年くらい前まで小さな旅館を経営していたんですが、経営はうまくいってなくて。毎日のように怒鳴り声が聞こえてました……お客さんがいる時は二人ともにこにこしてるから、わかりやすかったんですよ。子どもだった私は、お客さんがいる日といない日をそれで判断してたくらい。母はラブホテルの経営なんてと大反対していて、父はそれを強行したらしいです。で、離婚した後すぐ、父はニューエデンを立ち上げたと聞きました」

　彩美はまだ六歳で、そのすべてを記憶しているわけではない。

　事務員として働いている古株の社員からそう聞いた。父に確認を取ってはいないが、当時の状況を顧みると大きく外れてはいないだろう。

「売り上げが低迷していた旅館に見切りをつけて売却し、ホテル経営へと舵を切り、支店を持つまでになった新開社長の手腕は大したものだと思う」

　彩美はわかっています、と頷いた。

　気づいた時には家に母の姿はなく、肩を落とした父が「これからはお父さんと二人だ」とぽつりとこぼしたのだけが鮮明に記憶の中にある。

　父はそれまで家事育児を一切しなかった人だから、日々の生活は大変だったはずだ。

　ちょうどニューエデンの経営が軌道に乗ってきたばかりで仕事も忙しかっただろうに、それでも父は彩美の食事を作るなどの家事をして、母の代わりを必死に務めていたのを覚えている。

「当時、すごく忙しかったはずなのに……父は学校行事には必ず来てくれたんです。授業参観も運動会も。料理なんてしたことなかったのに、お弁当早起きして作って……玉子焼きが茶色く焦げてて恥ずかしかった」

「そうか」

　懐かしい記憶に思いを馳せる。

　母がいないのを友人たちに知られたくなかった。とても彩り豊かとはいえない弁当を友達に見られたくなくて、クラスの子がいないところで父と食べた。

　おそらく父もそれに気がついたのだろう。

　なにも言わなかったが、母が残していった料理の本を読みながら弁当を作る練習をしていた。母がいないことで、彩美に不自由をさせまいとしてくれたのだ。

　当時は子どもでわからなかったが、あのまま旅館の経営を続けていたら借金だけが増え続け路頭に迷っていたかもしれない。晄介の言うように父の判断は適切だった。

「私が小学校卒業する頃には、キャラ弁なんかも作れるようになっちゃって。クラスの友達に羨ましがられました。お父さんが作ってるって言ったら驚いてたけど」

　影で努力をしていることなんて絶対に言わないし、彩美が喜んだ顔をしたって「そうか」の一言で済ませてしまう父だけれど。

「いいお父さんだな」

「はい……ただ、お父さんは、私から母を奪ってしまったことに負い目があるみたいで」

　話していて気づいたが、彼は父を一度も悪く言わない。

　散々彼を不快にさせるような言動をしていたはずなのに、見合いの日もそして今日も、二人きりになっても彼が父を悪く言ったことは一度もなかった。

　彩美の同僚ですら父の傲慢な態度を見て顔を顰めるのに。

「負い目か。だとしても、どうして君は言いなりになっている？　家族関係が悪いわけじゃないのに」

「それは……」

「新開社長が君を可愛がっているのは話していればわかる。君があの人を厭っているわけじゃないことも。父親を嫌いだったら、出かける時に車の窓から手を振ったりしないだろう？」

　晄介はあれを見て「可愛い」と言ったのか。

　思い出すと恥ずかしくて堪らない。赤くなった頬を隠すように、彩美はツツジ園に目を向けて話を続けた。

「見た目にはわからないでしょうけど、父は弱いんです。私が逆らったりしたら、自分を責めるに決まってる」

「だから強く言えないのか？」

「父は、私が生きがいなんです。自分が苦労してきたからか、私には絶対に苦労をさせたくない。自分の眼鏡に適った相手と結婚すれば私が幸せになれる、本気でそう思ってるんですから。それで必要以上に干渉してくるし、恋愛の一つもしないまま父に言われた人とお見合いです。ってごめんなさい、晄介さんに失礼な物言いでしたね」

　彩美が謝罪を口にすると、晄介は「わかっている」と首を横に振った。

　過干渉なところはあっても、父の言動はすべて彩美のためを思ってのこと。

「もしも私がお父さんに意見なんかしたら『俺の育て方が悪かったのか。やっぱり片親じゃだめなんだな』とか言って陰で落ち込んで泣くに決まってる。それが嫌だったんです。お父さんは私が従順でいれば満足そうですから」

　父は強引で人の話をまったく聞かない。それなのに本当は弱い。

　それを知られたくないのか、横柄な態度を取って隠そうとはしているけれど、一緒に暮らしている彩美にはバレバレだ。

　酒を飲んでは泣いて後悔を口にするし、寝言で彩美の名前を呼んで「母親になれなくてごめんなぁ」などと言われたら、仕方がないかという気にもなる。

　だから、父を傷つけずに見合いを破談にできるのが一番いいのだ。

　父は自分が苦労したからか、その人の地位や資産で価値を計るところがある。それだけで幸せになれるとは限らないのに。金に余裕のあるいい暮らしが彩美にとっての幸せだと本気で信じている。

「娘を持つ男親の心境は、思っていた以上に複雑なんだな」

「怒鳴りたくなる時もありますし、窮屈に思うことの方が多いですけど、そんな父を嫌いになんてなれないんです」

　見合い相手が晄介だったことは不幸中の幸いかもしれない。

　晄介から断られれば、父も諦めるだろう。

　すぐにまた見合い話を持ってこられる可能性もあるが。父が首を縦に振る、晄介のような好条件の男性がそうそう転がっているとは思えない。

「なら俺は、そんな君を幸せにするために努力をしよう。あぁ、その前に恋をできるように、か」

「え……あなたが、ですか？」

　彩美は目を丸くして晄介を仰ぎ見た。

　事情を話せば協力してくれるかもしれない、そんな安易な考えでいたわけではないが、まさか本気で晄介が結婚に前向きだとは思っていなかった。

　彩美と恋人になるのは、結婚を見送るための布石だとばかり考えていたのだ。

　──このまま俺のことをなにも知らずに結婚するのとどちらがいい？

　もし、あれが言葉通りだとしたら。

「俺以外に恋をされたら困る。言っただろう？　恋人として付きあおうと」

　晄介の目が真っ直ぐこちらを見る。彼の眼差しにはある種の決意のようなものが滲んでいて、それがなんであるかがわからず彩美は困惑する。

「私と恋愛をするのは……べつのお見合い話を防ぐためなんじゃなかったんですか？」

「それもある、と言っただろう。あの時は、どうしても君にイエスと言わせたかっただけだ」

「晄介さんから、断ってもいいって」

　動揺で声が震えそうになり、彩美は口元を覆い隠しながら言った。

　晄介が、自分を好き、なんて──？

　まさか。

　期待をしてしまう自分が止められない。彼に恋愛感情なんて持っていないはずだ。それなのに、彼が自分を好きでいてくれるかもしれないと思うと、心が浮き足立つ。

「断らせない。絶対に、俺を好きにさせてみせる」

　好きにさせてみせる、だなんて、どうしてそんな自信があるのだろう。それに、高慢とも言える態度を見せられて、彩美はどうして安堵を覚えるのか。

　自分の呼吸がやけに速い。胸が疼くようなこの感覚はいったいなんだろう。

「本気、なんですか？」

「当たり前だ。冗談で幸せにするなんて言わないだろう、普通」

　どうして晄介はそこまでこの結婚に乗り気なのか。

　それに彼は女性嫌いだと聞いた。父は信頼できる筋にしか調査を頼まないだろうし、信憑性は高いはずだ。

　しかし、彼の行動を考えると、結婚に前向きとしか思えない行動がいくつもあった。政略結婚としては、津々井ホテルになんのメリットもないのに。

「晄介さんは、私を好き、なんですか？　女性が苦手なんじゃ……」

　彩美と話しているとそんな雰囲気は微塵も感じさせない。

　今この瞬間まで彼が女性嫌いだと忘れていたくらいだ。冷たく見える印象はあるが美形だし、むしろモテるはず。だから手慣れているのだと、そう思っていた。

「彩美が教えてくれたから、俺も自分のことを話そう」

　初めて父親以外の人に名前を呼ばれて、胸がくすぐったいような感覚がする。

　晄介は手にしていた鞄をなにやらごそごそと漁っている。

「実は、俺は可愛いものが好きでね。特にこのキャラクターを愛でている時が一番幸せなんだ」

　晄介はそう言って、女子高生に大人気のクマッピーというキャラクターのキーホルダーを鞄の中から取りだした。クマッピーの服はライトブルー。彼の車と同じ色だ。

「クマッピーだ」

　クマッピーを手にする晄介の表情は先ほどと変わってはいないのに、耳だけが少し赤い。もしかしたら照れているのでは、と思うと口元が緩みそうになる。

「知ってます」

　クマッピーはふわふわとした白い毛が特徴的なくまのぬいぐるみである。キーホルダーは彼の手のひらくらいの大きさなのだが、正直に言えば気難しそうな顔の晄介が手にしているとなんの冗談かと言いたくなってしまう。けれど、悪ふざけで彩美をからかっている様子はなさそうだ。

「可愛いですね」

「そうだろう？　この丸いフォルムにキュートな顔立ちが好きなんだ」

　晄介はさらに鞄からボールペンを取りだした。もちろんこちらもクマッピーだ。

　ボールペンは少し濃いクリーム色。これがもしスーツの胸ポケットに刺さっていたら目立つだろう。

　彼がクマッピー好きだとしても、多少の違和感はあるが趣味は人それぞれだ。それがどういう話に繋がるかがわからず彩美は戸惑う。

「私も好きですけど」

　実は彩美も一年ほど前にクマッピーにはまっていて、グッズを買い集めていた。彩美が言うと、晄介は苦笑しながらボールペンとキーホルダーを鞄に戻した。

「これなんだ」

「え？」

「俺が女性嫌いと言われている理由」

　ますます訳がわからない。

　男性が可愛い物を好きでクマッピーのキーホルダーを持っていたからといって、女性嫌いだとは思わない。

「会社のデスクに、クマッピーの加湿器が置いてあるんだが……まぁ、一応、他社が入る会議や取引先の前に出る時は見えないように気を使っているよ。だが一人の時くらい良いだろう？」

「自分のデスクなら、問題ないですよね」

　彩美もキャラクターもので、ＵＳＢで繋ぐタイプの扇風機をデスクに置いてある。

　津々井ホテルとは会社の規模も従業員の数も違うから、一概にいいとは言えないのかもしれないが、統括部長である晄介が誰かにそれを注意されるとは思えない。

「そうなんだが、ある時事務員がデスクに置いてあったクマッピーの加湿器を勝手に捨てたんだ。間違って捨てたとか、悪気はなかったと最初は言っていたけどね」

「いや、それは……ちょっと」

　上司の机にある私物を勝手に捨てるなんて。しかも悪気はないなんて言い訳が通るのか。

「使っていたボールペンを捨てられたこともあったな」

「えぇぇっ？　どうしてですか？」

　あり得ない。

　なぜそんなことになったのだろう。

「どうやらほかの女性からのプレゼントだと勘違いしたらしい。加湿器もだ」

「あの、その方とは……お付きあいされていたんですか？」

　男性のデスクに可愛いキャラクターグッズが置いてあったら、女性からもしくは子どもからのプレゼントだと考えるかもしれない。それも相当親しい間柄の。

　捨てるのはだめだが、付きあっている女性が勘違いしてしまう気持ちは理解できた。しかし、晄介はいや、と首を横に振った。

「ただの部下だ。それからも同様のことが何件か続き、その女性に異動の打診をしたんだ。彼女は異動に納得できなかったらしく『ほかに女がいるのね』とか『誰にもらったの』とあまりに疑われてね」

　晄介は当時を思い出したのか、うんざりしたように眉根を寄せる。

「それは……災難でしたね」

　晄介をよく知っているわけではないが、この人が恋人関係でもない女性に対して思わせぶりな態度を取るとは思えなかった。

　見合いの日ですら無表情で、なにを考えているかわからなかった。だが、聞けばちゃんと考えを教えてくれる。女性嫌いとされる理由だって、適当に嘘をつけばよかったのにそうしなかった。嘘はつかない人だ。

　晄介ならば、彩美に教えてくれたように、恋人には自分のことを話すのではないだろうか。

「付きまとわれてさすがに仕事にも支障を来すようになったから、これは俺の趣味だとぬいぐるみが大量に保管されている部屋の写真を見せたんだ。そうしたら今度は『気持ちが悪い』と言われた。結局、おかしな噂をばらまいて彼女は退職した。もうその頃にはどうでもよくなったな」

　その女性に、キャラクターに異常なほどの執着を持つ変態だとか、女性が嫌いでパワハラした挙げ句に社員を辞めさせたなどと噂を立てられたらしい。

「うわぁ」

「彼女がばらまいた噂のせいで、俺の社内での評判はパワハラした女嫌いの変態だ。それを信用しているのはごく一部の社員だが。まぁ俺としても彼女のような相手が近づいてこなくなるなら煩わしい思いをしなくて済むし、仕事にはなんの影響もないから気にしていなかった。でも、噂を聞いた祖母に心配されてね。女性に興味がないから結婚しないのかと。ちょうど知りあいから見合いの打診があったから受けてみろと言われたんだ」

　それで見合いを断れなかったと晄介は言ったのか。

「そうだったんですか」

　さすがに想像を絶する話の内容には同情を禁じ得ない。

　しかし、晄介は言葉通り自分の評判をさして気にしていないようで、あっけらかんとしていた。

　そして彩美と目が合うと、ふっと笑みを浮かべる。彼は思わず笑ってしまったとばかりに慌てて口元を手で押さえていた。晄介の表情が変わるたびに、彩美は驚いて、ドキドキして目が離せなくなってしまう。

「驚いたんだ、あの日」

　彩美は晄介の話を聞きながらも、こんこんと湧き上がってくる思いに胸を詰まらせた。それは間違いなく喜びといえるものだった。

　晄介の柔らかい微笑みに目が吸い寄せられる。心が浮き足立つ。女性嫌いという噂が嘘だったからか。ただ単純に晄介の笑顔が綺麗だったからなのか。

（もっと……笑ったらいいのに）

　けれど、そんな彼の表情を誰にも見せたくない気もしてくる。

　これはいったいどういう感情なのだろう。

　彼の新しい一面を知り嬉しかったのはたしかだ。だが、それを独り占めしたいような心地になるのは、どう考えてもおかしい。

　トクトクトクと速い音で心臓が鳴り響く。

「まさか、見合いの場に来ていたのが、彩美だったなんて思わなかったから。本当は断るつもりで、身上書すらまともに見ていなかったんだ」

　晄介の表情はもう元の無表情に戻ってしまっていた。

　残念なような安堵したような複雑な胸の内に困惑する。

「どういうことですか？」

「一年くらい前、キャラクターグッズを扱う店で君を見かけたんだ。店内は女性の姿ばかりで、俺はかなり目立っていたと思う。ちょうど彩美がクマッピーのテラリウムの前にいて。この子もクマッピー好きの仲間なのかと思ったら、つい『それ可愛いですよね』と話しかけていた」

「あ……そういえば……」

　たしかに彩美は昨年の今頃クマッピーにはまっていた。

　テラリウムは、ガラス瓶の中にクマッピーと家、それに人工の土や花が入れられていて、まるで箱庭のように作られていた。買ったテラリウムは窓際に今でも飾ってある。

　グッズを買いにいった時、知らない男性に声をかけられたのははっきりと覚えている。

　男性がこの店にいるのは珍しいなと思った。だが顔をよく見なかったし、店員が話しかけてきたのかと思ったのだ。

「あれ……晄介さんだったんですか？」

「そう。彩美は驚いた顔をしてこっちを見て『はい、可愛いです』って笑った。あの時、君の方が可愛いと言いそうになったよ。もう俺はいい大人で、恋愛に対してそこまでの熱量はなかった。だから気にはなっても、その後しつこく話しかけはしなかったし君を探そうともしなかった」

「たったそれだけのことで……私と結婚しようと思ったんですか？」

　それではまるで一目惚れしたと言っているようではないか。

　可愛い、その言葉が妙に甘ったるく彩美の心に響く。無性に恥ずかしくて、くすぐったくて、彼の顔どころか周囲に咲く美しい花々さえ見ていられなくなる。

「あぁ。たったそれだけのことで、だ」

「そ、そうですか……」

　自分ではあの店にいるだけで変に目立つし、女性からは距離を取られてしまう、と晄介は言った。

　いつもは表情を引き締めてクマッピーを見ても笑わないように努力しているらしい。ただ、自分の顔がそれなりに厳ついのをわかっているから、それだとよけいに相手を怖がらせてしまうのだと。

（変な人……）

　どうやら彩美が普通に笑いかけたのが、晄介にとってはよほど嬉しい出来事だったようだが、それで結婚を受け入れるなんて。

「彩美に会えた。しかも見合い相手としてだ。断る理由なんてなかった」

「でも……私、もうクマッピーブームじゃないですよ？　嫌いってわけでもないですけど」

　恋愛経験のない彩美が言うのもなんだが、晄介のその感情は、同じ趣味の人と会えた喜びなのではないだろうか。同志として理解されたのが嬉しかっただけのことでは。

「クマッピーはたしかに君と俺を繋いでくれたが、俺は自分の趣味を誰かに強制するつもりはない。ただ、彩美をもっと知りたいと思っただけだ」

　なんだか、ものすごく情熱的に告白されているような気分になってしまう。

　彼の口から出る言葉の威力が凄まじくて、恋愛経験のない彩美にはこういう時、どう返していいかさっぱりわからない。

　彩美が黙ったままでいると、晄介は腕時計を見て出口を指差した。

「そろそろ閉園の時間だ。俺はこのまま見合いを進めたいし、結婚までは恋人として付きあってほしいと思ってる。俺を、好きになってほしいともね」

　胸が弾む。彼の気持ちが彩美にあると知り、たしかに喜びを感じている。

　けれど、この喜びは彼が告白してくれたからではないか。生まれて初めて、異性から恋情を向けられて喜んでしまっているだけではないのか。彩美には判断がつかない。

「好きになれるか、わかりません……」

　彩美はこの見合いをなくしたかったはずなのに。どうしてすぐに、無理だと言わなかったのだろう。

「なるよ、きっと」

「なんでそんなに自信があるんですか」

　彩美自身がわからないと言っているのに。呆れた口調で返すと、晄介はふっと表情を柔らかくして、自信ありげに口を開いた。

「逃げ道は用意しておいたはずだ。見合いの日、君次第で断ってもいいと。あれから二ヶ月、直接話すチャンスはなかったとしても、メールでもメッセージでも電話でも、方法はいくらでもあった」

　そうだ、彼に連絡は取れたはず。彩美はどうして断らなかったのだろう。「やっぱり無理」そう言えば、おそらく彼は引いてくれたはずだ。

　彩美が望んでいた通りに、見合いの話はなかったことになる。

「でも、まだわかりません」

「いいよ、それで……でも」

　胸の轟きはいまだに収まらない。

（君の方が可愛いとか言われて、舞い上がっちゃってるのかも……）

　男性とのこういうやりとり自体が初めてで、彼に対して恋愛感情を抱けるかどうかはわからない。ただ、好きかはわからないにしても、嫌いじゃないのはたしかだ。

　晄介をよくは知らないけれど、父から庇ってくれるような言動をしたこと。傲慢な父の態度にも腹を立てず、彩美の前で父を悪く言わないこと。

　それだけで信用に値する人物だと感じた。

「でも？」

「無理強いをするのは趣味じゃないが、気が長い方ではないからな。可愛い君が近くにいると、痺れを切らしてしまうかもしれない」

「痺れを切らすと、どうなるんですか？」

　口に出してすぐ後悔した。

　晄介の身体が近づいてきて、逞しい腕が腰に回り引き寄せられる。こうなる、と教えられているかのような動きで彼の頬が顔に触れた。

「……っ！」

　頬と頬が軽く擦られて、晄介の息遣いが耳に届く。

　耳の近くに唇が押し当てられて、チュッと音が聞こえる。頭の中が沸騰してしまったように熱い。

　自分の呼吸がやたらと大きく響いてきて、恥ずかしくて堪らない。

　強い力で抱きしめられているわけでもないのに、自分の身体が自分のものではないような感覚がして、指先すら少しも動かせなかった。

　愛おしそうに髪を撫でられて、腰に回った手が背中を這う。

　なぜかぞくぞくと痺れるような疼きが腰から湧き上がってくると、酒に酔った時みたいに目眩がした。

「晄介……さん」

「彩美。俺はね、今君と二人きりでいられることに浮かれてる。この二ヶ月、ずっと君にこうして触れたかった。何度か君のお父さんに話してはいたんだが、断られていたから」

　それを知らなかった彩美は愕然と晄介を見上げる。晄介と二人で話す機会がなかったのは、すべて父が断っていたからだったのか。晄介は父の信用を得ようと、たびたび新開家に足を運んでくれていたのだろう。

「今日は、食事をした後、すぐに送っていこうと思っていた。それなのに、彩美が近くにいると思うと、我慢できなくなってしまう。俺の手を取って、朝まで一緒にいてほしいと思ってる。君は、どうしたい？」

　晄介の指が彩美の指先を捉える。まるで逃げる余地を残しているように、彼の手は緩く彩美の指先を掴んでいた。

　彩美が彼の手を握り返せば、イエスの返事。手を解けばノー。

　そういうことだろう。

（朝までって……そういう意味、よね）

　恋愛経験がなくともそれくらいは理解できる。

　そんなに急には考えられないと、すぐに断ればよかったのに、彩美の手を握る晄介から緊張が伝わってくると、言葉が出てこない。

　彼だって、彩美が頷くとは思っていないはずだ。だから、今日は帰ると返せばいい。それなのに、彩美の頭の中にはまったくべつの想いが浮かんでくる。

　もしもそういうことになったら、彼を好きに──なれるのだろうか、と。

　けれど──。

「お父さんが、許しません」

「じゃあ、許されたら？」

　許されたら、なんて。父が男性と宿泊することを許すはずがないのに。

　自分はどうしたいのか。彼からの提案をそれほど嫌だと思っていない時点で、答えは決まっているような気はするのに、はっきりと口には出せない。

「なんでそんな聞き方するんですか？　ずるい」

　晄介は彩美の指先を弄ぶように撫でている。彩美は彼の手を振りほどけもせず、されるがままだ。

「だって、俺が君を帰したくないと思ってるから」

「そういう言葉ばっかりよく言えますね……」

　照れくさくて可愛くない言葉が口から漏れてしまう。

　なんだか晄介と話していると、今まで知らなかった感情が次から次へと湧いてでてきて、自分でもどうしていいかわからない。

　ぎゅうっと抱きしめられると、まどろみの中にいるような心地良さがあって、身体から力が抜けていく。

「嫌なら今日は食事だけして帰っても構わない。でも俺は、次に彩美に会った時、同じことを聞く。彩美に触れたいし、俺にも触れてほしい。その気持ちを隠したくない」

　どうせすぐに答えは出せない。だから今日は帰ろう──そう思うのに、彩美を見つめる彼の目から逃れられる気がしない。次に彼に会ったら今度は確実に帰してはもらえないだろう。そんな予感があった。

　それに、彩美だって女だ。男性に愛されてみたい欲求はある。

　自分を好きだと、可愛いと言ってくれる人が相手ならばいいのではないだろうか。けれど彼とは出会って間もない。よく知らない人といきなり身体を重ねるのは。

　その狭間で気持ちが揺れた。

「彩美の意思を尊重するよ。お父さんのことは俺に任せて。君は、どうしたい？」

　晄介は彩美の気持ちを考えてくれる。

　彼となら。彩美の中にそんな気持ちが芽生えてくる。

　あぁ、そうか。自分は嬉しいのだとはっきりわかった。

　この気持ちが恋なのかはわからないのに、彩美は彼に求められていることに喜びを感じている。彩美を抱きたい、触れたいのだと伝えられて、それに応えたいと思ってしまった。

「わかりました」

　彩美は、晄介の手を強く握り返した。

　緊張で震えていた身体ごと抱きしめられて、彩美はそっとまぶたを下ろす。

　自分の選択が間違っていないことを祈りながら。

　

　

　

　閉園時間ぎりぎりに植物園を出て、向かった先は近くにある津々井系列のホテルだ。

　誰かに見られてもいいのかという疑問はすぐに解けた。統括部長である彼は本社勤務のため現場の人間に顔を知られていないらしい。

　もともとここで食事をする予定だったらしく、予約はすでに入れてあると彼が言った。駐車場を降りてからもずっと手は繋がれたままで、まずは夕食を摂るのだとわかってはいても、その後のことばかり考えてしまう有様だ。

　ホテル敷地内には広々とした庭園があり、夕暮れ時から夜にかけてライトアップされた絶景が臨めるようだ。まだ外は明るいが、客室から見た庭園はきっと息を呑むほど綺麗だろう。

「庭園に、建物がいくつかあるんですね。レストランなんですか？」

　緊張を誤魔化すように彩美が庭園内で足を止めて言った。

　おそらく高い建物がホテルの本館だろう。ほかにも平屋建ての和風建築や大きいガラス張りの建物があった。

「日本食レストランや茶室があるが、あっちの建物はチャペルや式場だ。少人数のレストランウェディングや、神前式のための神殿がある」

　晄介が指差した先の橋から、和装に身を包んだ一組の男女が歩いてくる。二人は顔を見合わせて微笑んでいて、その表情はとても幸せそうだ。互いを愛おしく思っているのが伝わってくる。

　新郎が手を差しだし、新婦がその上に手を重ねる。寄り添う二人を見ていると、彩美はつい羨ましくなって足を止めてしまう。愛する相手と結婚することができたら、彩美もあんな風に笑えるだろうか。

「本当だ……白無垢、綺麗」

　うっとりと花嫁を眺めていると、隣にいる晄介が彩美の手に指を絡ませながら言葉を紡いだ。

「見合いの日に君が着ていた桜色の振り袖、とても良く似合っていた。彩美は、白無垢も似合いそうだ」

「わ、私の話じゃありません……っ」

「わかっているよ」

　ホテルの玄関口までは距離があるが、周囲の景色を楽しみながら歩いているとあっという間についてしまう。

　まるで迎賓館のような格式高い正面玄関を抜けた先は豪奢なホールだ。

　晄介は迷いもなくロビーを突き進み、エレベーターホールへと向かう。

「レストランに……行くんですよね？」

　つい確認するように聞いてしまう。

「あぁ、とりあえず今はなにも考えず食事を楽しんでほしかったんだが、無理そうか？」

　彩美の強張った表情に胸中を察してくれたのだろう。晄介がエレベーターを呼ぼうとしていた手を止めた。

「それは……当然です！　私、恋愛経験すらないんですよ？」

「断ってもよかったのに。俺は無理強いをするつもりはないよ」

　断ってもよかったなんて絶対に嘘だ。選択肢を与えられてはいたが、彼に彩美を逃すつもりは露ほどもなかっただろう。

　それに、彩美だって嫌々来たわけではない。ただ緊張しているだけだ。

　彩美は晄介の手を強く握った。自分を鼓舞し、彼に大丈夫だと伝えるために。

「今日するのも……次に会った時するのも変わらないでしょう？」

「勇ましいね」

　茶化すように彼が言った。もしかしたら、少しでも彩美の緊張を解そうとしてくれたのかもしれない。

「それに、たしかめてみたいって気持ちもあるんです」

「なにを？」

「今はまだ、あなたを好きでも嫌いでもないですけど……好きになれたらどんな感じなのかって」

　本当は違う。

　晄介の前にいると、やたらと速くなる心臓の音や、胸を包む安堵感、彼の言葉に振り回される自分の感情、その正体を知りたかった。

　今まで、一度だってこんなにドキドキすることも、ハラハラすることもなかったのだ。

「それを俺が教えられたら嬉しいよ。俺は……趣味が一緒だと思ったから君を好きになったんじゃない。それはただのきっかけに過ぎない。初めて会った日から、君に欲情してる。一目惚れだったんだ」

　晄介の嘘のない真っ直ぐな言葉が、彩美の心の琴線に触れた。

　胸が温かくなって、エレベーターホールであることも忘れ、泣きたくなる。

　後生大事に処女を守ってきたわけではない。干渉してくる父に嘘をついてまで関係を持ちたいと思える男性と出会ったことがなかっただけだ。

　でも、初めてがこの人ならいい。

　きっと彼は、彩美を大事にしてくれるだろう。直感でそう思った。

「やっぱりルームサービスにしようか？　部屋でなら落ち着いて食べられるだろう？」

「お任せ、してもいいですか？　どうあっても緊張はしてしまうので」

「わかった。じゃあ、部屋に行こう」

　そう言って彼は高層階行きのエレベーターのボタンを押した。

「部屋、取らなくていいんですか？」

「もちろんこうなることを期待していたからな。彩美と一緒にいて、我慢できる自信なんて初めからなかったよ」

　晄介がズボンの後ろポケットからカードキーを取りだして見せる。彩美とデートすると決まった時点で、部屋は押さえてあったらしい。なんとも用意周到だ。

　彩美が断っていたらすべて無駄になっていただろうに。

　室内は三十畳ほどのリビングと寝室という造りだった。

　リビングの窓は横に広く取られていて、寝室からもライトアップされた眼下の庭園を見下ろせる。

　たしかに高層階から見る景色は壮観だが、彩美は今、緊張でそれどころではない。その時が近づくにつれ、ギクシャクと手と足が一緒になって、歩き方を忘れてしまいそうなほど身体がガチガチだ。

「シャワーを浴びておいで。その間にルームサービスを頼んでおく。嫌いなものがなければ適当に頼むが、どうする？」

「あの……たくさん歩いてお腹が空いてるので、お肉系が食べたいです」

　本当はまったく空腹感はなかったが。

　胸がいっぱいで食べられるかどうかもわからないくらいだ。

「了解。じゃあそれと前菜、スープにサンドウィッチも頼んでおこう。デザートもいるか？」

「お願いします。ケーキよりフルーツが好き、ですね」

　彩美は緊張を必死に押し隠しながらも平然として見せる。

　初めてなのもばれているし、今さら晄介に取り繕ったところで無意味なのだが、ルームサービスが来るまではことに及ばないのでは、と少しでも時間を稼ごうとしてしまう。覚悟を決めて、彼の手を取ったはずなのに。

「わかった。じゃあ、ゆっくりしておいで」

　晄介が彩美の髪を撫でながらそう言った。

　おそらく彼は彩美の緊張も心境もなにもかも察しているだろう。

　その上で、彩美の気持ちが整うのを待ってくれている。大丈夫だから。いきなりはしないから、と。

　バスルームに続く洗面所のドアを開けて、鏡の前に立つ。ものの見事に顔は真っ赤に染まっている。彩美は両手で顔を覆い、恥ずかしさのあまり地団駄を踏んだ。

「あ～っ、もう」

　声に抑揚がないしほとんど表情が変わらないから、見合いの時は怒っているのかと思っていたのだが、それは違うと今は彼の言葉や態度でわかる。

　無表情でクマッピーを愛でている姿を想像すると、気持ちが悪いどころかむしろ可愛いとすら思えてしまう自分に驚いた。

　いつまでも洗面所で身悶えてはいられない。

　服を脱ぎ、バスルームに足を踏み入れた。

「嫌じゃなくて、恥ずかしいだけなんだけど……どうしよう」

　やたらと大きい独り言が浴室内に響く。

　異性に身体を見られるなんて初めてで、彩美の心境としてはバンジージャンプ直前のようなものだ。

　隅々まで洗ってほどほどに溜まったバスタブに浸かる。少しは緊張が解れるかと思ったのだが、知識だけあるのが悪いのか頭に浮かぶのはいかがわしい想像ばかり。

　彼と身体を重ねることを、少しも嫌だとは思っていないのが不思議だ。恥ずかしいし、どうしたらいいのかまったくわからないが、多少の期待もある。

　あまり早く風呂から出ても、期待していると思われるし、あまり長すぎても、嫌がられていると思われる。そんな考えが浮かんできて、もはやいつ風呂から出ればいいのかわからない。

　結局、三十分ほどでのぼせそうになり、バスルームを出ると、もともと着ていた服に着替えた。置いてあるバスローブが目に入らなかったわけではないが、あまりにあからさまな気がしてとても手には取れなかった。

　リビングへと戻ると室内には肉のいい香りが漂っていた。ルームサービスが届けられたのだろう。

「ちょうど今来たところだから食べよう」

「はい。いただきます」

　ダイニングテーブルの上に並べられた料理は、とてもルームサービスのメニューと思えないほど豪華だった。

　空腹などまるで感じなかったはずなのに、美味しそうな匂いを嗅いでいると不思議と食欲が湧いてくる。

　夕食は一人で摂るか、父と二人。晄介とこうしてホテルの部屋で食事をしているなんて、すごく不思議だ。

　遠くには都会らしいビル群の明かりが臨めるが、ライトアップが終わった眼下の景色はちらほらと明かりがあるだけで真っ暗な闇が広がっている。都会とは思えないその景色が、彩美を旅行気分にさせているのかもしれない。

「私、考えてみたら、ホテルや旅館に泊まったことがないんですよね」

　彩美は窓の外に目を向けながらぽつりと呟いた。

　仕事柄、繁忙期はこちらも稼ぎ時のため、父はそういう発想にならなかったのだろう。昔、旅館を経営していた頃も同じだ。

「友人と旅行に行くこともなかったのか？」

「お父さん、友達と遊びに行くってだけで、その友達に連絡をして本当に男はいないのかって聞くんです。万が一門限を破ったら警察沙汰になりますし。泊まりなんて不可能です。そのうち、父の了承を得るのが面倒になってしまって」

　それでも理解ある友達が多く、父の電話にも嫌な顔一つせず丁寧に答えてくれていたから、父の人を見る目はたしかなのかもしれない。

　まったくありがたいとは思えないけれど。

「そうか。じゃあ、今日遅くなることを了承してくれたのは、婚約者だからかな？」

「父は、なんて？」

　まさか本当に父からの許可が出るとは思ってもみなかった。

「結局泊まりはだめだと釘を刺されたが、まだ時間は大丈夫だ。これから食事をして、日付が変わる前に送り届けることになっているから」

「私は一人で帰れるので、晄介さんは泊まってください。何時間かでここを出るんじゃ、もったいないでしょう？」

　彩美を送り届けて、彼がここに戻ってくるとは思えない。自宅の方が近いのだからそちらに帰ってしまうだろう。

「夜遅くに彩美を一人で帰せるはずがないだろう。また来ればいい。今度は泊まりでね」

　今度は泊まりで──その意味をわからないはずがない。それなのに、彩美はやはり晄介からの誘いを嫌だとは思えなかった。

「はい」

「じゃあ、俺もシャワー浴びてくる。デザートまでゆっくり食べていて」

　早々に食事を終えた晄介は、デザートを残している彩美を置いて、バスルームに行ってしまった。

　フルーツの盛り合わせは、彩美一人では多いくらいだが、がっつり肉を食べた後なのに、口に運んでいると美味しくて次々と手を出してしまう。

（待って……さすがにお腹ぽっこりしてたら、引かれない？）

　けれど、せっかく頼んでくれたのを残すのは気が引ける。

（ほら、水分は摂っておいた方がいいし……っ）

　この後の展開を想像してしまって、頭が爆発しそうなほどの羞恥に襲われた。

「一人百面相だな」

　いつの間にバスルームから出ていたのか、赤くなったり青くなったりしている彩美の横から声がかかる。

「早い、ですね」

　晄介は濡れ髪から雫を滴らせながら、タオルを肩にかけこちらへとやってくる。

　バスローブを羽織っているため、逞しい胸元が目に入って彩美はさらに落ち着きをなくす。

「彩美……もう食事はいいね？」

「は、はいっ」

「緊張するなって言っても無理だろうが、ベタに優しくするよ、とでも言っておこうか？」

　音を立てて椅子から立ち上がった彩美の腕が掴まれる。

　なるべく強引にならないようにしてくれているのだろう。解けるくらいの力で手を引かれる。連れていかれた先はもちろん寝室だ。

「あの、痛くないのがいいです、なるべく」

「そうだな」

　ふっと息を吐くように彼が笑ったのがわかる。なぜ晄介を見ていなかったのかと残念な気分だ。まだ数えるほどしか彩美は彼が笑ったのを見ていないのだ。

　ベッドに座らされて、身体を引き寄せられる。ワンピースの上から細いウェストを撫でられて、じっとしていられなくなる。

「ひゃ……くすぐったい、です」

「抱きしめて、キスをしたいから……手をどかして」

　そろそろと言われるがまま手をどかすと、晄介の両腕が背中と腰に回りぐっと身体を引き寄せられる。

「痛くはしないけど、気持ち良くはするよ」

　怖いくらいに整った彼の顔が近づいてきて、彩美が目を瞑った瞬間に唇が触れた。

（キス……しちゃった）

　軽く啄むような口づけはチュッと音を立ててすぐに離れていく。そしてもう一度、同じように口づけが贈られた。自分の呼吸音がやたらと大きく耳に響く。

　晄介に触れられている部分が熱を持って、肌が汗ばんでくる。熱を持った唇が心地良くて、まるで初めからこうすることが当たり前だったかのように受け入れられた。

「ん……」

　上唇を優しく食まれ、ねっとりとした舌で舐められる。

　彩美はただじっとしているだけだったが、彼の息がかかり、舌が唇に触れるたびに、なにやら言いようのない甘ったるい感覚が湧き上がり、呼吸が荒くなっていく。

「口を開けて、舌を出してみて」

　言われた通りに彩美は唇から舌先だけをそっと出してみる。すると、舌ごと口の中に含まれて美味しそうに啜られた。

「……っ」

　あまりに驚いて舌先を引っ込めてしまったが、彼の目が「もう一度」と言っているのがわかり、おずおずともう一度舌を出す。

「怖がらないで。きっと気持ちいいから」

　舌と舌が絡まり、くちゅ、くちゅと舐めしゃぶる。

　尖らせた舌先で突いたり、舌の周りをくるくると舐められたりしているうちに、彩美の硬く強張った身体から力が抜けていった。

　夢中で舌を絡ませていると不思議とこんなに淫らなキスにも慣れるもので、恥ずかしさは徐々に失せていく。

「はぁ……ん」

　それどころか、滴る唾液をじゅるっと音を立てて啜られると、全身が火照って堪らなくなる。

　下肢からなにやら不可思議な感覚が生まれてきて、足の間が落ち着かない。

　晄介の口腔内でぬめる舌をしゃぶられ、転がされる。

「同じようにしてごらん」

　そう言われて、彩美も口腔に入り込んできた舌を舐め返した。上手だと言わんばかりに髪を撫でられる。

　そして今度は口蓋を舐られ、頬裏や歯茎をも愛撫される。彩美にこうすると気持ちがいいんだ、そう教えているかのような動きで余すところなく舌が這う。

「ん、んっ」

　彩美も彼の口腔内におずおずと舌を差し挿れ、絡ませてみる。

　彼はされるがまま、じっとしていた。それなのに、自身の鼻にかかった甘い声に煽られ、全身が熱を持ち昂ってくる。

「彩美……気持ちいい？」

「ん、んんっ……これ、好き」

　低く艶めかしい晄介の声が耳元に甘く響く。

　下腹部がひどく重い。足の間が切なく疼いて、奥の方がじんじんと痺れてくる。

　キスをしているだけで、これほどに気持ち良くなれるものだとは知らなかった。彩美はまだ足りないとばかりに自分から進んで舌を絡ませた。

　くちゅ、くちゅっと唾液が絡まる音がして、身体の奥深くからなにかが溢れそうな感覚がしてくる。

「キスが好き？」

　彩美はうっとりと目を細めて頷いた。

　すると、また唇が塞がれる。

「はぁ……ん、は、ふぅ……っ」

　彼の口の中で舌が転がされるのが堪らなく心地いい。頭がぼんやりと酩酊したようになって、なにも考えられない。

　くちゅ、ぴちゃ──。卑猥な音が頭の中に響く。

　ぬるぬると舌の周りを擦られて、溢れた唾液が注ぎ込まれる。口腔内に溜まった唾液を、音を立てて飲み込んでいると、なぜかもっと晄介に触れたくなって彼のバスローブを掴んでしまう。

「キスの仕方、わかった？」

　彩美が小さく頷くと、晄介が満足そうに額を押し当ててきた。キスだけで息を荒くしている彩美とは違い、晄介の表情には余裕がある。これが経験の差だろうかと思うとなんだか悔しい。

「怖いことはしないから」

「は、い」

　陶然としたまま答えると、背中のファスナーが下ろされて、ワンピースがしわにならないようにすっぽりと脱がされる。彼はさらにそれを寝室内にある椅子の背もたれにかけていた。マメなのかもしれない。

　胸元を両手で隠しながらベッドに腰かけて晄介を待つ。唾液が口の中に溜まり、こくりと飲み込んだ音がやたらと自分の中で大きく響いた。

　戻ってきた晄介が隣に座り、彩美の細い腰を引き寄せる。ふたたび唇が重なる。だが、触れるだけのキスにもどかしくなり、彩美は自分から晄介へと身を寄せた。

「ん……もっと」

　彩美は晄介の背中に腕を回して、自分の方へと引っ張った。後ろへと身体が倒れて、晄介にのしかかられるような体勢になる。

　身体が密着すると、中心に感じる疼きはいっそうひどくなった。

（身体……変、じんじん、する）

　エアコンの空気の冷たさに肌が震える。キスをしている間はあんなに身体が熱かったのに。晄介の手のひらが彩美の頬を包む。目を閉じるとふたたび唇が触れた。

　彩美は寒さからか無意識に彼の腰に足を擦り寄せた。すると、びくっと腰を揺らした晄介が彩美から身体を離そうとする。

「……どうか、しましたか？」

「彩美に触れてると我慢が利かなくなるんだよ。痛いのは嫌なんだろう？　なら、今は俺に触らせてくれないか？」

　彼の視線に誘導されるように下肢を見つめる。

　バスローブ越しにもわかるほど晄介の股間は盛り上がっていて、否応なしに現状を突きつけられた。

（そ、そういうこと……っ？）

　ここで、ごめんなさいと言うのもおかしい。動揺を隠せず、頬が真っ赤に染まる。

　背中に回していた手を解いてシーツの上にぱたりと戻すと、安心したように晄介がふたたび覆い被さってきた。

　シーツの上に縫い止めるように彼の手のひらが重なる。

　晄介の手のひらは汗ばんでいて、バスローブ越しではあるが触れる胸元からはどくどくと速い心臓の鼓動が伝わってくる。

　彼が彩美に興奮している。キスをしていて彩美と同じように気持ちいいと思ってくれたのだ。それがなんとなく嬉しかった。

　肩で息をする彩美を宥めるように額や頬に口づけられる。

　熱を持った舌が耳朶に触れると、ぞくぞくと疼きが湧き上がってくる。息がまた荒くなってきて、声を出さずにはいられなくなる。

「はっ、ん……あっ」

　自分の声とは到底思えない艶めかしい喘ぎ声が漏れた。

　頬がカッと燃え上がるように熱くなって、彩美は目を逸らす。するとちろちろと耳朶を舐めていた晄介の舌が、耳の縁をなぞるように動かされて、ちゅぷっと音を立て中に入ってくる。

「い、やぁっ……あぁっ」

　全身に感じる甘い疼きが止められない。ぶわっと肌が粟立つような感覚が足のつま先から頭の先まで駆け巡り、中心からとろりとなにかが溢れだす。

　自分の身体になにが起こっているのかわからず、彩美は混乱と羞恥の中、いやいやと髪を振り乱して身悶えた。

「痛いことはしていないだろう？　気持ち良かったら、恥ずかしがらないで」

　晄介の声にすら感じてしまう。

　びくんと腰が跳ねると、隘路から溢れたはしたない蜜がショーツを濡らしていく。

「あっ、はぁ……で、も……っ」

　腰を捩り、足先がシーツをかく。

　下肢から広がる疼きが脳天を痺れさせるほどに迫ってきて、じっと落ち着いてなどいられない。

　耳の裏を通り、つぅっと首筋を舌が這う。繋がれた手がびくびくと震えて、腰が自然と浮き上がってしまう。

　ブラジャーの上から乳房を包み込まれる。晄介の唇が首筋から鎖骨を通り、胸の膨らみに到達する。柔らかい肉に強く吸いつかれ、背中がびくんと跳ねると、ブラジャーのホックが外された。

　肩にひっかかったブラジャーを抜き取られて、乳嘴を口腔内に含まれる。同時に、繋いだ手とは反対側の手で乳房を掴まれ上下に揺さぶられた。

「あぁっ！」

　胸の突起を指の腹でそろりと撫で上げられる。その瞬間、激しい快感が脳裏を突き抜けてきて、彩美は腰を跳ねさせる。

　どうしよう。気持ち良くて堪らない。自分で洗っている時はなんとも思わないのに、どうして彼に乳首を撫でられているだけでこんな気分になるのだろう。

「はぁ、あっ、んん……それ、やぁ」

　首筋や鎖骨のあたりをぬるぬると舌が這い回り、身体が昂ってくる。頭の中が陶然としてなにも考えられなくなる。

「そこ……っ、弄ったら、変な声……っ、止まんなくなる」

「どうして？　聞きたいよ、彩美が感じてる声」

「だって……変ですっ」

　涙目になって恥ずかしいと訴えるが、晄介はさらに敏感な乳首を指で抓みころころと転がしてくる。

「あぁっん、だめ、だってばぁっ」

「俺に触られるのが嫌なら止めてあげるよ。そうじゃないのなら、我慢しないで感じてて」

「そんなの……ずるいですっ」

「彩美に触りたいんだ。俺は……君が可愛くて仕方がない。嫌じゃないのなら止める理由はないだろう？」

　嫌だなんて言えるはずがない。

　気持ちが良くておかしくなってしまいそうなだけで、晄介に触れられることを厭うているわけではないのだから。

　それに、嫌ではなくとも、彼に裸にされて舐められるだなんて想像もしていなかったのだ。頭が沸騰してしまいそうになるほどの羞恥はどうにもならない。

「恥ずかしくないようにしてくださいって……言えばよかった」

　まだ痛い方がマシな気がする。晄介に裸を見られるだけではなく、舌で舐められて、丁寧に身体を開かされるなんて。

「それは無理だ」

　真顔で言い切られて、彩美は目を瞬かせる。

「どうしてですか？」

「恥ずかしがってる彩美が可愛いから、もっと見たい」

　恥ずかしげもなく断言する晄介に、全身からどっと汗が噴きでる。

　耐えがたいほどの羞恥に襲われながらも、心の奥で喜んでいる自分がいた。彼に可愛いと言われるたびに、胸がきゅっと詰まり気持ちが浮き足立ってしまう。

「恥ずかしいことに慣れてくれ。たくさんすればそのうち慣れる」

　言いながら晄介は弄んでいた乳首に唇を寄せてきた。柔らかいままの先端を舐められると、じんと痛いほどの刺激が走る。

「はぁっ、あ、んんっ」

　彩美は頭を仰け反らせて、感じ入った声を上げた。

　繋いだ手が解放される。大きな手のひらに両方の乳房が包み込まれ、上下に揺らしながら揉みしだかれる。

　両手で中央に寄せるように円を描きながらゆるゆると動かされると、乳首を弄られるのとはまた違った心地良さがある。

　ぬるついた舌で敏感な尖りを舐められるのは、想像以上に気持ちがいい。耳や首への愛撫とは比べものにならないほど、凄絶な快感が脳天を突き抜けてくる。

「ふっ、あ、あっ……舐めるの、だめ、あぁっ」

　まるで飴玉でもしゃぶるように、くちゅくちゅと淫猥な音を立てて、口腔内に含まれた乳首を舐め転がされる。

　彩美は腰をくねらせ、みだりがましい嬌声を上げてしまう。羞恥心がどこかへ行ってしまったみたいだ。

　身体の奥深くから溢れた愛液でショーツがぐっしょりと濡れて、淫らに肌に張りついていた。その様がどれだけ男の劣情を煽るかなど知らずに、彩美は見せつけるように膝を揺らし晄介の身体に擦り寄せる。

「あ、あぁ、こ……すけさっ」

　こんなの耐えられない。

　どうにかなってしまいそうだ。

　昂る身体を落ち着かせることなどとてもできず、頭を左右に振りながら腰を淫らにくねらせる。どうすればこの快感に終わりが来るのか、自分ではわからない。

「やっ、ん、あ、あぁっ……変、になる……こんなの」

　晄介の肩を掴み背中を波打たせると、意図せず彼の口に胸を押しつけているような体勢になる。気を良くしたのか、彼がじゅっと強く乳首を啜り、舌先で乳輪を舐め回してきた。

　足を擦りあわせるとくちっと微かな淫音が立った。

　触れられてもいないのに、あられもない部分を濡らしているなんて。

　彼が彩美の胸に顔を埋めながら笑ったのがわかる。晄介にばれてしまった恥ずかしさで全身が火照り、消え入りたくなってくる。

「ひっ、あぁあぁっ……」

　舌で愛撫されているうちに、乳首が硬く凝ってくる。

　乳首を扱くように上下に顔を動かされ、唇で啜られる。反対側を指の腹でこりこりと弄られると、くすぐったさとはまったく違う心地良さが下腹部をさらに重くした。

「はぁ、あぁあぁっ、もう……それ、やぁっ」

　ちゅぽちゅぽと唇と舌とで強く吸われて、痛いほどに中心が疼く。腰が揺れて止められない。隘路の奥がきゅんと切なくなって、はしたなく蜜がとろとろと溢れだした。

　指の先で爪弾かれて、ついに我慢しきれずに彩美は淫らに濡れた蜜口を彼の足に擦りつけていた。

　一度たがが外れてしまうと自分を律するのは不可能で、理性が音を立てて崩れていく。

「あぁんっ……あぁ、あっ、は、ふぅ……っ、ん」

　はしたなく蕩けた中心を筋肉質で硬い太ももに押し当て擦るのが、気持ち良くて堪らない。みだりがましい声を上げながら、彩美はまるで自慰に耽るかのように夢中になって腰を振りたくる。

「我慢できなくなったのか？　可愛いな」

　熱に浮かされ掠れた声が聞こえる。

　彼が彩美に興奮してくれているのだと思うと、ますます淫らな気分になっていく。

「ひっ、あ……」

　乳房を揉みしだかれ、赤く色づいた乳首に歯が押し当てられる。

　噛まれるのではないかという恐怖心と、快感への期待とで、じゅわっと太ももを濡らすほどの蜜が弾けた。

「君の身体の準備が整ってきたよ。今度はこっちを触ってみようか」

　さも当然とばかりに晄介はショーツの中に手を差し入れてきた。

「あ、あっ……だめ、そこっ」

　秘裂をなぞる彼の指がぬるりと滑る。

　そこがもうとっくに濡れているのはわかっていたけれど。

　それほどに膣口が愛液を溢れさせていたのかと知ると、全身の血が沸き立つほどの羞恥で気が遠くなってくる。

「自然なことだ。恥ずかしがらなくていい。濡れていなかったら中に傷がついてしまう」

　そう言って晄介は、愛液を指にまぶし閉じた陰唇に沿うようにして指を動かしてくる。

「はぁ、あぁあぁっ」

　谷間を指で優しく擦られると、下腹部が痛いほどに切なく疼く。

　隘路が収縮して身体の中でなにかを欲するようにうねり始める。もどかしくて、どうにかしてほしくて堪らなくなる。焦燥感は先ほどよりもずっと強い。

「痛くなさそうでよかったよ」

　愛液を塗り込むように丁寧に陰唇を解される。花弁が開くように閉じた秘裂が口を開けると、晄介はおもむろに乳首への愛撫を再開した。

「ひ、あっ、あ、だめ……ッ、今、そこ」

　腰が跳ねて開いた膝ががくがくと震える。すると、彼の指の動きが速まり、淡い恥毛に隠された小さな芽をぴんと爪弾かれる。

「ひぁぁっ！」

　今まで感じたこともないような強烈な快感が脳天を突き上げる。

　自分の身体になにが起きたのか、まったくわからなかった。

「あ、あっ、あ……待って、ひ、あ、やぁっ」

　狂おしいくらい感じてしまうそこばかりをこりこりと撫でられる。

　彩美は背中を波打たせ、悲鳴じみた声を上げた。

　その小さな芽に触れられると、恐ろしいくらい気持ち良くて、頭が真っ白になってしまう。全身が陸に揚げられた魚のようにびくびくと跳ね上がり、彩美は混乱の中、首を左右に振った。

「ここ、どうだ？」

「はぁっ……あぁあっ、あぁんっ」

　みだりがましい嬌声が止められない。気持ちいいが、おかしくなりそうだ。

　ぬるついた舌で乳首の周りをちろちろと舐められるもどかしい刺激にさえ、隘路が蠢いてじわっと大量の愛液が流れ落ちる。

「気持ち良くないか？」

「いいけど……っ、うぁ……んっ、なんか……怖い、です」

「大丈夫だよ。思うままに感じて」

　陰唇を優しく丁寧に撫でられ、包皮を捲り上げられる。

　つんと硬く尖った花芽に愛液を塗りたくられて転がされると、狂おしいほどの快感が続けざまにやってきて、いてもたってもいられなくなる。

「あぁっ、な、んか……だめっ、それやだ……なんか、変になる」

　逃げ道のない場所に追い詰められている感覚がする。絶え間なく襲いくる凄絶な快感に酔いしれ、どうすれば終わりが来るのか自分ではわからない。

　助けてほしくて、晄介の頭をぎゅっと掴むと、ますます激しく乳首を舐めしゃぶられる。

「ひっ、あ、んっ」

　指を動かされるたびに、くちゅんくちゅんと耳を塞ぎたいほどに淫らな音が立つ。頭の中が卑猥なことでいっぱいになって、このままではよがり狂ってしまいそうだ。

　芯を持った花芽を刮げるように指の腹で撫でられる。同時に指と舌で胸の突起を責められる。胸を弄られる快感もなぜか隘路の奥の方に届き、どこを触られても気持ちいい。

「抗わないで。気持ち良かったら、そのまま達していいから」

　そう言って晄介は尖った花芽をゆるゆると擦り上げてくる。

　ぬちゅ、くちゅ、と指の動きに合わせて卑猥な音が響くが、彩美は羞恥すら忘れ、ただただ本能に身を任せて感じ入ってしまう。

「いいよ、達って」

「あぁあぁぁっ！」

　耳元で囁かれた彼の声が引き金になったのか、次の瞬間、彩美は背筋を波打たせてひときわ高い声を上げた。

　隘路がきゅんっと痛いほどに収縮し、肌が総毛立つ。全身がまるで痙攣でも起こしたかのように震え、足先がぴんと張った。

「はっ……はぁっ、はぁ……な、に」

　開いた膝ががくがくと震えて高い波が去っていくと、今度は全身から力が抜けて、どっと一気に汗が噴きだしてくる。

　収縮していた蜜口が緩み、とろとろと流れ落ちた愛蜜がショーツをぐっしょりと濡らしていく。

　気づけば、晄介は指の動きを止めていた。下着の中から手が引き抜かれ、劣情を孕んだ目で彩美を見つめてくる。

「よかった。上手に達けたな」

　晄介の指は彩美の愛蜜ではしたないほどに濡れていた。

　指から伝う蜜を彼はさも美味しそうに舐め取る。その仕草の艶容さに苛まれ、身体中の血液が沸騰してしまいそうなほどの羞恥で目眩がしてくる。

　だが、言葉を発しようとしても、口から漏れでてくるのは荒い呼吸ばかりで、彩美には喋る気力もなかった。

　全身が弛緩しきっていて、まどろみの中に落ちそうになる。すると、口元を緩めた晄介がまぶたに口づけてきた。

「眠るのはだめだよ」

　そう言って彼は乳房へ指を這わせ愛撫を再開してきた。

　敏感な身体は与えられる強烈な刺激に震え、ふたたび甘い快感が迫ってくる。

「んっ、あ……待って」

「このまま、もう一度気持ち良くなろうか？」

　彼に囁かれるたびに腰が甘く痺れる。

　もしかしたら、彩美の反応をわかっていて耳元で喋っているのではないだろうか。そう勘ぐってしまうくらい、晄介の声は彩美の頭を真っ白にさせる。

　一度達したからか、身体中が敏感になっていて、胸の突起を軽く撫でられるだけでもぶるっと腰を震わせてしまう。

「あっ、あぁ……強く、しないでぇっ」

「敏感で可愛いな。これなら、中でも達けるかもしれない」

　言われた意味さえ理解できない。彩美はシーツに散らばった髪がぐしゃぐしゃに乱れるのも構わずに、頭を左右に振り身悶える。

　鋭敏に尖った胸の突起を抓まれ、優しく捏ねられる。胸からじんと痺れるような快感が走り、ふたたび下腹部に重苦しい感覚が芽生えてきた。

「今度はここを擦るよ」

　穿いていたショーツが取り払われた。愛液を吸った布地はぐっしょりと湿っていて、あまりのいたたまれなさに目を逸らす。

　そして彼の指がしとどに濡れた秘裂に潜り込んできた。

「はぁっ……あ、あっ」

　ぐちゅっと愛液を弾かせながら浅い部分を抜き差しされる。愛蜜にまみれた隘路はすでに解れていたのか、さほど痛みを感じずに彼の指を受け入れた。

「痛くはないはずだが……なるべく身体の力を抜いていて」

　そう言って晄介はゆっくりと柔襞をかき混ぜてくる。

　くちゃ、くちゅ、と指を出し入れされるたびに耳を塞ぎたいほどの淫らな音が立つ。それが自分の身体の内側から奏でられていると思うと、羞恥で身体が燃え上がるほど熱くなる。

「や、あっ、動かさないで……っ、あぁっ、んん」

　身体の内側を暴かれている感覚に襲われ、肌がざわざわと総毛立つ。柔襞を撫でられると、背筋が震えるほどの喜悦が走り、恥ずかしいのに声を上げずにはいられない。

　ひくつく膣襞を拡げ、擦りながら、徐々に指が奥へ奥へと入っていく。一度達して快楽を覚えた身体はそうしてあっという間に追い詰められていった。

「あぁっ、あぁあぁっ……だめっ、あ、あっ」

　指で蜜襞を刮げるように動かされるのが、これほどまでに凄絶な快感をもたらすなんて思ってもみなかった。彩美は甲高い声を上げて、激しく背中を波打たせる。

「まだ狭いな」

　ぐるりと指を回されて蠢く濡れ襞を擦られ、中を拡げられる。

　指の根元まで突き挿れられて引き抜かれると、ひくつく隘路が引き留めるような動きで彼の指を締めつけた。

「ここをこんな風に弄るのは、俺が初めて？」

　興奮したように晄介の頬が赤らんでいる。

「わかってる、でしょう……？」

　息も絶え絶えに喘ぎながらなんとか言葉を紡ぐと、嬉しそうに彼が口元を綻ばせた。胸がきゅんと音を立てて、晄介から目が離せなくなる。

　無性に触れたくて、抱きしめてほしくて。

（あぁ……また、だ……）

　なんだろう、この感覚は。

　晄介が少し笑っただけで、どうしてこんなに胸を衝かれるのだろう。どうして、もっとこんな風に笑った顔が見たいだなんて思うのだろう。

「あぁ、わかってる。ただ嬉しいだけだ」

　そんな心底嬉しそうな顔をしないで。

　心臓の音が跳ね上がって、訳もわからず顔に熱が集まってくる。

　なんだか可愛い、なんて。自分よりも年上で地位もある男性を相手にそんな風に思うなんて。おかしい。

「指を増やすよ」

　徐々に綻んできた秘所に二本の指が入り込んでくる。

　圧迫感はあるが、それよりも陰道を埋め尽くされる充足感の方がずっと大きい。これで中を擦られたら彩美はいったいどうなってしまうのだろう。

「はぁ……っ、あ、んんっ」

「ゆっくり、するから」

　第一関節まで埋められた指が、ずぶずぶと隘路を拡げながら押し進んでいく。

　緩慢な動きで指を抜き差しされると、とろとろと溢れた愛液が彼の手のひらを濡らしシーツに吸い込まれる。

「あぁあっ、あぁ……あぁぁっ」

　不思議な感覚がする。気持ちがいいのに、物足りない。

　柔襞を弄られると、下腹部がじんじんと甘く痺れて蕩けてしまいそうになる。

　それなのに、奥まった部分を指の腹で撫でられると、気持ちいいだけではなく、もっと深いところを擦ってほしいような焦れったさを覚えるのだ。

「指に吸いついてくる……彩美の体は、覚えがいいね」

「ひっん、あっ、あ、はぁんっ」

　くいっと指を曲げられて、二本の指をぐるりと捻りながらばらばらにかき回される。身体の奥の方でなにかが弾けて、秘所から溢れそうになる。

　抑えようとしても抑えられない。

　脳裏が真っ白に染まって、ふたたび羞恥すら忘れてしまうほどの壮絶な快感が腰から湧き上がり、頭の先まで突き抜ける。

「あぁぁっ、あぁあぁぁっ！」

　彩美は切羽詰まった声を上げながら腰を波打たせた。絶頂に達して、知らず知らずのうちに晄介の指を締めつけてしまう。

　彼が指を引き抜いた瞬間、蜜口からは大量の愛液がぴしゃりと溢れだし、シーツに淫らなしみを作る。

「あっ……あ、だめ……止まらないの……っ、やぁ」

　男性の前で粗相をしてしまった羞恥に彩美は目を潤ませ、ついにはしゃくりあげてしまう。こんな辱め、今まで経験したことがない。

「気持ち良くなってくれて、嬉しいよ」

「なんで……嬉しい、なんて」

　両手で顔を隠すように覆っていると、その手が外されて、濡れた手で頬を撫でられる。彩美を真っ直ぐに見下ろしてくる彼は、ほんの少し口角を上げはにかんでいた。

「初めてなのに、こんなに感じてくれたんだ。嬉しいに決まってるだろう？　それにこんな風になるのは、俺が相手だからだって思いたいのもあるな」

　晄介が相手だから──？

　そうなのだろうか。誰に触られてもこうなってしまうのではなく、彼に触られているからこれほどに気持ち良くなってしまうだろうか。

　それなら……いいか。

　過ぎる快感が怖くもあった。けれど、晄介に触られているから怖いほど感じてしまうのだ。それならば受け入れられる。胸の中にそんな想いがすとんと落ちてきた。

　彩美は腕を伸ばして、今度こそ晄介に抱きついた。

「彩美から触られると我慢できなくなるって言わなかったか？」

　晄介の乱れた息遣いが聞こえる。身体を離されて、仰ぎ見た顔はなぜか少し苦しそうだった。

「でも……私も、こうしたいです」

「すぐにでも、挿れたくなってしまうんだよ」

　太ももに滾った欲望を押し当てられる。ぐりぐりと太ももで擦られて、達して収まったはずの彩美の身体までふたたび昂ってしまう。

「まだ、挿れてくれないんですか？」

　どれくらい慣らせば痛くないのかはわからないけれど、彩美の胸の中にはすでに「彼と繋がりたい」という思いが芽生えている。

「挿れたいよ……でも、残念ながら今日はもう時間がない。約束したからね、日付が変わる前に送り届けるって」

　晄介の唇が彩美の頬や額に触れる。彼の目には獰猛な熱が色濃く残っていて、額には汗が滲んでいた。怒っているようにも見える表情なのに、不思議と少しも怖くはない。

　残念だという言葉が本心であると信じられるのは、晄介の声がとびきり優しくて、まるで愛おしいと言われているようだったからだ。

　背中に回した手が解かれて、身体が離れていく。彼の重みが失われるのがなんだかとてつもなく寂しい。

「シャワー、交代で浴びようか。髪は洗わない方がいい。いくら車でも、湯冷めして風邪を引いたら大変だからね」

「は、い」

　手を取られて、身体が起こされる。

　繋いだ指先が離れていく。彩美は、名残惜しむように彼の手を見つめてしまう。

　シャワーを浴びてくるという彼の背中に縋りつきたい思いに駆られた。

　

　

　時刻は二十三時過ぎ。

　彩美は晄介の車に乗り込んで、窓の外へと目を向けた。

　煌びやかなホテルの明かりが遠ざかっていくのが、先ほどまでの時間が夢であるかのように感じて、物寂しい。

　たしかにあそこで止めていなかったら、父との約束を守られなかっただろう。

　彩美だけが気持ち良くさせられて、晄介が満足しているはずもないのに、本当によかったのだろうか。

　そもそも彩美は彼に対して恋愛感情を抱いているのだろうか。

　晄介に触れられることも、抱かれることも嫌ではない。むしろ、最後まで抱いてほしかったとすら思う。

　ただ、それが恋愛感情から来ているかどうかと言われるとさっぱりだ。

　彩美は運転席に座る晄介をそっと覗き見る。ちょうど信号待ちで止まったため、彼もまたこちらを見つめてきた。

　目が合って、どきっと胸が高鳴る。

「な、なん、ですか？」

「いや……君がなにも言わないから、少し不安になっただけだ」

「不安？」

　彩美が聞き返すと、晄介は目を逸らして切なそうに息を吐く。

「俺を好きになってほしいと言っておきながら、性急過ぎたかと」

　彼に触れられる行為を彩美が嫌だと感じていたらと、晄介は考えていたのか。

　彩美はただ、彼に散々喘がされてしまったのが恥ずかしくて、なにを話していいかわからなくなってしまっただけなのに。

「それは……大丈夫、です。でも、たった一日じゃ、わかりません」

「デートは、楽しんでもらえた？」

　彼との密事を思い出してしまい、彩美の顔が真っ赤に染まる。

「はい……楽しかったです。時間、忘れちゃいました」

　門限がなかったら、どうなっていたかと考えてしまうくらいには。

　離れる指先を惜しんでしまうくらいには。

　離れがたかった。

「君のお父さんのお許しが出たら、また一緒に出かけようか」

　晄介が心底ほっとしたように頬を緩めた。

　細い目が弧を描いていて、唇の端がわずかに持ち上がる。シャワーを浴びた後だからか、晄介の黒髪が昼間よりも乱れていて艶めかしい。

　気づくと、彼の横顔に見蕩れている自分がいた。

「楽しみにしてますね」

　彩美はうっとりと目を細める。晄介が車を運転していてよかった。

　何度も何度も確認するように彼の横顔を見ていることに、気づかれずに済む。

　笑うと細くなる目元や、わずかに上がる口角。

　晄介のもっといろいろな表情を教えてほしい。彼をもっと知りたい。

　この感情を恋と呼ぶのかはまだわからないけれど。
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　あれから、二週間。

　土日こそ会えなかったものの、晄介とは仕事帰りに何度か食事に行き、メッセージのやりとりはほとんど毎日のようにしていた。

　挨拶以外、なにを話せばいいか最初はわからなかったが、クマッピーのおかげで、話題には事欠かなかった。そういえばと思い立って、彩美が自宅にあるテラリウムを写真に撮って送ると、彼からも玄関に置いてあるという同じ種類のテラリウムの写真が送られてきた。おそろいだと思うと、そこまで愛着があったわけでもないテラリウムが特別な物に思えてくる。

　事務員に見せたというクマッピー部屋の写真も見せてくれて、たしかに晄介の部屋だと言われると違和感はあるが、人の大きさほどもありそうなクマッピーのぬいぐるみが置かれていて、かなり可愛かった。ぬいぐるみを見てみたいと言った彩美に、ぜひにと言ってくれたから実は家に行くのを密かに楽しみにしている。

　そして土曜日の今日、彩美は部屋でスマートフォンを手にうろうろとしていた。

（今日は……十三時過ぎくらいって言ってたよね）

　昨日の夜、仕事がようやく落ち着いたから会わないかとメッセージをもらったのだ。

　夕飯を一緒にと言われたため、すでに昼食は済ませた。

　顔を合わせるのは二週間ぶり。

　少しだけ気恥ずかしくてわくわくして胸が躍る。晄介が特別だから、好きだからこういう感情が湧き上がってくるのかはやはりよくわからない。特別な人、と考えて友人たちの顔を思い浮かべるが、彼女たちとは毎日のように連絡を取り合っているわけではないし、ごくたまにしか会わない。彩美は誰かとこれほど親しくなるのは初めてなのだ。

　晄介といると楽しい。無表情なのにも慣れたし、だからこそたまに笑顔を見せてくれると、嬉しくなる。

（私は……晄介さんが好き、なのかな？）

　彼とあんなことをしてしまっても、自分の気持ちに明確な名前がつけられない。

　鏡の前でおかしなところがないかもう一度チェックする。

　今日は暑くなると言っていたから、白の半袖シャツにスカイブルーのフレアスカートだ。イヤリングをつけて、髪を耳にかけてみる。

　明るい色のリップを引くと、薄い顔立ちが少しはマシになった気がした。

　平凡な自分の顔が急に美人になるわけではない。ただ、また可愛いと言ってくれるかもしれない、なんて期待している自分がいる。

　その時、玄関のチャイムが鳴り響いた。

「あ、もう来ちゃった……っ！　えぇと、バッグ、バッグ」

　何時間も前から準備をしていたのに、バッグを選ぶのを忘れていた。

　門の前でいつまでも待ってもらうわけにはいかない。

　彩美はクローゼットの手前にあったお気に入りのバッグを掴むと、財布やスマートフォン、ハンカチなどを入れていく。

　ばたばたと慌ただしく階段を下りると、玄関先に父と晄介の姿があった。彩美が遅かったため、玄関に上がってもらっていたのかもしれない。

「ごめんなさいっ！　遅くなって」

　階段を下りてきた彩美を見た晄介の視線がわずかに和らいだ。だが父と話し途中だったのか、彼の視線はすぐに逸らされてしまう。

　なんだか父を優先されているようで少しだけ寂しい。いや、彩美にとって父は大事な人だ。彩美の家族を優先してくれるのはとても嬉しいのだが。

（相手をしてもらえないで拗ねるなんて……子どもみたい）

　晄介の手には、なにかのパンフレットのようなものがあった。

　彩美が玄関に来ても父は気にする素振りすら見せずに、真剣な面持ちで晄介と話し込んでいる。

（なにあれ……？　式場の、パンフレット？）

　一生に一度のウェディング、と書かれた表紙は紛れもなく式場のパンフレットだろう。

　父の手にも、同じ物がある。

「わざわざ持ってきてもらって悪かったね。考えたんだが、式は来年くらいでどうだ？　招待客は津々井ホテルの関係者と合わせると五百人じゃ済まない。一年後なら予約も可能だろう？」

「そうですね。会場は絞られますが、そのあたりは新開社長にお任せしますよ」

「わかった」

　話は終わったらしく、父の視線がようやく彩美を捉えた。

「今日も暑いから、あまり歩き回るんじゃないぞ」

「うん、わかってる。行ってきます」

　彩美が動揺を押し隠しながら返すと、父は満足したのか晄介に顔を向ける。

「では、彩美さんをお借りします」

「泊まりはだめだぞ」

　念を押すように父が言った。

　晄介は頷いて、彩美を促した。

「わかっています。では」

　助手席のドアを開けられて車に乗り込んでからも、彩美の脳裏には先ほどの二人の会話が浮かんでくる。

（式場のパンフレットって……どうして、勝手に話を進めてるの？　きっと、お父さんが晄介さんに頼んだんだろうけど。お任せしますなんて）

　彩美はまだ、彼に対して恋愛感情を抱けているかどうかもわからないのに。

　晄介は気が長い方ではないと自分で言っていた。もしかしたら、彩美の気持ちが彼に向くのを待つのが嫌になったのだろうか。だから、勝手に結婚の準備を進めているのか。

　でも、これでは、彩美の気持ちは置いてけぼりだ。

　父の性格はわかっている。

　見合いを進める話から、父が式場を探し始めるだろうと予想はできた。

　だが晄介は、きっと彩美の気持ちを優先してくれるだろうと思っていたのだ。

　もう少し時間をかけたいと晄介の口から言えば、父だって強引に進めようとはしなかったはずなのに。

　勝手に期待していただけなのだろうか。彼なら、彩美の気持ちを慮って待っていてくれるはずだと。少し距離が近づいて、彼のすべてを知ったような気になってしまったのかもしれない。

「彩美？　ずっと黙ったままだけど、具合でも悪いのか？」

　運転席から晄介が聞いてくるが、彩美は彼を見ずに窓の外に目を向けたまま答えた。

「具合は……悪くないです」

「じゃあ、機嫌が悪いのかな？」

　言い当てられて、よけいに苛立つ。

　彩美の機嫌が悪いのは晄介のせいではないか。

「さっきの玄関での会話……なんですか？　式場って言ってましたけど」

「あぁ、俺たちの結婚披露宴会場の話だ」

　さも当然とばかりに晄介が口にした。

「私、まだ結婚すると決めたわけじゃないです」

「わかってるよ」

「なら、どうして父を止めてくれなかったんですか？　それに、私なにも聞いてません！　日取りとか場所とか勝手に決めて、そのうちドレスもなにもかもを全部父が決めちゃいますよっ？」

　このままでは、気づいたら結婚式当日になっているということもあり得る。

　すべてお膳立てされた状態で、彩美は言われるがままにこの人の隣に立てばいいとでも言うのか。

「安心して。式場を決めた後に俺たちの関係が変わっても、君に悪いようにはしない」

　暗に婚約を破棄したとしても、と言われているのはわかった。

「でも……っ」

「彩美に言わなかったのは、見合いの時点ですでに候補は決まっていたからだよ」

「え……見合いの時点って……」

「君のお父さんに任せるとは言ったが、津々井系列のホテルで五百人規模の披露宴会場があるのは、うちのホテルフクシアクラシックだけだ。新開社長は君が結婚を嫌がっていることを知らない。この話を進めるとこちらが言った以上、俺が予約を渋るわけにはいかないだろう？　外堀を埋められていっているようで嫌だったのかもしれないが」

　彩美はぐっと押し黙る。

　聞けば、人気の披露宴会場は一年以上前から予約が埋まっているという。表面上、自分たちの関係は婚約者になったのだから、彼の言うことはわかった。

　それなら仕方がないかと思うのに、どうしてかまだ納得はできない。

　たとえ、見合いの時から決まっていたとしても、彩美には教えてほしかった。彼の口から聞きたかった。何度だって話をするタイミングはあったはずなのに。

「違います……そういうんじゃ、ないんですけど……」

　いったい、彩美はなにに対して怒っているのだろう。

　父が勝手に式場を予約するという話を聞いて慌てたのはたしかだ。式場を決められてしまったら、結婚から逃れられないと思った。

　けれど、それだけではなくて──。

（私たちの結婚式なのに……って思ったんだ）

　自分と晄介の二人ではなく、父と晄介が相談して決めていた。それが嫌だった。どうして彩美をのけ者にするのかといじけてしまったのだ。

　父が彩美に相談せずに物事を決めるのなんて今に始まったことではないのに。

「じゃあどうして怒ってる？　君は結婚に迷いがあるんだ。俺を好きになれるかどうかも、自分ではまだわからないんだろう？　破談にできるなら、とりあえず式場がどこだって構わないはずだ。それとも……二人の結婚式だから、俺と一緒に決めたかった？」

　かぁっと頬に熱が集まってきて、彩美は思わず下を向いた。

　だが運転席からちらりとこちらを見ていた晄介には隠しようがない。晄介の言葉が図星であると、ばれてしまった。

「あまり可愛い顔をされると、困る」

　いたたまれなさに、恐る恐る彩美は顔を上げた。

「そんなこと言うの、あなただけです」

「当たり前だ。ほかの男に見せられたら、もっと困るよ」

　晄介の目がほのかに劣情を孕む。

　すると晄介は、器用にハンドルを操作しながらも、彩美の頬を撫でてくる。その指の動きがやたらと官能的で、言葉にせずとも触りたいと言われているみたいだった。

「……っ」

　晄介に触れられると、やはり彩美はおかしくなってしまう。もっと触ってほしくて我慢ができなくなる。

「あ、あの……まさかランチデートだったのって……泊まりがだめだからですか？」

　今日の迎えはやたらと早い時間だった。

　まさか、と思いながら聞いたのだが、目が合った晄介の視線が熱を帯びていて、とても冗談にはできそうになかった。

　彼の熱に絡み取られて、彩美まで呑み込まれそうになる。

　どこかに出かけるから、早く迎えに来てくれたのだとばかり思っていたが。

「今日の行き先は俺の部屋だ。大きなクマッピーのぬいぐるみが見たいと言っていたからな。それに、この間みたいに時間切れにはならないだろう？　もちろん、君が嫌だって言うなら、無理強いはしない」

　やたらと車内に漂う空気が甘い気がする。触れられることを期待しているわけではないのに、彼から独占欲を向けられて胸が満たされる。

「もう少しオブラートに包んで言ってくれませんか？」

「君を抱きたい」

「直接的過ぎます！」

　彩美は真っ赤な顔で叫んだ。

　すると晄介は彩美の反応を予想していたのか、安堵したように柔らかい笑みを浮かべる。

「よかった。機嫌が直ったな」

　彼の手が離れていくことに、寂しさを覚えるなんて。拗ねたフリをして、彩美は晄介の指が触れた頬をそっと撫でる。

　彼と結婚するかはまだわからない。だが、もし彼と結婚するのであれば、式場だってドレスだって花だって、晄介と相談して決めたい。

「まだ直ってないです」

　機嫌なんて本当はとっくに直っている。ただ、もっと触れていてほしかった、と知られるのが恥ずかしかっただけだ。

「そうか？」

　するともう一度手が伸ばされて、今度は髪を撫でられた。ぐしゃぐしゃに髪を乱されているのに、心が浮き立つのを抑えられない。

　少しだけ抑揚をつけた話し方で、彼の機嫌が悪くないとわかる。機嫌を取らされているのに、おかしな人だ。

　はにかんだ笑みを浮かべた自分が、サイドミラーに映る。

　もっと近くにいたい。

　彼の考えを知りたい。

　いつだって自分を見てほしい。

　もしもこれが恋だと言うのなら、恋愛とはずいぶんと身勝手ではないか。

　ほんの三十秒ほどの触れあいではあったが、手が離れてからも、彩美の胸の鼓動はうるさいくらいに早鐘を打っていた。

　

　

　三十分ほどで車はマンションへと着いた。

　晄介が住んでいる高層マンションは、自宅の最寄り駅から二駅先で本当に近い。もしかしたらどこかですれ違っていた可能性だってある。

（そういえば……クマッピーのテラリウム買ったお店、この辺だったかも）

　すれ違っていたどころか、見合い前に会っていたではないか。しかも晄介が自分に興味を持ってくれたきっかけでもある。

　あの偶然がなかったら、たとえ見合いをしたとしても晄介とこうはならなかっただろう。なんとなく、自分たちの出会いに感謝したくなった。

　テラリウムを買いにいってよかった。

　見合いの相手が晄介でよかった。

　あんなにも嫌だった見合いなのに、今はたしかにあの時とは違う感情が生まれている。

　高層階へ向かうエレベーターの階数表示を見ながら、彩美はぼんやりと初めて会った日のことを思い浮かべていた。だが、彼の顔はおぼろげで、表情すら思い出せない。

「どうした？」

　晄介が心配そうに聞いてきた。

「初めて会った日のこと、私はあまり覚えてなくて……もったいないなって考えてただけです」

「あぁ、あの日か。君は、二種類のテラリウムを交互に手に取って、どっちにしようか真剣な顔で悩んでた。そんな時に話しかけてしまったから覚えてなくて当然だ」

「そうでしたか？　うわ、恥ずかしい……っ」

　相手にだけ知られているというのは、照れくさくてならない。

　その時、自分がどんな格好をしていたかも覚えていないのに。

（聞いたら思いだすかもしれないけど、やめとこ……）

　晄介のことだ。すらすらと彩美が着ていた服を答えて「可愛かったよ」くらいは平気でいいそうである。

　ただでさえ、抱きたいとか可愛いとか触りたいなどの言葉の羅列に浮き足立ってしまっているというのに。

（なんかもう……晄介さん、甘くてどうしよう……）

　面映ゆくて、くすぐったくて、時折わぁっと叫びたくなる。

　晄介の部屋に入ると、玄関先の壁にはクマッピーのアートボードが飾られていて、彩美が買ったのと同じテラリウムが置いてあった。

「あ、これ」

「写真を送っただろう？　これを見るたびに、もう会えるはずもないのに君を思い出してたよ」

「そんなこと言われたら、部屋に飾ってるテラリウムを見て、晄介さんを思い浮かべちゃうじゃないですか」

「いいな、それ」

　よくないです、と彩美が言うと、晄介が声を立てて笑った。

　室内はごく一般的な３ＬＤＫで、玄関から廊下を通った先は三十畳ほどのリビング。一面の窓からの景色は二人で行ったホテルからの眺めのようだ。

　彩美はマンション住まいを経験したことがないので、ついつい高いところからの景色に見入ってしまう。無駄な物は置かれておらず、家具は全体的に黒で統一されたシックなデザインだ。けれど、リビングに通される前に少しだけ見せてもらったクマッピー部屋は可愛いの一言で、人に見せる部分は自分のイメージに合ったデザインにしているような印象を抱いた。

「彩美に見せたいものがあったんだ。テーブルに置いてある、ほら」

　ソファー前のテーブルの上には、ウェディングドレスのカタログが何冊か置いてあった。

　彩美はソファーに腰かけて、戸惑いながら晄介を仰ぎ見る。

　どうせ、父が決めるに決まっているのに、どうしてカタログをわざわざ彩美に見せるのだろう。

　訝しむ彩美の表情で察したのか、晄介はカタログを手に取り、中を開いてテーブルに置く。

「これは、うちで取り扱っているドレスと着物ブランドのカタログだ。式は二人のものだからあとは頼むと、君のお父さんから言われたよ。ドレスにしても一人じゃ決められないだろうから、相談に乗ってやってほしいとね。安心した？」

（まさか、お父さんが──？）

　式場を勝手に決めたぐらいだから、いつものようになにもかもを取り仕切りたいのだと思っていた。

「まだ……結婚するとは決めてません」

　彩美は唇を尖らせて言った。

　それでも本当は父の言葉が嬉しかった。

　彩美は父のためを思って強く言えないでいたが、もしかしたら父も彩美のことを誤解しているのかもしれない。

　なにもできない小さな子どものように見えているのだろうか。

（お父さんってばバカなんだから。晄介さんじゃなくて、私に直接言えばいいのに）

　きっと彩美が喜ぶと思っていそいそと式場を探したのだろう。

　おそらくドレスだって口を出したいに違いないのに我慢しているのだ。

「じゃあ、もし俺と結婚するならどういうドレスがいい？　和装？　洋装？」

　晄介は彩美の隣に座り、膝の上でカタログを開く。

「晄介さんと結婚するなら……？」

　テーブルには、ドレスのカタログだけではなくアクセサリーや靴といった装飾品、ブーケのカタログまで揃えてあるようだ。

　ところどころに付箋が貼ってあるのは、彼が選んだものらしい。

「お姫様っぽいですね。晄介さんが選んだドレス」

　彩美はくすくすと笑い声を漏らす。

　ドレスにしても彼は可愛い系が好きなのだ。

　上半身は花柄のレースでややコケティッシュであるものの、トレーンが短めで、ティアードスカートがふわりと横に広がっている。

「君は甘い顔立ちをしているから、プリンセスラインのドレスが似合うと思ったんだよ」

「可愛いです。でも、こっちのマーメイドラインのドレスはだめですか？　私はシンプルでけっこう素敵だと思いますけど」

「ここまではっきりと身体のラインがわかると、変な気を起こす男がいるかもしれないだろう」

　拗ねていますと言わんばかりに顔を顰める晄介に愕然としてしまう。

　あまり表情は変わらないのに、ここ最近彩美は彼の表情を読めるようになってきた。

「もう……っ、普通、結婚式で新婦に変な気を起こす男性なんていませんよ」

「俺は、たった一回会っただけの君に変な気を起こしたぞ？」

「晄介さんが変わってるんです！」

　あんな一瞬の邂逅で彩美に一目惚れをするなんて。

　おそらく一度目があっただけに過ぎないのに。

　あまりの面映ゆさに頬が熱くなる。照れもせずに淡々とした口調なのに、彼の口から出るのはすべて彩美へと恋情だ。

　それが嬉しくも恥ずかしくもあり、いたたまれない。

「変わってないよ。君は誰が見ても可愛い。そんな風に恥ずかしがる顔を見せられたら、すぐに襲いたくなる男がここにいる」

　晄介の顔が近づいてくる。キスされるのだなとわかって、彩美も待ち侘びたかのように身体を寄せて目を瞑った。

　期待なんてしていないと思いながらも、彼に触れられるたびに彩美は胸を高鳴らせていた。情欲を向けられて、喜んでさえいた。

「襲って……いいですよ」

　彩美は手にしていたパンフレットをテーブルに戻して、晄介の肩に手を置いた。

　唇が塞がれて、貪るように口腔へ舌が入り込んでくる。

「ん、はっ……ん、ん、むぅ……っ」

　隙間なく唇が重なり、息継ぎさえできない。

　苦しくて顔を背けようとしても、追いかけて塞がれる。彩美を気遣ってくれていた前回とは明らかに違う。キスだけで食べられてしまいそうだ。

「はぁ……ん、く、るしっ」

「キスの仕方、忘れた？」

　鼻と鼻がくっつけられる。ここで息をしなさいと言われているみたいだ。

　わかっていても、舌を絡められてぬるぬると口腔内を舐められると、苦しくて身体を震わせてしまうのだ。

「覚えてます……けどっ……ふっ、う」

　ふたたび唇を奪われて、先ほどよりも幾分か優しく舌が動かされる。

　息継ぎのタイミングを合わせてくれているのか、苦しさはなくなった。

「はぁ……ふ、ぅ……んんっ」

　熱を持った舌が口腔内を蹂躙する。頭が重くなって、まだ触れられてもいない身体の中心からじんっと抑えようのない疼きが湧き上がってくる。

「舌を出して」

　彩美がおずおずと舌を出すと、彼の熱い口腔内に呑み込まれてしゃぶられる。互いの唾液が混ざって、溶け合う。

「んん、はっ……」

　じゅっと強く舌先を吸われて、溢れる唾液ごと啜られる。食らい尽くされそうな激しい口づけに全身が戦慄き、身体が勝手に後ろに逃げようとしてしまう。

　すると彼は彩美の髪に手を差し入れて、後頭部を押さえてきた。

「ん……はぁ、はっ、あ」

　唇の隙間から甘い吐息が漏れて、眼前に迫る晄介の端整な顔立ちをうっとりと見つめる。晄介もまた、情欲を孕んだ目を湛えて彩美を真っ直ぐに見つめてくる。その目は凄艶なほどに潤んでいて、もうキスだけでは足りないのだと、彩美の全部がほしいのだと訴えかけてくる。

　後頭部を這い回る手つきがいやらしく、やたらと彩美の官能を刺激する。頭を撫でられているだけなのに、指先で耳の後ろをくすぐられると腰がびくびくと跳ね上がる。

「キスだけでこんなに感じた顔をして。君は、俺を煽るのが本当に上手いな」

「そんな、こと……っ」

　自分では感じた顔がどんなものかわからない。だが、彩美を見つめる彼の顔を見ていると、きっと彩美も同じような顔をしているに違いないと思った。

「はぁっ、ん、ん……も、っ」

　さらにキスが深くなり、唇が痛くなるほど口腔を貪られ舐め尽くされると、四肢に力が入らなくなっていく。

　舌先を触れあわせたり、舌の周りを舐められたりしていくうちに、全身が甘く昂り、秘裂がとろりと濡れてくる。腰を捩らせるたびに、ショーツが濡れて肌に貼りつき、我慢できずに両足を擦りあわせてしまう。

　唇が重なったまま腰を引き寄せられる。スカートが捲り上げられて、ソファーの上に押し倒された。

「あ……っ」

　いいと言ったのは自分だ。だが、開放感のあるリビングで抱きあうのは、誰に見られているわけでもないのに寝室よりもずっと恥ずかしい。

「我慢できなくなった？」

「ちが……っ」

　必死に足を閉じようとするが、もちろん許してはもらえない。あっさりとショーツの中に入り込んできた手で秘裂を弄られると、四肢から力が抜けていく。

「あぁっ、は、あぁ、あっ」

「もう溢れるくらい濡れてる」

　ほら、と言わんばかりに蜜口の浅い部分をかき混ぜられ、くちゅっと音を立てられる。

　まだキスしかしていないのに。

　自分の身体が感じやすくなっているのをまざまざと見せつけられて、恥ずかしくて堪らなくなる。

「や……っ、わかってるから。言わないで」

「男は好きな女の子が可愛く反応してくれるのが嬉しいんだよ。べつに、いじめてるわけじゃない」

　宥めるように唇を啄まれる。

　シャツとスカートを脱がされ、以前と同じように、しわを伸ばしソファーの背もたれにかけておいてくれた。

（ほんと、こういうところマメだよね）

　おそらく父からのよけいな憶測を生まないためにだ。ホテルでも彼は同じようにしてくれていた。

「今日は……晄介さんも脱いでください」

　彩美の言葉に頷いて、彼がシャツを脱ぎ逞しい身体を晒す。

　抱きついた時の胸元の硬さや彩美を支える腕の強さで、彼が鍛えているのはわかっていたけれど、想像よりもずっと無駄な肉のないバランスの取れた体躯をしている。

「脱いでも綺麗なんて……ずるいですね」

　うっとりと見蕩れてしまう。

　顔も身体も綺麗だなんて、この人に欠点はないのだろうか。どうしよう、彼に対して苦手だと思うところが一つもない。

「逞しい人、好きです」

　彩美が腕を伸ばして抱きつくと、晄介は一瞬息を呑む。

　ぐっと身体が離されて食らいつくように口づけられた。

「ふっ、ん、はぁ……んっ」

「こら、君が好きだなんて言うから、俺も我慢できなくなっただろう」

　晄介が身体を起こし、ショーツを脱がしてくる。性急な手つきで太ももを撫でられ、そのまま足の間に顔が近づいてくる。

　そして唇から覗く赤い舌先で、はしたなく蜜を溢れさせる秘裂を舐め上げられた。

「ひ、あぁあぁっ！」

　指で擦られるよりもずっと強烈な快感が腰から湧き上がり、脳天まで突き抜ける。びくびくといやらしく腰が浮き上がって、悲鳴じみた声が止まらなくなる。

「だめっ……あぁ、や……舐めちゃ、やだぁっ」

「指よりも早く、気持ち良くなれるよ」

　そう言って彼はぬるぬると舌を上下に動かしてきた。

「あぁぁっ」

　熱くぬめった舌がつぅっと割れ目をなぞり後孔まで辿り着く。

　そしてまた赤く尖る淫芽まで戻る。何度もそれを繰り返されているうちに、だらしなく足が開き、彼の口に押しつけるようにして腰を揺らしてしまう。

「はぁんっ、あ、はぁ……く、ぅ……っ」

　頭を左右に振りながら、意味もなく掴んだ彼の髪をくしゃくしゃに乱す。

　しゃぶりつくようにして蜜口から溢れた愛液を啜られて、ぬるぬると陰唇を舐め回される。全身が蕩けてしまいそうなほどの心地良さが次から次へと生まれてきて、彩美はただただ嬌声を漏らすしかない。

「君の身体は、全部美味しいな」

「美味しくなんて……っ」

　顔を上げた晄介の唇が愛液にまみれて濡れ光っている。

　それを拭うこともせずにまた顔を埋め、淫らにひくつく秘所を舐られると、気持ち良過ぎて視界が涙で滲んでくる。

「あぁぁっ、あぁあぁぁっ！」

　くちゅくちゅと音を立てながら、熱い舌で蜜口をかき回される。指よりもずっと深くて重い快感があっという間に彩美を追い詰めていく。

「ひぁっ、は、あぁあぁっ」

　彩美は背中を波打たせて甲高い嬌声を上げた。こんな風に責められ続けたら、気持ち良過ぎておかしくなってしまう。

　脳裏が真っ白に染まり、彼の舌の動きしか感じ取ることができない。そして晄介の舌はさらに敏感な花芽をぬるぬると擦り上げてくる。

「あっ、あぁ、やっ……そこだめぇっ！」

　気が触れてしまいそうなほど凄絶な快感に肌が総毛立つ。開いた膝ががくがくと震えて、はしたなく跳ねる腰が止められない。

「もっ……う、舐めないで、や、お願い……っ」

　晄介の髪を掴んだ手にぐっと力を入れるが、包皮を捲るように淫芽を扱かれるとたちまち力が抜けてしまう。

　だめだめと意味もない言葉を紡ぎながら、彩美は髪を振り乱し身悶える。とろとろと溢れた愛蜜が、臀部を湿らせソファーを濡らしていく。

「は、う……っ、あ、も……本当に……だ、めっ」

　硬く尖った芽をちろちろと舐め回されて、ずんっと腰が重くなる。

　腰をくねらせ逃れようとしても、ソファーの上ではどこにも行き場などない。それに晄介ががっしりと太ももを掴んでいて、とても身動きできない。

　この狂おしいほどの快感は、彩美が達するまでは終わらないのだ。

「あぁ、あ……ん、あ……あぁあっ」

　下腹部がきゅんと痛いほどに疼き、中からはしたないほどの蜜が溢れだしてくる。

　とろりと陰唇を伝った愛液をねっとりと啜り取られて、淫芽に擦りつけるようにして舌を動かされる。

　自分の中がひくついて、彼を欲しがっているのがわかる。経験もないのに、本能でそう感じるのだ。

　奥が痛いくらいに蠢いて収縮するたびに、中を擦られる快感を想像して背中が淫らに波打つ。

　彩美の限界を悟ったのか、晄介は震える淫芽をちゅうっと強く唇で啜り上げてくる。声すらも上げられず彩美が背中を仰け反らせると、ひくつく蜜襞に指を突き挿れてきた。

「…………っ！」

　あっさりと限界に達して、彩美は息を詰まらせる。

　びくんびくんと腰が跳ねて背中が波打つ。

「は……ぁ、はっ……はぁっ」

　狂おしいほどの快感が過ぎ去り、全身に達した後の気怠さがやってきた。

　だらりと投げだした身体は弛緩しきっていて、半開きの口からは唾液が流れ落ちる。はしたないという感覚はすでにない。

　すると突如中に入った指をゆるゆると動かされて、苦しいほどの強烈な刺激に彩美は涙に濡れた声で髪を振り乱す。

「やぁ……あぁ、だめ、今……っ、動かしちゃ」

「でも、俺も限界なんだ」

　だから許してくれと、頬や額に口づけられる。

　ぐちゅぐちゅと泡立った愛液を弾かせながら、達した直後の身体を容赦なく指で責められて気を失いそうになるほど感じてしまう。

「あぁっ、はぁんっ……ま、た……達っちゃう、んんっ」

「二本目、挿れるよ」

　ぐっと長い指が押し込まれる。

　強い圧迫感に息が止まりそうになるが、やってきたのは痛みではなくあの日に覚えた快感だった。

　指の腹で柔襞を優しく撫でられると、全身が火照って汗が噴きだすほどに重い喜悦に襲われる。

「ん、あぁっ、あ、あぁあっ……気持ち、いっ、ん」

　二本の長い指でずぼずぼと抜き差しされて、媚肉が悦んでいるかのように収縮する。

　羞恥で全身が沸騰したかのように熱い。

　けれど気持ち良くて堪らなくなって、自分でもなにを口走っているのかわからなくなっていく。

「あ、そこ……っ、いい、好き……ん、あぁっ」

「これがいいのか？」

　興奮し掠れた晄介の声にすら感じてしまう。

　彩美は訳もわからずに首を縦に振り、甘く喘ぐ。

　すると晄介は、彩美の感じやすい部分ばかりを責め立ててくる。媚肉が痙攣し、何度も狂おしいほどの絶頂に達する。

「ひ、あぁあぁっ！」

　意識が朦朧として、なにも考えられない。

　気持ち良くてどうにかなりそうだ。

　びくんびくんと腰が跳ねて、後から後から愛液が噴きだしてくる。ふっと意識が遠くなるのに、そのたびに眠るのは許さないとばかりに彼は唇で挟んだ小さな芽をこりこりと食んでくる。

「ひぁっ、だめぇっ……も、達っちゃったから……もうしないでぇっ、あぁぁっ……」

　同時に二カ所を責められて、彩美は逼迫した声を上げながら身体を仰け反らせた。

　大量の愛液が噴きだして、それを舌で舐め取られる。甘やかな刺激にさえ、敏感な身体は顕著な反応を示す。

「はぁ……」

　すっと突然手が離れていって、ようやく全身が弛緩する。

　朦朧とした意識の中に衣擦れの音が聞こえる。彩美がぼんやりと目を開けると、身体が横抱きに持ち上げられていた。

「な、に……？」

「ベッドに行くよ」

　ゆらゆらと身体が揺れて、どこかのドアが開けられる。

　気づくと、二人で寝ても十分に広いベッドに下ろされていた。スプリングに身体が沈む心地良さに、彩美は目をうっとりと細める。

　冷えたシーツが汗ばみ火照った身体を冷ましてくれる。

　彩美がぼうっと宙を見つめていると、ベッドに上がってきた晄介が避妊具のパッケージを破っていた。

　そしてズボンの前を寛げると、いきり勃った肉棒に被せていく。

　その光景をありありと目にしてしまい、夢うつつだった脳内が一気に現実に戻される。

　なにをどうするのかわかってはいても、実際に目にする男性の象徴は凶器と言えるほど大きくて尻込みしてしまう。

「それ……挿れるんです、よね？」

「あぁ」

　足を抱えられ、晄介が覆い被さってくる。

　濡れた蜜口に興奮し硬くなった屹立をぐっと押し当てられると、彩美の身体が緊張で強張った。震える手で晄介の腕を掴む。

「ちょっと……待っ」

「待てないよ、もう。痛くないように、ゆっくりするから……身体から力を抜いて」

　押し当てられた先端が、ずぶっと中へと沈む。

　言われた通りに力を抜こうとするが、迫ってくる痛みへの恐怖心で身体は硬くなる。ゆっくりとだが、太い切っ先が隘路を拡げながら中へと押し入ってくる。

「あ、あっ、ひぁっ……」

　指とは比べものにならないほどの存在感。

　内側からめりめりと拡げられている感覚に肌が戦慄き、掴んだ腕をぎゅっと握ってしまう。

「ゆっくりの方が、辛いか？」

　眉根を寄せた彩美の反応を確認しながら腰を進めていた晄介が、突然腰を掴み一気に滾った欲望をずんっと突き挿れてきた。

「ひぁぁっ、あぁっ！」

　彩美は悲鳴じみた声を上げながら、喉を仰け反らせる。

　苦しいほどの圧迫感に足先が突っ張り、少しでも身体を動かしたら壊れてしまいそうだ。

　いくら隘路が濡れていようとも、彼の逞しいまでの大きさの肉棒を受け入れるのは簡単ではなかった。

　もうそれ以上奥はないと思っていたのに、一度動きを止めていた怒張がさらに奥へと突き進んでくる。

「い、やぁっ……今、動いちゃ……う……んっ、く、るし」

　目尻に堪った涙がぽろぽろとこぼれ落ちる。

　晄介は宥めるように彩美の髪を梳きながら、ブラジャーのホックを外してくる。そして胸の尖りを爪弾いた。

「はっ、あ……」

　指の腹で乳首を転がされて、さらに手のひらで上下に揺さぶられる。

　胸の先端からじんと痺れるような快感が湧き上がってきて、彩美は強張っていた身体から力を抜きシーツに沈ませる。

　すると、ゆっくりと押し込まれていた屹立がずるずると引き抜かれて、同じくらいゆっくりと押し込まれる。

　二度目の抜き差しは隘路を強引に拡げられる圧迫感はなく、むしろ指で中を弄られていた時のような心地良さがあった。

「ん、はぁ、はっ、あ」

　乳房を両手で揉みしだかれ、乳首を抓まれ軽く引っ張り上げられる。徐々に形を変えた乳首は鮮やかに色づき勃ち上がった。

　胸元を弄られるたびに新たな愛液が溢れて、晄介の腰の動きがスムーズになっていく。

「痛く、ないか？」

　狂おしげな声で晄介が聞いた。

　覆い被さってくる身体からはぽたぽたと汗が滴り落ちてくる。

　全力疾走した後のような息遣いでなお、晄介は彩美を気遣う。彼のこういうところが好ましいと思う。

「今は……平気、です」

　彩美は小さく頷くと、汗に濡れた晄介の背中に腕を回した。

　張り詰めた肉塊が身体の奥でどくどくと脈打つ。彼と繋がっている、ただそれだけのことがこれほどまでに心を満たしてくれるとは思ってもみなかった。

　幸せで、ずっと繋がっていたい。こんな感情になるのはどうしてだろう。

「……っ、ん」

　ずるりと抜けた陰茎がふたたび突き挿れられる。

「すごく、いいよ。気持ちいい」

　劣情を孕んだ瞳が彩美を貫く。

　興奮し掠れた声が耳に響いて、繋がった部分がきゅんとはしたなく疼いた。

「中、締めつけると、すぐに出そうだから」

「わざとじゃ……」

「わかってるよ」

　苦笑しつつ、晄介は腰を動かしてくる。

　胸への愛撫で溢れた愛液をぐちゃぐちゃと泡立たせながら、硬く張った亀頭を最奥へ押し込まれると、蜜襞が震えて美味しそうに彼のものをしゃぶろうとする。

「あっ、あぁんっ……」

　うねる隘路を張りだした亀頭で擦られ、下腹部からぞくぞくとした快感が湧き上がってくる。次第にゆっくりだった腰の動きが速まり、ぬちゅ、くちゅっと泡立つ愛液を攪拌するように穿たれる。

「はぁ、あぁあっ、あ、んっ……はぁ」

　全身が燃え立つように熱い。

　荒々しい息遣いが耳元で聞こえて、時折呻くような声がする。晄介も感じてくれているのが嬉しくて、ますます気持ちが昂っていく。

「こ……っすけさんも、気持ちい……？」

　涙に濡れた目で見上げると、熱に浮かされた瞳に射貫かれる。

「あぁ……っ、気持ちいい」

　手を伸ばして頬に触れる。

　どちらからともなく唇が重なり、舌先を絡めとられる。食らいつくような口づけが堪らなく心地良く、彩美は教えられた通りに自分からも積極的に舌を動かしていた。

「はぁ、はっ……ふぅ、んっ」

　口蓋を舐められ、喉奥まで届きそうなほど口腔を舐め回される。彩美も同じように返すと、飲み込みきれなかった唾液が顎を伝い流れ落ちた。

　とんとんと規則正しく腰を動かされて、媚肉を先端で擦られる。決して激しい動きではないのに、弱い部分をなぞるような動きで穿たれると、感じ入った声が止まらなくなる。

「そこ、擦るの……好きぃ……っ、あぁっ」

　自分の荒い呼吸にすら感じてしまいそうだ。

　身体を揺らされて最奥を突かれる。

　無意識に蠢く媚肉が収縮し欲望を締めつけると、荒々しく息を吐きだした晄介がより激しく抽送を繰り返す。

「あぁあぁぁっ……そこ、ん、あぁ……はぁっ」

　ぐちゅん、ぐちゅんと引っ切りなしに愛液が弾ける淫音が響く。

　互いの恥毛が擦りあわさり、その感触にすら感じてしまう。身体の奥深くで脈打つ肉塊がさらに大きく膨れ上がる。

　隙間ないほどにみっちりと埋め尽くされた怒張が、抜き差しのたびに卑猥な音を立てた。

「はぁんっ、深いとこ……好き、好き……いいっ」

「あぁ……俺も、いい……っ」

　彩美が甘い声を上げると、彼の余裕がなくなっていくのが嬉しい。

　がつがつと腰を叩きつけるように穿たれて、全身が蕩けてしまいそうなほど気持ちいい。もう本能のままに身を任せるしかすべはなく、彩美は恍惚と目を細めた。

　ずっとこのままでいたいような、早く達してしまいたいような。彼とのセックスは魅力的で常習性がある。

「も……っ、ん、達く、達っちゃう……あぁあぁあっ！」

　切羽詰まった声を上げながら、彩美は腰をびくびくと波打たせる。

　何度となく達した身体は限界を迎えるのも早かった。目の前がちかちかして、頭の中が真っ白になる。

　絶頂の中にいる彩美をさらに追い詰めるかのごとく、容赦のない突き上げが続く。

「あぁあっ、だめ……っ、待って……ん、あぁぁっ」

　びくんびくんと腰が浮き上がり、全身が細かく痙攣する。

　結合部からは大量の愛液が噴きだしてシーツを汚す。

「はぁ……っ、達ってると、中がきゅうきゅう締めつけてきて……最高にいい」

「ひぁぁっ、あ、あぁぁっあ、だめぇっ」

　興奮しきった声で囁かれて、狂おしいほどの波がふたたびやってくる。

　滾った肉塊で彩美の弱い部分をぐりぐりと容赦なく刮げながら、揺れる乳房を掴み揉みしだかれる。

　ぐっぐっと子宮口に届きそうなほど陰茎を奥まで捻じ込まれて、彩美は髪を振り乱しながら腰をくねらせ身悶えるしかない。

「あ、はぁ、はっ……ふ、あぁ、そこ、ばっか……やぁっ」

　肌が粟立ち、全身が震える。ずっと絶頂の中にいるような感覚に苛まれて、みだりがましい声が止められない。

「もう……っ、俺も達くよ」

　余裕のない低く切羽詰まった声がさらに彩美の腰を重くする。がつがつと腰を叩きつけられたかと思えば、角度を変えてより深い部分を穿たれる。

「はぁ、はっ、あぁあっ、あ、あぁ──っ」

　全身を揺さぶられて、逼迫したよがり声を漏らす。

　何度も達しているせいで、身体の感覚がおかしい。

　どこに触れられても気持ち良くて、彼の息遣いにすら感じてしまう。頭の中が晄介でいっぱいになる。

「あぁっ、も、もうっ……お願いっ、達くの……あぁっ、達ってる、からっ」

　濡れ襞がぎゅうっと収縮して、凄まじい絶頂の波に襲われる。

　びくんびくんと背中が波打ち四肢を震わせると、さらに激しく揺さぶられて彼のものが同時に弾けた。

「ひっ、あ、あぁぁ──！」

　全身から一気に汗が噴きでてくる。

　脳裏が真っ白に染まり、どろどろに蕩けてしまいそうだ。

「あ……はぁ、彩美……っ」

　晄介の興奮しきった声が聞こえる。彼は短く胴震いし、子宮口に注ぐように最奥に亀頭をめり込ませびゅくびゅくと白濁を吐きだした。

　吐精は長く続き、彼は緩やかに腰を穿ちながら最後の一滴まで出しきる。

「はぁ……はっ、はぁ……っ」

　肩で息をしながら全身を脱力させると、陰茎が収まったままの蜜口から、とろとろと愛液が流れ落ちた。

　避妊具越しではあるが、中に広がる熱が彼の精液だと思うとなぜか愛しさが胸を突く。

　抱かれている間、彩美の目には晄介しか映らなかった。父のことも、結婚のことも頭にはなく、彼のことだけを考えていた。

　今までにないほど気持ちが満たされて、泣きたくなるくらい幸せを感じる。晄介も同じように思ってくれているのなら嬉しい。

　たった一度身体を重ねただけでそんな風に思うのはおかしいだろうか。

「……っ、ん」

　晄介は腰を引き、ずるりと萎えた陰茎を引き抜いた。

　その感覚にすら感じてしまいそうになる。

「つらく、なかったか？」

　避妊具をゴミ箱に捨てた晄介は、ふたたびベッドに横になり彩美を抱きしめてくる。

　汗に濡れた額を手の甲で拭われて、晄介の唇が触れた。彼自身の呼吸もまだ荒い。

　晄介の気怠げな表情や、汗に光る身体が扇情的で目が離せなくなる。何度も達して満たされたのに、またすぐに抱きしめてほしくなってしまう。

「晄介さんに、触られるの……好きです。気持ちいい」

　彼の頬を両手で包む。するりと頬を撫でると、眩しいものでも見るような顔で晄介が凝視してくる。

「俺も、好きだ」

　唇が重なって、情欲を伴わない軽いキスが続く。触れては離れて、離れては触れる。まだこの余韻に浸ったままでいたい。

「はぁ……っ」

　幸福感に満たされて、言葉なく抱きしめあう。

　彩美がそっと窓の外に目を向けると、太陽はまだ高い位置にある。早い時間に来てよかった。このままゆっくりしていても、この間みたいに焦らなくていい。

　彩美は晄介の胸に顔を埋め、掠れた声で聞いた。

「晄介さん……自分の気持ちが恋愛かどうかなんて、どうやったらわかるんですか？」

　彼に抱かれて幸せだと思った。

　初めて肌を触れあわせた相手が晄介でよかった。それでも、彩美が抱くこの感情が恋愛なのかどうか、たしかめる術がない。

　晄介とキスをするのは好き。抱かれるのも好き。

（誰かと比べられたら……いいのかな）

　残念ながら彩美には父以外にごくプライベートな話題を出せる男性はいない。

　せめて男友達の一人でもいたなら、友情なのか恋愛なのかの区別くらいついたのではないだろうか。

（でも普通、友達とセックスはしないよね）

　ではこれは恋なのか。

　彩美はホテルで彼と触れあってからずっと、そんなことばかり考えていた。

「どうしてそんなことを聞くんだ？」

　彩美が真剣に聞いているのに、晄介はさして興味がなさそうに返してきた。

　言葉よりもまだ触れていたいのだと言いたげに、手で髪を梳きながら頬や鼻に唇を押し当てられる。

　バカにしているわけではないだろう。だが、彩美にとっては結婚するか否かの人生の一大事だ。晄介が自分より経験豊富なのは間違いないから聞いたのに。

　彩美はむっとしながら口を開く。

「どうしてって当たり前じゃないですか」

「当たり前？」

　すると、彼は髪を撫でている手をピタリと止めて、彩美の顔を覗き込んで聞いてきた。どうしてだなんて、当たり前ではないか。

「いや、だって、晄介さんとこんな風にＨしちゃって、やっぱり恋じゃなかったなんて……悲しいじゃないですか」

　彩美がしどろもどろになりながら言うと、晄介は嬉しそうに口元を緩める。

「悲しいのか。じゃあ、考えて。彩美が悲しいと思うのはどうしてか。自分の気持ちに名前をつけたくなったのは、どうしてか」

　悲しいと思うのはなぜか。

　それは晄介に好きだと言ってもらって嬉しかったから。

　名前をつけたくなったのはなぜか。

　それはもちろん、恋愛をしてみたかったからだ。

　父に決められた婚約者だけれど、好きになれたらいいと思った。

　彼が彩美に対して特別な感情を抱いていると知ってからは特に、その気持ちに応えられたらと思うからこそ悩んでいた。

　彩美がうーんとうなり声を上げていると、晄介が小さく笑った。

「どうして笑うんですか？」

　唇を尖らせ聞き返したが、拗ねているわけではない。

　彩美は、彼の顔が緩む瞬間をすごく素敵だと感じている。かっこいいのに可愛くて、何度だって見たいと思う。そんな風に見蕩れてしまう自分が恥ずかしくて、つい誤魔化してしまうくらいには。

「そうだな……俺が言うのはルール違反な気がするんだが。君は思っていたより鈍い」

　気持ちの整理がつかない今、彼以外に頼る人がいないのだ。自分の中にすとんと落ちる答えがあるのなら知りたい。

「わかってるなら教えてください」

「俺の目には、もうずっと君が俺に恋しているように映っている。自分の気持ちが恋愛感情ならいいと思ってるんだろ」

「そうなんでしょうか」

「俺を好きだから、そう思うんだよ」

　晄介のことは嫌いじゃない。むしろ好きだ。

　ではこれは恋愛感情なのか。

「好きにもいろいろ種類がありますよね。友達の好きとか」

「友達ね……女友達はいる？」

「はい」

「その子と、キスできるか？」

「無理に決まってるじゃないですか！　友達ですよ!?」

　友人とキスなんて絶対に無理だ。

　何人かの友人の顔がぱっと頭に思い浮かんだけれど、無理矢理打ち消す。

「俺とはできるだろう？」

「それは……男の人だからで……」

　あれ、と彩美は首を傾げる。

　自分でもおかしいと気がついていた。べつに晄介が男性だからキスができるわけではない。逆に友人が女性だからキスができないわけでもない。友人だからだ。

　つまりはそういうことなのだろう。

　彩美は、晄介が好きだからキスしたいし、抱かれたいと思う。

　彼が好きだから、早くこの気持ちに名前をつけたかった。恋愛だと確信したかったのか。安心して結婚という答えを出せるように。

「想像してみて。俺の隣でウェディングドレスを着て立っている自分を。どう思う？」

「……あなたの、隣で？」

　庭園で見た、白無垢を着た花嫁と、手を取り隣に寄り添う花婿。あの時の二人の姿が自分と晄介に重なった。

　誰かを好きになって、普通に恋をして結婚することができたらと願っていた。あぁ、そうか、彩美は今、結婚したいと思うくらい晄介が好きなのだ。父に強引に進められた見合いだったけれど、相手が晄介でなかったら、こんな気持ちにはならなかっただろう。

「きっと、幸せですね」

　もうずいぶん前から、結婚と晄介との付きあいをセットにして考えていた。

　晄介以外の人と結婚する未来があるかもしれないなんて、微塵も思わなかった。

　彩美の中ではとっくに、晄介と結婚する覚悟ができていたのだ。

（だって……晄介さんを友達だなんて一度も思ったことなかった）

　晄介と一緒に暮らしたら楽しいかもしれない。そんな風に未来を考えてしまえるのだから。

「そうか、幸せか……よかった」

　甘ったるい口づけが贈られて、ふたたび覆い被さってくる晄介の重みに笑みが浮かぶ。

　ふと気づくと、足に当たる晄介の欲望がすでに形を変えている。雄々しくそそり勃つ屹立に彩美の身体が火照っていく。

「なんで……」

　身体を引こうとすると、ぐっと腰を引き寄せられて滾った陰茎を太ももに擦りつけられた。

「もう一度、彩美に触りたい。だめか？」

　晄介はそう言って体勢を変えて、背後から太ももの間に焼きつくように熱くなった楔を差し挿れてきた。

「だめじゃ……ないですけど」

　会話をしていたはずなのに、どうして昂らせているのか。気づいたばかりの自分の気持ちと晄介の深い愛情に戸惑いはするものの、求められるのは決して嫌ではなくて。

「外側は乾いてしまったな」

　彼は残念そうな呟きを漏らし、腰をゆっくりと動かす。

　たしかに溢れていた愛液は乾いていて、あまり滑りはよくない。

　けれど、亀頭の張りだした部分で陰唇を撫でられているうちに、快楽を知った身体は簡単に昂り蜜を迸らせる。

「あぁ……ほら、もうぬるぬるしてきた」

　晄介が気持ちよさそうな声を出す。

　足の間で彼の太い楔がますます大きく膨れ上がる。

「あっ、んん……そこ、擦るから……っ」

　硬い先端でこりこりと花芽を擦られて、全身が燃え立つように火照ってくる。くちゅ、くちゅっと腰の動きに合わせて、淫らな音が下肢から響いた。

「はぁ……っ、は、ん」

　気づけば、溢れた愛液にまみれた陰茎は、摩擦なく足の間を行き来していた。

　耳の裏側を舐められて、さらに背後から回された手で乳房を揉みしだかれる。腰の動きは緩やかで、狙っているかのように硬くなった淫芽を擦るばかり。

　気持ちがいいのに、空っぽの隘路がひくつきもどかしさに襲われる。

「あ、ん、そこ……ばっか……しないで」

　腰をくねらせ身悶えるが、彼はいたずらに腰を動かしてきた。

　乳房を上下に揺らしながら指の先で乳首を捏ねられる。くにくにと押しつぶしたり、指先でぴんと弾かれたりしているうちに、覚えのある疼きが下腹部を重くする。

「今度はこっちでも感じてごらん。感度がいいから、達けるかもしれないよ」

「やっ、あぁっ……はぁん、あぁあっ」

　一度達して余裕があるのか、彩美の気持ちいい部分を探るような手つきで乳首を弄られる。抓んだ乳首を引っ張り上げながら、耳朶を舌でねっとりと舐られた。

　ぞくぞくとした甘い痺れが湧き上がってきて、愛液にまみれた蜜口が蕩けてしまいそうだ。

「そういえば、この間も思ったんだが、ここ……綺麗な色をしてるよな。自分で弄らないのか？」

　ぐりぐりと痛いくらいに乳首を擦り上げられる。

　それなのに晄介の指に触れられると心地良さばかりで、敏感な乳首が硬くなり鮮やかな色へと変わっていく。

「弄るわけな……っ、あ、あぁぁっ」

「ほら、触るとすぐに硬くなって薄紅色になる。可愛くてすごく興奮するんだ。本当に君はどこもかしこも美味しそうで困るね」

　情欲に煽られ興奮しきった声で囁かれ耳朶を舐め回されると、耳の中でくちゅ、ぬちゅっと淫靡な音が響いて隘路が蠢く。

　硬く勃ち上がった乳首を指で挟まれて引っ張られる。強弱をつけながら弄られるのが気持ち良くて、無意識に足の間に力を入れて腰を揺らしてしまう。

「はぁん、あぁぁっ」

　両方の乳首を指で上下に爪弾かれて、彩美は背筋を仰け反らし感に堪えない声を漏らした。

　彩美を昂らせるためにわざと卑猥な言葉を囁いているのだとわかっていても、快感に弱い身体はすぐさま反応を示す。

　恥ずかしいのに、次から次へと湧いてくる心地良さが止められない。

「もう、こっちも蕩けてぐずぐずだ」

　滾った先端で陰唇を擦られると、痛いほどに足の間が疼いて堪らない。

　この硬くて太い楔で中をごりごり突き上げてほしい。弱い部分を削るように動かしてほしい。彩美は喉を鳴らして、か細い声で喘ぐ。

「ひ、あっ、あぁ、はぁ」

　腰をくねらせると硬い先端が蜜口に当たり、ぬるんっと滑る。その感覚の気持ち良さに自ら腰を振ってしまう。

「はっ、あ、ふぅっ……」

「もう欲しくなった？　初めてだったのに、ずいぶん覚えがいい」

　焦らすように亀頭を蜜口に押し当てては離される。そのたびに期待で膣口がひくつき、彼を呑み込もうと大きく口を開く。

「ほら、ここに押し当てると……吸いついてくる」

「も……ッ、お願い、挿れて」

　彩美は荒い呼吸を繰り返しながら、縋りつくようにシーツを掴んだ。

「ゴム、してないから、まだだめだよ」

「やぁっ、ん、あ……いいから……もっ、我慢、できなっ」

　腰をくねらせ蕩けた秘所を自ら押し当てる。

「ひっ、あ、あぁぁ──っ！」

　先端で浅い部分を突かれただけで、彩美は背中を弓なりにしならせ達してしまった。

　そして次の瞬間、猛々しいまでに膨れ上がった怒張がずぶずぶと中へと入り込んでくる。

「あぁっ、達ってるからっ、だめ、動いちゃ……やぁっ」

　背後から叩きつけるように遠慮のない抽送を繰り返される。

　びくびくと腰が震えて、半開きになったままの口からは唾液が流れてシーツに吸い込まれた。

　みっちりと隙間ないほどに膨らんだ陰茎が隘路をごりごりと擦り上げてくる。達した身体が容赦なく追い詰められて、ふたたび絶頂の波がやってきた。

「達ってると、すごく……っ、中がうねって……気持ちいい」

　腰を揺らされるたびに、背中に密着した晄介の身体が汗で滑る。

　はっはっと短く荒い息遣いが絶え間なく聞こえて、その声に煽られるかのように彩美の身体も昂っていく。

　避妊をしていない、妊娠してしまうかもしれない、そんな考えが一瞬脳裏を過るものの、焦らされ続けた身体はとうに限界だった。

　彼ならいいかと思ったのは本当だが、実際のところただ快感に流されていただけなのか、それは自分でもよくわからない。

「こ、う……すけさんっ……それ……っん、私も、気持ちいい」

　じゅぶ、じゅぶっと愛液を弾かせながら、弱い部分を擦り上げられる。

　脳天が痺れてしまいそうなほど気持ち良くて、みだりがましい声が止まらない。

「ん……あっ、なに……っ？」

　腰をひょいと抱えられ、うつ伏せで臀部を突きだすような体勢にさせられる。

「もっと深いところに挿れてあげるよ」

　言葉と同時に一気に腰を穿たれ、最奥へと突き立てられる。

「あぁぁっ──ひっ、あ……やぁ、そんなの、おかしく、なるっ」

　臀部に恥毛が擦れるほど深く繋がって、身体の奥底で彼の怒張が脈動しているのを感じる。獣じみた格好で貫かれ、恥ずかしさで目眩がしそうだ。

　だが、最奥を軽くとんとんと突かれるだけで激烈な快感が押し寄せてきて、彩美はいやいやと首を左右に振りながらも甘く喘ぐ。

「彩美のここは悦んでるよ……はぁ……っ、搾り、取られそうだ」

　濡れ襞を刮げながら亀頭の括れまで引き抜かれて、愛液を泡立たせながら脈動する陰茎をふたたび押し込まれる。

「ひぁ、んんっ、あ、あぁっ、はぁ、もう……やぁっ」

　喘ぐ声が止まらずに口が開きっぱなしになってしまう。

　頭の中が真っ白になって、尻を振りたくりながら絶頂への階段を駆け上がっていく。意識が朦朧として、焼き切れそうだ。

　泣き声のような嬌声を漏らしながら、背筋を仰け反らせて腰を震わせていると、律動が速まり背中に晄介の汗が滴り落ちてくる。

「あぁっ、す、ごいっ……いいっ、んぁっ」

　勢いよくずんずんと腰を打ちつけられて、羞恥もなにもなくなっていく。気持ち良くて堪らなくなって、あとはもう絶頂に達するしかない。

「はっ……彩美、気持ちいい……っ」

　はぁ、はぁっと荒い息遣いが背後から聞こえて、興奮した彼の屹立が最奥で激しく脈打つ。シーツに投げだした上半身にはまるで力が入らない。

　臀部を抱えられていなければ、膝から崩れ落ちてしまいそうだ。

　結合部から溢れた愛液が太ももをつぅっと伝い、流れ落ちる。その感覚にすらぞわっと肌が戦慄く。

「う、あぁっん……なんか、出ちゃ……っ、それ……やぁっ」

　狂おしいスピードで抜き差しを繰り返されると、身体の中からなにかが溢れそうな感覚がしてくる。

　濡れ襞をごりごりと擦られて、達すると同時に下肢から力が抜けてしまいぴしゃりとおびただしい量の愛液が噴きだしてきた。

「ひぁぁっ、あ、あぁぁっあ！」

　羞恥で気が遠くなる。全身を震わせるが、腰を高く抱えられてますます突き上げるスピードが速まっていくと、頭の中が真っ白になって羞恥心すら消えていく。

「あっ、あ、はぁ、あぁっ、だめっ、や」

　陰茎の尖りで膣襞を刮げられ、最奥を突き上げられる。愛液が泡立つほどにかき混ぜられて、搾り取るような動きで濡れ襞が収縮を繰り返す。

「はぁ……いいよ、いい」

　熱に浮かされたような晄介の言葉がどこか遠くの方で聞こえる。

　自分の吐きだした愛液でシーツが濡れて冷たい。それを気にする余裕もなく、彩美は逼迫した声を上げ続ける。

「ひぁっ、はぁ、はっん、ん、あっ」

　身体を揺さぶられ艶めかしく腰をくねらせると、背後で男が息を呑み彩美の痴態に魅入られていた。蜜襞を擦り上げる陰茎がひときわ大きく膨らみ、さらに深く貫かれる。

　肌と肌がぶつかる打擲音が響き、過ぎる快感に目が潤む。

　引っ切りなしに嬌声を上げ続けたせいで、喉が痛み掠れた声しか出てこない。

「もっと、気持ち良くなってみようか」

　腰を捻り込むように打ちつけながら、しなやかな指先が敏感な花芽を捉える。しとどに濡れた結合部から愛液をすくい取り、ぴんと立ち上がる淫芽を撫でられた。

「あぁぁぁっ──それ、だめぇっ」

　あまりの衝撃に思わず身体を仰け反らせ、悲鳴じみた声を上げる。

　中と外を同時に愛撫されて、重く狂おしい快感に彩美は全身を激しく震わせた。指先でぬるぬると淫芽を擦られ、抓んでは引っ張られる。

　そして膝が崩れ落ちそうになるほど狂おしいスピードで腰を打ちつけられる。

「はぁ……ほら、また、溢れてきた。中がびくびくしてる。そのまま達っていいよ」

　ずるりと滾った楔が抜けでるたびに愛液が溢れだす。それを指先ですくわれ花芽を擦り上げてくる。

「いっ、達く、んんっ、もう……あ、はぁ──っ」

　弱々しい声で凄絶な高みへと上り詰め、上半身がぐったりとシーツに沈んだ。

　それなのに、腰を揺さぶられると痙攣する媚肉が彼のものをさらに奥へと引き込もうとうねる。

「俺はまだだ。もう少しだけ、付きあってくれ」

　高く腰を抱え直されて、遠慮のない抽送で最奥を突き上げてくる。

　腰を回し、角度を変えながらぐりぐりと淫らに蠢く媚肉を削られる。

「あぁっん、あっ、だめ、だめぇっ」

　粘膜がぬちゃ、ぐちゃと卑猥な音を鳴らし、溢れた愛液がシーツに吸い込まれていく。止めどなく与えられる快感が苦しくて意識が遠くなる。

　目の前が霞んで手にも足にも力が入らない。

　何度も何度も高みへと上らされて、すでに体力は限界だった。それなのにふたたび否応なしに絶頂へと引っ張り上げられる。

「もう……っ、出すよ」

「はぁ、あ、いや、いやぁっ」

　過ぎた快楽による衝撃で、彩美は意味もわからずいやいやと首を左右に振り、髪を振り乱して身悶える。

　彼の言葉はすでに耳に届いてはいなかった。

　だが、晄介はそうは思わなかったのだろう。

　いったん動きを止めて、彩美の耳に囁くように言葉をかけてくる。

「さっきのは嘘だよ、ごめん。安心して、ちゃんとつけてる。結婚前に妊娠したら、君のお父さんにも顔向けできないだろう？」

　そういえば避妊具をつけていないと言っていた。

　そんなこと、頭の片隅にもなかったのに。

「ち、が……ん、も……っ、早く」

　きゅうっと彩美が膣を締めつけると、眉根を寄せた晄介が容赦なくがつがつと腰を揺さぶってくる。

　最奥に熱く灼けた先端が捻じ込まれて、次の瞬間、大量の精が中で解き放たれる。

「あぁぁっ……出てる、の、熱い……っ」

　同時に彩美も上り詰め、全身を仰け反らせながらぴしゃぴしゃと愛液を弾かせる。

　子宮口に届きそうなほど奥で白濁が弾け、本当に中に注ぎ込まれているような感覚がしてくる。

　何度となく達している身体は今度こそ限界で、もう指の一本すら上げられそうにない。だが、身体の中で脈動する屹立の存在を感じる。

「収まらないな」

　彼はそう言って緩やかに腰を動かしてくる。

「もう……無理、です」

「わかってる」

　わかっているなら動きを止めてほしい。

　彩美はすでに全身が筋肉痛のように気怠くて、起き上がることさえできないのに。

「手で……する、から」

「こっちは、だめか？」

　晄介の指先が彩美の唇を撫でる。

　彼の言っている意味はわかったけれど、身体が動く気がしない。

「もう、起き上がれません」

　晄介は苦笑しつつ、硬いままの陰茎を引き抜いた。

　さすがに動けないのでは仕方がない。そう思ってくれたわけではなかったらしい。

　彼は身体を起こしズボンと下着を一気に脱ぐと、彩美の胸元を跨いだ。

　目の前に避妊具を取り外した雄々しい陰茎を差しだされて、彩美はこくりと喉を鳴らした。

「苦しくしちゃ……やですよ？」

「善処する」

　薄い唇に白濁にまみれた肉棒を押し当てられると、なんとも言えない男の欲情した匂いが鼻いっぱいに広がる。

「口を開けて、舌を出すんだ。そのまま舐めて」

　言われた通りに口から出した舌先で、白濁を溢れさせる蜜穴を舐め取った。青臭いような味が口の中に広がるが、構わずに亀頭の周りを舐め回す。

「んん……っ」

「これいいな……すごく、興奮する」

　熱に浮かされた双眸に晒されて、彩美は顔を隠してしまいたいほどの羞恥に襲われる。

　彼のものを口に含んでいるところを真上から見られるなんて。

「はぁ、ん、む……ぅ」

「中でしゃぶって」

　口の中で膨らむ陰茎を舌先でちろちろと舐めていると、腰を動かされ喉奥へと入ってくる。一応は彩美が苦しくないよう手加減してくれているのだろうが、鼻で息をしていても苦しい。

「君の中は、熱くて気持ちがいい」

　晄介がはぁっと熱に浮かされた声を上げる。

　顎が外れそうなほど奥へと押し込まれて、引きずりだされる。じゅぶ、じゅぶと口腔をかき混ぜるようにして腰を落とされ、開けっぱなしの口からは唾液が溢れて顎を伝う。

「ん、ふぅ……う、ん」

　気持ち良さそうに晄介が目を細める。

　彼に抱かれている時は頭の中が真っ白になって、よくよく晄介の表情を見ることなどできない。

　こんな風に彩美の中にいる時も気持ち良くなってくれているのだろうか、そう思うと、なんだか嬉しくてもっと感じさせたくなる。

　晄介が腰を落としたタイミングでじゅっと強く啜ってみると、口腔内にある肉塊が一回り大きくなった。

　だが、唇の端が切れそうなほど口腔がいっぱいになり、先端が喉奥に当たると胃液が逆流しそうになる。

「う……けふっ、はぁ」

「そんなに呑み込んだら、苦しいだろう？」

　それでも彩美が必死に唇と舌を動かしていると、晄介が若干腰を引いた。さすがに苦しげな様子は見ていられなかったのだろう。

「いいんです……したい」

　ふたたびぱくりと先端を咥え込むと、晄介がゆるゆると腰を落としてくる。ここまでいったら苦しいとわかったのか、その寸前まで挿れて、抜かれる。

「はぁ、ふっ、う……ん」

　口腔内で舌を動かし、太い陰茎を舐め回す。これで合っているのかはわからなかったが、欲望の先端からは先走りが溢れ、口の中でますます嵩が増す。どくどくと脈打っているのが口腔から伝わってくる。

　こんな拙い口淫を気持ちいいと思ってくれるだろうか。彩美は必死に舌を動かしながら、晄介を仰ぎ見た。

　彼はなにかを耐えるように眉根を寄せながら、苦しげに息を吐きだしていた。

　彩美と目が合ったことに気づくと、照れたように苦笑を見せて一度陰茎を引き抜く。

「君が俺のを舐めてると思うだけで、達きそうになるんだ……こんなに小さな口で頬張っているのが可愛くて。すぐに達くから、少しだけ我慢してくれるか？」

　彩美が頷くと、彼がふたたび血管の浮きでた怒張を口元に押し当ててくる。

　なんだか不思議なもので、晄介が気持ちいいのだと知ると、なぜか彩美までおかしな気分になってくる。

　もう絶対に無理だと思っていたのに、蜜襞がきゅんと切なく疼き新たな蜜をシーツへと垂らす。

「辛いかもしれないが、口を開けていて」

　彩美が口を大きく開けると肉棒をずぷずぷと喉奥近くまで差し込み、すぐに引き抜く。腰を振り立ててまるで彩美の膣内にするような動きで腰を落としてくる。

「ん、むぅ……ふ、うっ」

「はぁ……ハッ……ん」

　荒々しい息遣いが聞こえて、彼が感じているのがわかる。

　唾液がじゅぷじゅぷと音を立てて、彩美は知らず知らずのうちに腰を揺らしていた。

（身体……変に、なりそ……っ）

　鼻でふぅふぅと息をしながらも、うっとりと晄介の痴態を見つめる。彩美の目が熱に浮かされていくのを彼が気づかないはずもない。

　そっと手を伸ばして濡れそぼった秘裂に指を這わせる。ぬるりと指が滑り、じんと甘やかな快感が全身を駆け抜ける。

「はぅ……っ、ん」

　こんなに恥ずかしいことは嫌なのに。自分でなんてしたくないのに。

　晄介が気持ち良くなっているところを見ていたら抑えられなかった。彩美は秘裂に指を這わせると、くちゅ、ぬちゅっと卑猥な音を響かせて、淫らに蜜口を撫で回す。

　唾液をたらたらとこぼし、顎が外れそうになりながらも必死に屹立を舐めしゃぶる。彼が気持ち良さげな声を漏らすたびに、彩美もまたはしたなく蜜を溢れさせていた。

「はぁ、はっ……彩美、俺のを咥えて、気持ち良くなったのか？」

　晄介は短く喘ぎながら言った。

　もうとっくに彩美が淫蕩に耽っていることなど気がついていたのだろう。劣情の孕んだ目で見つめられて、彩美はこくりと喉を鳴らす。

　ばれてしまった恥ずかしさはあったが、正直、それよりも焦燥感の方が強かった。身体は疲れ切っているのに、逞しい晄介の肉塊に貫かれたくて仕方がない。

「ふぁ、んっ、ん、む……ぅ」

　指戯は止められなかった。

　彼がそうするように、愛液を花芽に擦りつけながら捏ね回す。気持ち良くて、けれど物足りなくて。

　彩美は唇を窄めて、陰茎を強く啜る。くぐもった晄介の声が頭上で響き、口腔内で滾った欲望がどくどくと脈打った。

「はっ、あ……出る、もう……っ」

　晄介の腰の動きが速まり、喉奥ぎりぎりまで叩きつけられる。唾液が口の中でかき混ぜられて先端から溢れでた先走りと混じりあう。

　口腔内が苦みでいっぱいになり、目尻から涙がこぼれ落ちた。

「んんんっ～！」

　腰を震わせた彼が動きを止めると、喉奥めがけて飛沫が注がれる。口の中に粘ついた精液が広がり、息ができない。

　なんともいえない青臭さのせいで鼻呼吸さえできなかった。仕方なく、喉を鳴らして粘ついた精液を飲み干す。

「はぁ……っ、はっ、う……うぅっ」

　いい子だとでも言うように、髪を撫でられる。

　そして陰茎が引き抜かれると、体勢を変えた晄介が突然、彩美の足の間に顔を埋めてきた。彼の下肢は彩美の頭の方にある。何度も見られた後とはいえ、この体勢は恥ずかしい。

「なに……するん、ですか……っ……もう……ひ、ぁっ」

　終わりでしょう──そう言いかけたところで、貪るように濡れた蜜壺をしゃぶられて、甲高い悲鳴が漏れる。

「あっ、あっ、やめ……っ、いい、からぁっ」

　彩美は腰を捩らせてぬるぬると這い回る舌から逃れようとする。が、上からのしかかられているせいで身動きが取れない。

「もう、挿れるのは無理なんだろう？　このままじゃ収まらないだろうし、舐めて、達かせてやるから」

　かぁっと頬に熱が溜まり、彩美は両手で顔を覆った。

　反論できないのは彼の言う通りだからだ。

　晄介を愛撫していた間ずっと、したくてしたくて堪らなかった。自分でしても満たされず、達することはできなかった。

「挿れて、ください」

　これ、と彩美は目の前でいまだ雫を垂らす怒張に触れた。

「中、痛いんだろう？　今日は止めておこう。無理して、俺に付きあうことはないんだ」

「でも……欲しいんです。痛くていいから……して」

　あなたのじゃないと達けない。彩美は聞こえるか聞こえないかという声で囁くように言う。晄介が唾を嚥下させた音がやたらと大きく響いた。

「わかった。じゃあ……俺の上に乗って。痛くないように、ゆっくり達かせてやる」

　晄介がベッドに寝転がり、彩美の腕を引いてくる。

「辛くないように、挿れてごらん。あまり深くするのはキツいだろうから、半分くらいでいい」

「ん、ん……はぁ」

　彩美は言われるがままに彼を跨ぎ、そそり勃つ怒張を手で支え腰を落としていく。中にずぶずぶと入り込んでいく感覚が走るが、気持ちのいい部分に当たってはおらず、異物感の方が大きかった。

「あぁ、入ったね。じゃあ、動いてみて」

　自分ではどうやって動いていいのかわからない。彩美がおずおずと腰を持ち上げると、彼が左右から腰を支えてくれる。

「ん、ぁ……あっ」

　抜けるぎりぎりまで腰を持ち上げて、落とす。

　晄介の胸の上に手を突いて動いているうちに、じわりと心地良さのようなものが下腹部から広がってくるのを感じる。

　強烈な快感ではないけれど、身体の中に甘美な疼きが生まれてそれが頭の先にまで浸透していく。

「ここが、君にいいところだ。わかる？」

　彩美の腰を持ち上げて、もどかしいくらいの動きで揺さぶってくる。

「あっ、あぁんっ」

　叩きつけるような激しい動きではないが、こつこつと先端で突かれると媚肉が震えて耐えきれず甘い声を上げてしまう。

　痛みも怖さもない。

　じわじわと快感に呑まれていく充足感があった。いつの間にか彩美はひときわ感じやすい部分に押し当てるように、自ら腰を揺らしていた。

「はぁ、あぁっ、あ、ん……気持ちいい、晄介さん」

「あぁ……すごくいいね」

　激しい行為ではないのに、絶頂がやってくるのは早かった。彩美は愛液を迸らせながら、緩やかに腰を振る。

　ぬちゃ、くちゃっと蜜が混ざりあう音が立つ。もう限界だと首を仰け反らせて、腰をぶるりと震わせた。

　そして、背中を弓なりにしならせ甲高い声を上げる。

「あぁ──っ！」

　彩美は全身を震わせ彼の上に倒れ込んだ。まだ快感の余韻が抜けきらない身体は小さく痙攣している。

　腰を支えていた晄介が彩美の身体を受け止め、強く抱きしめてくると、知らずにぎゅうっと屹立を締めつけてしまう。

「こら、本当に……搾り取る気か……っ」

　慌てたように陰茎が引き抜かれ、彩美の下腹部に飛沫が浴びせかけられる。

　もう何度となく吐きだしているせいか吐精は少なく、晄介がすぐに拭き取ってくれた。

「満足したか？」

「最後のは……違いますっ……でも、あのいろいろと……ごめんなさい」

　決まりが悪く、彩美は言い訳のように口にした。

「嬉しかったよ。彩美がしたいと言ってくれて」

「そ……ですか」

　彩美が倒れ込むようにベッドに横になると、正面から汗ばんだ身体を抱きしめられた。

「彩美、可愛かった……好きだよ」

　彼の声を聞きながらまどろみの中にいると、心も身体も満たされて、もうなにもいらないとすら思う。

「私も……好き」

　考えて発した言葉ではなかった。

　短い言葉一つでも晄介は嬉しかったのか、キツく抱きしめられる。

「そういえば……なんでゴムつけてないなんて嘘、言ったんですか？」

「悪かった」

「怒ってないですよ……ただ、気になって」

　あの時は快感に流されていただけかと思ったが、情欲の熱が去った今でも、やはり気持ちは変わらなかった。

　彼にならいい。この人になら、なにをされても許してしまえる。

　たとえ妊娠したとしても、彩美は嬉しかっただろう。

　だから少しだけ、彼が避妊していると知って残念な気もしたのだ。

「君が……どれくらい俺を好きでいてくれるのか、本当に結婚してもいいと思ってくれているのか、試したくなった。でも、身体で言うこと聞かせようとするのは最低だったね」

　心底反省している様子の晄介に、彩美はくすくすと笑い声を立てた。

「あなたになら、そうされてもいいって思ったんです」

　晄介の首に抱きつくと、同じくらい強く抱きしめ返される。

「そうか」

　気づいてしまえば、こんなに簡単だったのに。

　きっと、初めて会ったその日からこの人に惹かれていた。

　彼を知るたびに、好きな気持ちは育っていった。

　だからだろう。今は、彼とこうしていることが必然だったのだと思える。

　眠りに落ちる直前。「いつかね」そう言った彼の声を聞いた気がした。







第四章








　暦の上では秋だというが、まだまだ残暑が厳しい九月の中旬。

　彩美はスマートフォンを片手に「うーん」と何度も唸っていた。

　晄介と本当の意味で恋人同士になってから、彩美の想いは溢れんばかりに彼へと向かっている。デートをするのは土曜日か日曜日の昼間が定番となった。二人でいると時間が過ぎるのが早くて、彼の家から帰るのが寂しくなるほどだ。

　彼はたまに新開家に来ては、父の話し相手も務めている。予定ではあるが娘婿としての振る舞いが完璧な晄介は父のお気に入りで、家に来る時はほとんど父とばかり話をしている。

　そんな晄介に、彩美としてはいささかむっとしてしまうくらいだ。

　土曜日の今日から晄介は遅い夏休みに入っている。実は彼の部屋の合い鍵をもらっていて、夏休みの間、一緒に暮らす練習をしてみないかと誘われたのだ。

　だが、泊まりは父の許可が下りない。

　行ってもいいかと聞いたところでだめだと言われるのがオチだ。そのため彩美は悩んでいた。

「やっぱり……そろそろ、お泊りしたいなぁ」

　スマートフォンのメッセージを見ながら何回目かわからないため息が漏れる。

　晄介からは彩美に任せると言われている。泊まりは無理でも会うことにはなっているし、いつも通り遅くなる前に送ってもらえばいい。

　ただ、このまま晄介に甘えていていいのだろうか。

　父と話をするべきではないだろうか。父はショックを受けるだろうが、どうせ結婚したらこの家を出るのだ。

　それに、結婚前に同棲をして多少なりとも相手の生活リズムを知っておくのも大事だと思う。

　彩美は出かける準備を終えて、リビングへと下りた。鞄の中には三日分の着替えが入っている。

　父はキッチンに立ち、すっかり趣味になった料理にいそしんでいた。

「お父さん……ちょっといい？」

「どうした？　今日は昼食を食べてから行くんだろう？　今作るから、座って待ってなさい」

「私も手伝うよ」

　彩美は手を洗いキッチンにいる父の隣に立った。

　野菜と鶏肉が煮込まれた鍋から、ふわりといい出汁の香りがする。まな板にはきしめんよりも太い二センチ幅の麺が置いてあった。

「あ、おっきりこみ？　お父さん、朝からなにしてるのかと思った」

「手打ちの方がうまいからなぁ」

　おっきりこみは群馬県の郷土料理だ。

　野菜と鶏肉で煮込んだ出し汁に粉のついたままの麺を入れて煮込むだけ。とろみがついて美味しい。

　夏に食べる料理ではないと思うが、彩美が好きなのを知っていてよく作ってくれるのだ。

「これ、麺を入れればいいだけ？」

「あぁ」

　彩美はまな板から麺を鍋に入れて、ＩＨヒーターのタイマーをセットした。ふきこぼさないように煮込んだら完成だ。

「晄介くんとはうまくいってるか？」

　彼の話をしようと思っていたタイミングで父から切りだされてしまい、彩美は動揺で挙動不審になる。

「う、うん……なにも、問題ないよ」

「そうか。彼のような男はそうそういない。式に向けて準備をしっかりな。まぁ、晄介くんが見てくれるなら、大丈夫だとは思うが」

　話すなら今だ。けれど、食事前に雰囲気が悪くなるのは避けたい。食事どころではなくなってしまう。

　結局、彩美は泊まりで出かけたいと言うことができなかった。

　食事を終えて片付けをしながら、彩美はため息を呑み込む。あと三十分もしないうちに予約したタクシーが来てしまう。言うなら、それまでにだ。

「あのね、お父さん」

　皿を食洗機に入れ終えて、決意して切り出す。

「晄介さん、今日から夏休みだって言ってたでしょう？」

「あぁ、そうだったな。それがどうした？」

　彩美は、台拭きでキッチンカウンターの同じところをぐるぐると何度も拭きながら、父を上目遣いにちらりと見つめた。

「あのね、彼のところに行ってもいい？」

「今日、約束してるじゃないか。それはもう聞いている。夏休みだからって遅くなるんじゃないぞ。迷惑にならないように早く帰ってきなさい」

　訳がわからないという顔で父に返される。

「そうじゃなくて。夏休みの間、ずっと晄介さんの家で過ごしたいの。晄介さんの部屋に泊まりたい」

　父は目を見開いて鍋を洗っている手を止めた。愕然としているようですぐには言葉が出てこないらしい。

「ほら……あの、結婚したら、家を出るんだし……練習っていうか」

　キッチンのシンクに鍋がゴトンと大きい音を立てて落ちる。父の顔がみるみるうちに赤くなる。

「入籍はしてない。そんなの結婚してからで十分だ！　早過ぎる！　まさか、晄介くんに誘われたのか？」

　あぁ、やはり。そう言われると思っていた。

　だが今回ばかりは彩美としても負けるわけにはいかなかった。そろそろ、父の手から離れる頃だという覚悟を決める。

　父が心配して言ってくれているのはわかっている。

　けれど、彩美はもう二十六歳だ。父の中ではまだ幼い子どものままなのだろう。だから自分が面倒を見てやらなければならないと思っている。

　過干渉は多少疎ましく思うが、それでも親に愛され甘やかされるのは心地いい。

　実際、彩美はさしたる苦労もせずに育ってきた。母親がいない寂しささえ感じることはなかった。

　父に逆らいたいわけではない。父が望む通りに幸せになろうとしているだけだ。父が望んだ相手と。

　ずっと小さい頃から守ってくれていたから、もう大丈夫だよとそう言えるのは彩美だけなのだ。

「あのね、お父さん。私が、晄介さんと一緒にいたいの。あの人と一緒にいる時間が大切なの。お父さんが選んだ人だからじゃなくて。私は私の意思で晄介さんと結婚したいって思ってる。私はもうすぐ結婚して、この家を出るのよ？」

　彩美の言葉に父が傷ついたような顔をした。

　娘の結婚まで決めておきながら、離れる決意すらできていないことに彩美は苦笑せざるを得ない。同時に父のそういうところを愛しく、嬉しくも思う。

「お前はまだ子どもだから、男と二人っきりで長い時間いたらどういうことになるかわかってないんだ！」

「は……？」

　今度は彩美が絶句する番だ。

　まさかとは思っていたけれど、父の中でそこまで彩美は純情でなにも知らない子どもだったのか。

「そんなのもうとっくにだけど……あっ」

　慌てて自分の口を手で塞いでも遅かった。

　父はますます顔を赤くして、口を開けたり閉じたりしている。ショックで言葉にならない様子だ。

（でも……本当のことを知ってもらうのに、いい機会かもね）

　もしかしたら父が晄介をことさら気に入っていたのは、女嫌いだという噂があったからだろうか。晄介ならば彩美にそうそう手は出さない、そう思ったのでは。

（そんな、いくらなんでも、まさかね……）

　父は彩美の幸せを願ってくれているはずだ。

　だが、父の幸せの基準は地位や資産といったものが上位にくる。

　晄介は間違いなく父の基準を満たしているし、たとえ子どもを望めなかったとしても手を出されないならそれはそれでいいくらいは考えそうだ。

「彩美には……まだ早いだろう……」

　父は悄然とした様子で呟いた。

　心底、父の基準で選ばれた相手が晄介でよかったと思う。

　父の傷口を抉るような真似はしたくないが、もういい加減子離れしてもいいのではないだろうか。

　その時、インターフォンが鳴り、タクシーが到着したことを知らせた。

　いつもなら彩美を玄関まで見送る父も、今日ばかりは立ち上がる気力を失っているらしい。

「じゃあ行ってきます！　来週帰ってくるから！」

　彩美は父にぎゅっと抱きついて背中をポンポンと優しく叩いた。

　小さい頃ずいぶん大きく感じていた背中は、思っていたよりもずっと小さかった。父にこうして守られていた。それを改めて実感すると、涙が滲みそうになる。

　父を傷つけたくない。できれば、父のいう通りにしてあげたい。けれど、彩美にはもう大切な人がいるから。彼の手を取りたいと思うのだ。

「彩美！　待ちなさい！」

「待たない！」

　荷物を持って、彩美は逃げるようにして玄関を出た。

　門に向かって走ってくる彩美に、タクシーの運転手が驚いた顔をする。が、すぐに後部座席のドアが開き、彩美は急いで乗り込んだ。

　遅れて玄関から出てきた父がなにやら叫んでいるが、しばらくすれば落ち着くだろう。今日の夜はめそめそしながら一人で酒を飲むに違いない。

（ちょっと……可哀想だったかな……）

「後ろの窓を開けてもいいですか？」

「えぇ、どうぞ」

　彩美は車の窓を開けて、門の近くに寄ってきた父に手を振った。

「お父さん、大好きだよ」

　ぶわっと父の目から涙が溢れる。

（泣かないでよ……っ！　行きづらくなるじゃない！）

　まるで今日結婚して家を出るようなやりとりになってしまった。気恥ずかしくて、車の窓を閉めた後、彩美は一人身悶えた。

　鞄に入れたスマートフォンが着信音を奏でる。もちろん相手は父だ。彩美が出なければ晄介に連絡する恐れがある。彼に迷惑はかけたくない。

（もう……本当に、いくつって感じだけど……）

　彩美は父へメールを入れた。

　すると、何度もかかってきていた着信音が止む。

（晄介さんになにか言ったらお父さんのこと嫌いになるから……なんて。小学生じゃないんだから）

　だが一番効果的だ。

　彩美はため息をつき、スマートフォンを鞄にしまう。

　考えてもみれば、恋人の家に泊まるのに許可をもらう年齢でもない。どれだけ自分が甘やかされ守られてきたかを実感した。

　晄介は今日から夏休みだが、やり残した仕事があるようで夕方ぐらいまでは不在にしている。

　そこまで遅くはならないから部屋で待っていてほしいと言われ、タクシーで向かうことになったのだ。

　なら、晄介が帰ってきてから向かうと言ったのだが、どうやら彼は彩美に「おかえりなさい」と言ってほしいらしい。

（なんだろうな……そういうところ、お父さんと似てる気がするんだよね）

　マンションに着き、彩美はもらった合い鍵で部屋に入った。

　もう何度もここに来た。が、彼がいない部屋に入るのは初めてだ。

　父が仕事で忙しかったため一人で家にいるのは慣れているけれど、晄介の匂いがするのに本人がいないのはどうしてか寂しく感じる。

「お邪魔します」

　彩美は彼が大切にしているクマッピー部屋のドアを開ける。

　ドアからすぐのところにある、彩美の身体よりも大きいクマッピーのぬいぐるみがひときわ存在感を放っていて、棚に置かれたアクリルケースの中にはキーホルダーや小さいぬいぐるみが陳列されている。

　まるでクマッピーの店に来たかのように整然としているのだが、どうやら晄介はこの部屋を眺めているのが好きらしく、部屋の中央には使い古されたビッグサイズのビーズクッションがどんと置かれていた。

　彩美は一度そこで寝てから、このビーズクッションの虜になってしまったのだ。もちろん晄介の許可はもらっていて、仕事の書類以外なら勝手に触ってもいいと言われている。

「昨日、悩み過ぎて眠れなかったからなぁ」

　ビーズクッションに横になると、彩美の口から大きなあくびが漏れる。

　うんっと伸びながら手にしていた結婚式のブーケカタログを開いた。だが、睡眠欲には抗えず、気づくとまぶたが落ちてくる。

　まぁ、いいだろう。たまにはこんな休日があっても。

　晄介の匂いに包まれて眠ると、彼の夢を見そうな気がする。

　なんて幸せな時間。

　彩美の手からカタログが滑り落ちた。







第五章








		
　晄介は職場から急いで帰路についていた。

　今日は彩美と約束をしている。

　泊まりはだめかと聞いたが、それについては返事がなかった。おそらく、父親である新開社長に止められたのだろう。

（結婚するまで、待てるかってところだな）

　式場の予約は一年後。

　それより前に入籍だけして一緒に暮らす案をさりげなく提案してみたものの、ばっさりと却下された。新開社長は、結婚は認めても彩美を手放す気はさらさらなさそうだ。

　気持ちはわからないでもない。

　彩美のように可愛い娘がいたら、晄介も同じことをしそうだ。顔の造形や姿が好みなのもあるが、彼女の存在そのものが最高に愛しい。

　世の中にクマッピー以上に可愛い物など存在しないと思っていたが、彩美がクマッピーのぬいぐるみを持っているところなんて、可愛過ぎて目眩がした。

　可愛いと可愛いの組み合わせは二乗、三乗の効果をもたらすらしい。

　晄介はマンションの部屋に着き、鍵を開けた。もう彩美は来ているはずだが、部屋からはなんの音も聞こえてこない。

（出かけてはいないよな）

　玄関を見ると彩美の靴が置いてある。晄介はとりあえず靴を脱いで部屋に上がった。

　なにかしていて気がつかなかっただけかと思っていたのだが、リビングにも彩美の姿はなかった。

　寝室や洗面所のドアを開けてみるが、そこにもいない。

（あっちか……？）

　そういえば彩美は、クマッピー部屋のビーズクッションをことさら気に入っていた。そっとドアを開けてみると、案の定彩美がとクッションの上でぐっすり寝入っている。

　あどけなく口を半開きにしている顔は写真に収めておきたいくらい可愛くて、晄介は起こさないように近づき膝を突いた。

　彩美に初めて会ったのは、一年と少し前。

　このマンションからほど近い、キャラクターショップだった。

　店内はものの見事に女性客ばかりで、あまりの居心地の悪さに来てすぐに帰りたくなった。いつもはほとんどネットショップを利用している。だがネット販売のない限定品が発売されると知って、いてもたってもいられず来てしまったのだ。

　限定品を手に入れ、どうせだから帰る前に一頻り見て回ろうとしてしまうのはマニアの性だろう。ほとんど持っているものばかりだったが、好きなキャラクターに囲まれているのはなんとも心地いい。

　店内の女性客の視線はほとんど晄介に向けられていた。

　物珍しさもあるのだろうが、自分の容貌が目立つことも自覚している。目つきが悪く表情が変わらないため冷たそうに見られるが、それがいいとある種の女性からは非常にモテる。だが、この店の客から感じるのはそういう類いのものではない。

（この店では、完全に不審者だな。店員でさえ怖がっているくらいだ）

　男が可愛い物が好きだっていいではないか。

　人の趣味にいちいち干渉してくるな。晄介は眉根を寄せるのをぐっと堪えてため息をついた。

　ここで睨みでもすれば悲鳴を上げて逃げられる。運が悪ければ警察沙汰だ。気にするなと自分に言い聞かせて、晄介は棚に目を向けた。

　すると隣に来た女性客が、真剣な表情でクマッピーの棚を見つめていた。

　彼女の視線はまったく晄介を捉えてはおらず、二種類のテラリウムを手にしてどちらにしようか悩んでいるらしかった。うなり声が聞こえてきそうだと、晄介は口元を緩める。

『それ可愛いですよね』

　はっと気づいた時には遅かった。話しかけられていると気づいた彼女の視線が晄介を捉えて、驚きに見開かれる。

　どうして話しかけてしまったのか。

　真剣な彼女の横顔が可愛くて、自分を見ていないその視線をこちらに向けたくて。

　どう考えても衝動的。どうせ恐怖に怯えた顔をして慌てて離れていくに違いない。そう思っていたのに。

『はい、可愛いです』

　柔らかい笑みを浮かべた彼女が晄介を見つめて笑った。

　ただそれだけのことで、晄介は心臓を射貫かれるくらいの衝撃を受けたのだ。ようやく決めたのか彼女がテラリウムを手に取り、レジに向かった。

　晄介も、衝動的に彼女と同じ物を手にするが、すでに店を出ていってしまった彼女を追いかけてまで話しかける勇気はとてもなかった。

　もし偶然街で会ったとしても、彼女がたった一度会っただけの晄介を覚えているとは限らない。

　忘れるべきだ。理想と現実は違う。彼女だって、晄介の趣味にドン引きするかもしれないじゃないか。

　そう思うのに、玄関に飾ったテラリウムを見るたびに、晄介はあの日の彼女の笑顔を思い出してしまう。

　可愛くて、抱きしめたくて、あの時から自分の気持ちはちっとも変わっていない。

　笑顔だけではなく、泣き顔も、拗ねた顔も、怒った顔も、全部が好きで。

　近くにいると、年甲斐なく触れるのを止められないくらい、いつだって抱きしめていたくて。

　さすがに怒るか、と思いながらも手を伸ばすのを止められない。

　起こすのは忍びない。

　寝顔を見ているだけでも飽きないが、数日会えないだけで我慢が利かなくなる。だから休みの一週間だけでも泊まりに来ないかと誘った。

　本当はこのまま一緒に暮らしてしまいたいが、新開社長は許さないだろう。

　もしも一緒に暮らしたら、彩美は仕事に行けるだろうか。際限なく抱き潰してしまわないだろうか。自分の素直過ぎる欲望に苦笑が漏れる。

　晄介は、仰向けになって身体を沈ませている彩美のふくらはぎをそっと撫でる。くすぐったかったのか、彩美の足がぴくっと震えるが、起きる気配はなかった。

（一度寝ると……ぐっすりだからな、君は）

　ふくらはぎから膝裏に触れて、柔らかい肉を揉む。素足のため、スカートを捲り上げると肌を守っているのは一枚のショーツだけだ。

　するするとショーツを下ろして、足を開かせる。太ももを撫で上げると、彩美の口からは吐息のような声が漏れた。

「はぁ……ん、っ」

　その声に煽られて、下半身に熱が溜まっていく。晄介は膝から太ももに舌を這わせながら、柔らかい肉にキツく吸いつき痕を残した。

　眠っていると本能のままに身体が反応してしまうのか、晄介が太ももを食むたびに膝が勝手に開き、腰が誘うように揺れている。

「ん、あ、あっ、気持ちい」

　もしかしたら晄介に抱かれるような、淫らな夢を見ているのかもしれない。そう思うとますます楽しくなってくる。

　相手が自分ではない可能性など欠片も考えてはいなかった。

　ふくらはぎを手のひらでそろりと撫で、尖らせた舌で舐め回す。そのたびに恥部が誘うようにひくつき愛液で濡れ光る。

　彩美を快感に弱い身体にしたのは自分だ。挿れてほしいと泣いて懇願するまで焦らしたり、気を失うまで何度も何度も達かせたり。

　可愛過ぎて、彩美の前では理性などあってないようなものだ。

　シャツを捲り上げて、ブラジャーをずり下げる。さすがに背後に手を回してホックを外すのは断念した。こっちはあとで裸にしてからたっぷりと可愛がればいい。

　薄紅色の乳首を口に含んで舐め転がすと、彩美の身体がおもしろいくらい跳ね上がった。

　そして頭を左右に振り、耐えきれないと甘やかな声を漏らす。

「あぁっ、あ、やんっ」

「はぁ……可愛い、彩美」

　くちゅ、くちゅと音を立てて舌先を尖らせながら、徐々に硬さの増す乳首を扱き上げる。ぬるりと下から上へと舐ると、下肢が落ち着かないのか彩美は腰をくねらせて身悶えた。

　いつもは彼女の父親にばれてはまずいからと、セックスの際は必ず服を脱がしていた。

　帰り際、新開社長は彩美の全身をチェックする。だから見える部分に痕を残すことさえ避けていた。

　泊まるかどうか彩美に任せると言ってはいたが、帰すつもりはさらさらなかった。今日は服が愛液で濡れようがしわになろうが、誰に遠慮することもない。

　鮮やかに色を変えた乳首の先端をちろちろと舐めながら、スラックスの前を寛げる。すでにいきり勃った欲望は先端から先走りを溢れさせている。

「あぁぁっ」

　ちゅうっと強く乳首に吸いつくと、彩美は髪を振り乱し艶めかしい声を上げた。そろそろ起きたかと反応を窺うが、愛撫の合間に聞こえてくるのは寝息だけ。まさかここまでして覚醒しないのは想定外だった。

　起きたら強引にでもセックスに持ち込んで、彼女を可愛がろうと思っていたのに。どれだけすれば起きるのだろう。

　晄介は反対側の乳首を指の腹で捏ねて、くにくにと抓む。

　彩美の身体は顕著に反応を示している。呼吸を荒くしながら背中を波打たせてあられもなく喘ぐ様がなんとも扇情的で晄介を煽ってくる。

「はぁ、ん、あぁ、あぁっ……こ、うすけさんっ」

　自分の名前を呼ばれ、幸福感に満たされる。

　わかってはいたが、彼女には自分しかいないのだと。夢の中でさえも自分しか触れることはしていないのだと知り、喜びに胸が弾んだ。

　晄介が舌を動かすたびに、気持ち良くて堪らないのか腰をくねらせ、だらんと足が開いてくる。

「あっ、あんっ」

「こっちを弄ってほしそうだな」

　唾液で濡れそぼった乳首から唇を離し、晄介はふたたび足の間に顔を埋める。そこはもうすでにぐっしょりと蜜を溢れさせていて、淫靡な香りをさせていた。

　ぬめる舌で陰唇を舐めると、彩美はわかりやすくよがり声を上げた。

「あぁぁっ、あ、そこっ、んん……好きぃ」

　眠っている時の方が素直だ。晄介はひくついた蜜壺に舌を這わせながら、ふっと息を漏らす。

　敏感な部分に息がかかってしまったのか、その刺激にさえ彩美はびくんと腰を震わせた。恥ずかしくて理性がなくなるまで素直になれない彩美も同じくらい可愛いのだが。

（早く起きてほしい。そしてここで俺を気持ち良くして）

　唾液を注ぎ込むように舌を蜜襞に潜らせる。蠢く柔襞にちゅぽちゅぽと舌を差し挿れていると、次から次へと愛蜜が止めどなく溢れてくる。

「こんなに濡らして。スカートまで滴ってるな。これじゃあ、今日は帰れないよ」

「あぁ、っぅ……ん、あぁっ」

　彩美が眉根を寄せて辛そうに喘ぐ。

　おそらく達したくて堪らないのだろう。

　蜜襞から舌を引き抜き、陰唇の行き着く先にある小さな芽を突く。その瞬間、彩美は激しく腰を震わせて、喉を仰け反らせた。

「ひっ、やぁっ」

　開いた膝が震えてしまうのか、ぐらぐらと揺れる。

　晄介は太ももの裏側を押さえて、つんと尖った花芽を舌で押しつぶした。そのままねっとりと淫芽を扱くように上下に舌を這わせる。

「はぁ、あぁぁあ、あんっ」

　無意識に彩美の手が晄介の髪を掴んだ。くしゃくしゃに髪を乱されるのも構わずに、晄介はすっかり興奮で勃ち上がった淫芽にしゃぶりつく。

　じゅっと音を立てて啜りながら、口腔内で舐め回す。

　感じている彩美が可愛くて、もっともっと喘がせたくなる。達している最中に花芽を弄ると、泣きながらだめだと言う。けれど止めようとすると止めないでと引き留める。

　もう無理だと言うまで彩美を何度も達かせるのが、ここ最近はクマッピーを愛でるよりも好きになってしまった。

「う……あ、あっ、はぁ」

　晄介は蜜を垂らす入り口に指を這わせた。ここまで濡れていれば痛みはまったくないとは思うが、挿入の瞬間はいつも気を使う。

　気持ちいいとだけ感じてほしい。嫌な思いは少しもさせたくない。

　花芽を弄りながら溢れた愛液を指に絡ませそっと差し挿れると、ちゅぷっと泡立った音が立った。ゆっくりと抜き差しをしながら、彩美の反応を見る。

　一度奥で指を止めると、心地良さそうに収縮する隘路が指を締めつけてきた。

「ふぅ、んっ、あぁ……はぁ、ん、も……っ、あぁっ──！」

　愛液と唾液にまみれた淫芽を甘噛みする。

　びくんと大きく背中を仰け反らせた彩美は、つま先をぴんと張らせ絶頂に達した。柔襞を擦る指がきゅうっと強く締めつけられる。

　中が淫らに痙攣して、指の隙間から愛液がとろとろと溢れてきた。

「あ……はぁ、はぁっ」

　彩美は肩で息をしながら、時折唸る。が、まだ起きてはいないのか、まぶたはしっかりと閉じている。

「彩美……もう我慢できない。抱くよ」

　晄介はポケットから避妊具を取りだし、猛々しく勃ち上がった陰茎に被せる。まさか絶頂に達してもなお覚醒しないとは。

　寝ている女性を抱く趣味はないが、ここまできて引き返すことはできそうになかった。

　彩美の足を抱え上げて、滾った怒張の先端を陰唇に擦りつける。

　ぬるりと滑らせ、それを何度か繰り返していると、入り口が吸いつくような動きを見せた。そして──。

「晄介さん……？」

　はっきりとした彩美の声。

　晄介が顔を上げると、彩美は目を丸くしてこの状況の説明を求めている。だが、説明は後でいいだろうか。

「彩美。とりあえず、挿れさせて」

「あ、な、に……っ、ひぁっ」

　ぐっと先端をめり込ませると、彩美の蜜壺は悦んでいるかのように晄介の欲望を受け入れた。

　浅い部分を嵩の開いた亀頭で擦り上げて、狭い陰道を拡げながら突き進む。

「はぁ……っ、彩美……可愛い」

「あぁぁっ、晄介さん……急に、だめっ、あ、やぁっ」

　達した直後だからだろう。

　彩美は目に涙を浮かべながら、いやいやと首を振る。が晄介は容赦なく最奥まで一気に貫いた。

　ぐじゅっと愛液が弾ける卑猥な音が響き、彩美の頬が真っ赤に染まった。まさか寝ている間にここまで濡れていたとは思わなかったのだろう。

　痛みがなかったことに安堵した様子で彩美の腕が晄介の背中に回される。

「なに……してるん、ですか……っ」

「寝てる彩美が可愛くて、つい、ね」

　許してくれと口づけると、彩美がそっと目を瞑った。

　唇が深く重なり舌を絡めあわせる。

　晄介は、彩美の口腔に唾液を注ぎ入れながら、荒い呼吸ごと貪るように舐めしゃぶった。

「はぁっ、ふ、う……は、んん」

　キスをしていると隘路がきゅんと締まり、晄介の陰茎を奥へ引き込もうと蠢く。

　ぬるぬると滑る彩美の濡れ襞の心地良さに襲われ、猛烈な勢いで下半身に熱が集まってくる。

「彩美、ちゃんと感じてるね？」

　彩美がこくこくと首を縦に振る。

　辛くないのなら遠慮はいらないだろう。晄介は彩美の腰を抱え直すと、より深い部分めがけて腰を穿つ。

　ぐぅっと亀頭が最奥に当たり、愛液を吐きだしながらうねる媚肉が陰茎に絡みつく。

　達した余韻がまだ抜けきっていないのか、柔襞が震えて熱い舌で舐られているかのような快感をもたらす。腰を離すと、まるで引き込むような動きで吸いついてくる。

「……っ、堪らないな」

　興奮し荒い呼吸を漏らすと、潤んだ目で見つめられてキスをねだられる。

　唇を重ね合わせて、口蓋や頬裏を舐め尽くす。彼女とのキスは晄介の下半身を熱くするには十分で、すぐにでも達したい欲求に駆られてしまう。

「ひ、あぁぁっ、はぁっ、ふ……あぁ、ん、はぁ……っ」

　子宮口まで突き上げる勢いで腰を打ちつけると、彩美は思わずといった動きで唇を離し、声高に嬌声を上げた。

　繋がった部分から蕩けてしまいそうだ。

　彩美を抱いていると、いつも気持ち良くてなにも考えられなくなる。年上の余裕。そんなものはすでになく、ただただ彼女が欲しくて堪らない。

　ぐずぐずになるまで溶かして、甘やかして、一緒に達したい。

　彩美の腰を押さえて、角度を変えながら弱い部分を突き上げる。ぐじゅっと淫靡な音がして、泡立った愛液が結合部から弾けた。

「だめっ、あ……ん、もう……やぁっ、あっ、達っちゃうっ、だめぇっ」

　背中を掴む手に力が込められた。

　開いた太ももが強張り、達する直前、彩美は息を呑み恍惚と天を仰ぐ。この瞬間を見るのが晄介は堪らなく好きだ。

「あぁぁ──っ！」

　腰がぶるりと大きく震えて、濡れ襞が物欲しそうにきゅんきゅんと蠢く。

　精を搾り取らんとばかりに膣襞で締めつけられると、とうに限界を超えていた晄介は彩美の中に白濁を迸らせた。

「はぁ……あ、くっ」

　胴震いしゆるゆると腰を動かす。

　長い吐精が続き、満足したのはほんの一瞬だった。蜜襞を擦っていると、すぐにまた身体は昂り、解放を求める。

　淡泊な方ではなかったが、まさかここまでとは。

　彩美に魅力に取り憑かれ、欲を押さえられない。そんな自分に驚くばかりだ。

「彩美……もう一回、いい？」

「ここじゃ……やです」

「背中が痛い？」

　ビーズクッションだから辛かっただろうかと聞くと、彩美は熱に浮かされたままの目で違いますと首を横に振った。

「晄介さんの大事な物、たくさんあるのに……汚しちゃうから」

　たしかに近くには大きなクマッピーのぬいぐるみが置いてある。彩美に夢中になるあまり、汚してしまう恐れもあった。

　晄介の大事な物を大切にしてくれる彩美に愛しさが募る。

　汚すのは嫌だが、すぐにでも挿れたい。我慢はできそうになかった。

「彩美、廊下に行こう」

　彼女の手を引いて、ドアを開ける。気怠い身体でなんとか歩いているのか、彩美の足はふらついていた。

「俺が支えるから、壁に掴まって」

「ん……っ」

　晄介は避妊具を付け替えると、彩美の腰を持ち上げた。

　彩美は言われた通りに壁に縋りつくような体勢でもたれかかっている。

　シャツを脱がしてブラジャーのホックを外すと、床へと落とす。スカートを捲り上げ臀部を露わにし、足の間へと屹立を差し込んだ。

「は、あっ……擦っちゃ」

　背後から手を回し、両胸を下から上へとすくい上げる。手のひらで胸の突起を転がしてやると、彩美は気持ち良さげに背中を仰け反らせて喘いだ。

「あぁっん、あ、あっ……そこ、ぐりぐり、しないで」

　指で乳首を抓み、痛くない程度の強さで捏ねる。

　彩美の身体はどこもかしこも柔らかくて触り心地がいい。指が食い込むほどに揉みしだきながら、しとどに濡れた秘裂で陰茎を擦りつける。

　ほどよく締めつける太ももで自身を高めると、あっという間に力を取り戻し痛いほどに張り詰めてくる。

「こうして、擦ってるだけで……どんどん溢れてくる」

　耳元で卑猥な言葉を囁くと彩美はより感じるらしく、甲高い声を上げて壁に爪を立てる。耳朶をなぞり、穴に舌を差し込む。こうすると彩美はますます可愛い声で啼く。

「んんっ……あぁ、耳、だめぇっ」

　亀頭の尖りで敏感に濡れた花芽を擦り上げる。すると絶え間なく蜜が噴きだしてきて、ちゅぷ、ちゅぷと淫音を立てた。

　もう限界だ。早く中に挿れて、激しく最奥を突き上げたい。

　けれど、彩美から欲しいと言ってほしくてその時を待ってしまう。

「はぁ、あぁっん、あ、あっ……いいっ」

　うなじを舌で舐めて、両胸の膨らみを上下に揺らし乳首を爪弾く。

　こりこりと弾くように指を動かしてやると、溢れた愛液が陰茎に垂れさらに床にぽたぽたと落ちた。

　ぬめる舌で首筋を舐め、キツく吸う。白く細い首に赤い花弁が散る。所有印を残したくて、背中や腕にも吸いついた。

　快感に弱くて、いやらしい。

　そんな彼女を何度抱いても足りなくて、貪欲に求め続けてしまう。

　きゅっと強く乳首を抓み引っ張ると、彩美の肌は総毛立ち腰が跳ねる。

「あぁぁっ、ん、あぁっ……もう、もっ……奥、あっん、ほし、欲しいの」

　彩美の膝ががくがくと震えて、晄介が腰を支えていなければ立っていられないようだった。彼女は壁に必死に掴まりながら、か細い泣き声を上げる。

「ひ、あ、あぁっ……おねが……っ」

「もっとねだって。どうして欲しい？」

　硬く張った先端で花芽をぐりっと擦り上げる。

　片手で乳首を転がし、もう片方の手は彩美の口元に持っていく。開きっぱなしの口の中に指を入れ、唾液を絡ませながらかき混ぜる。

「はぁ、ふ……ぅ、ん、はぁ……っ」

　唇の端から唾液がこぼれ落ちる。晄介は屹立を抜き差しするように、口の中でちゃぷちゃぷと指を動かした。

　舌を絡ませながら美味しそうに指を舐めしゃぶられると、腰に甘い痺れが走る。

　自分の限界が近いことがわかる。下半身が重くなって、避妊具の中で先走りが溢れでた。

「彩美、言って」

「ふぅっ……は、あっ……ほしい、も……っ、挿れて」

　彩美の懇願と同時に、はち切れんばかりに膨らんだ肉棒で一気に最奥を貫く。

　ぐじゅっと卑猥な音が響き、廊下に大量の愛液が飛び散った。

「あぁぁ──っ!!」

　背中を仰け反らせて、彩美は感じ入った声を上げた。

　挿れただけで達してしまったのか、壁に縋りつくようにして荒い呼吸を整えている。待ってやりたいのは山々だが、追い詰められている度合いは晄介も大差ない。待てるはずもなかった。

「ひっ、やぁっ……今、だめぇっ、変に、なるぅ……っ」

　最奥をがつがつと容赦なく突き上げると、震える濡れ襞がうねり、結合部からは新たな愛液が噴きだしぽたぽたと床を濡らす。

　唾液を滴らせた指で彩美の胸元を弄る。

　ぬるぬると乳首を擦るだけで、痙攣した肉襞がさらに強く陰茎を引き込むような動きを見せる。弾けんばかりの熱が中心に集まり、堪えきれない衝動のまま打擲音を響かせ腰を叩きつけた。

「あぁっ、あぁあぁぁっ……はぁ、あっ、もう……またっ、達く」

　彩美の感じきった声に煽られ、ひときわ大きく肉塊が膨れ上がり、最奥近くで飛沫を迸らせる。

　びゅくびゅくと皮膜越しにすべてを出しきると、晄介は満足げな息を漏らした。そして腰をゆっくりと引く。

「あっ……ん」

　ずるりと陰茎が抜け出た瞬間、粘液が溢れだし彩美の太ももを伝った。

「やらしいな……ここ、どれだけ濡らしたんだ？」

　前に回した手で秘裂を撫でる。

　絶頂の余韻でひくつく蜜口に指を挿れると、まるで中で吐精したかのように愛液がぽたぽたと流れでる。

「はぁっ、ん、だって……」

「中に出したみたいだな。どんどん溢れてくる。あぁ……俺のを早く、ここに出したい」

　晄介は自身の指で中をぬるぬると擦りながら、首や背中につけた赤い痕を辿った。

「だめっ、だよ、もう……っ」

「まだ全然足りない。彩美、下の口で、俺のいっぱいしゃぶって？」

　晄介の言葉に反応したのか、きゅっと隘路が締まり指に吸いつくように蠢いた。

「だめか？」

「変なこと、言わないでっ。どうせ……私が気を失うまで、するじゃないですかっ」

　荒く息を吐きだしながら、彩美が背後を振り返る。

　快楽の余韻に浸っている彼女は目を赤く潤ませていて、誘っているようにしか見えない。

　晄介は小さく笑い声を漏らし、萎えた欲望に新しい避妊具をつけて尻の狭間で擦り上げる。

「ほら、大きくなるよ」

「ん……はぁ……っ」

　後孔に先端が当たると、彩美の腰がぴくりと跳ねた。

　もしかしたらこっちでも感じるかもしれないな、という考えに及ぶが慌てて打ち消す。彩美の身体の細部まで知りたいという欲求はなかなかに抑えがたい。さすがに怒る予感しかなく、妄想は断念した。

「彩美、キスしたい。こっち向いて」

　支えていた彼女の背中を壁につける。正面から片足を持ち上げると、彩美は晄介の首に腕を回してきた。

　ぬぷぬぷと硬くなってきた先端を秘裂に押し込み、唇を塞ぐ。

「はぁ、ん、ん……ふっ」

「舌、もっと出して」

　舌を突きださせて、先端を絡ませる。

　ざらざらした表面をなぞり、裏側も同じように舐める。舌の先端から唾液が溢れて垂れるのを、彩美の舌の上に落とした。

　彩美はそれを美味しそうに飲み干す。

　そして今度は晄介の舌の周りを舐め回してくる。ぴちゃ、っと唾液を混ぜ合わせながらいやらしいキスを繰り返していると、熱に浮かされたような表情をした彩美が晄介の腰に足を絡ませてきた。

「もっと……奥、して」

「あぁ、彩美の好きなところ？」

「ん」

　亀頭の尖りぎりぎりまで引き抜いて、勢いよく最奥に叩きつける。

「あぁっ、ん、あ、あぁっ」

「ここ、だろっ？」

　ごりごりと柔襞を刮げるように腰を動かすと、彩美が恍惚とした表情で天を仰ぐ。腰に回された足が淫らに震え、つま先がぴんと張る。

「はぁっ、あぁあっ……気持ち、いっ、あぁっ、ん！」

　快感に呑まれて理性をなくし喘ぐ彩美の艶めかしさに、晄介はいつも我を忘れて見蕩れてしまう。

「彩美、これ……気持ちいい？」

「ん、あぁぁっ、いいっ、好き……あぁ、はぁっ」

　弱い部分を重点的に突き上げてやると、びくりと腰を震わせて口を半開きにしながら甲高い声を放つ。自分の手で彼女が乱れているのだと思うと、とてつもない充足感に満たされる。

　蕩けた膣を昂った怒張で容赦なく擦り、さらに追い詰めていく。凄絶な喜悦に苛まれて、彩美の目から涙がこぼれ落ちた。

「ひぁ、あ、あぁぁ……っ」

　彩美の身体が一気に崩れ落ちそうになるのを支えて、壁に身体を押しつける。下生えが擦りあわさるくらいに深く交わり、唇を塞ぐ。

「はぁ……彩美、いい」

「ん、ん……ふぅ……む、ぅっ」

　ちゅく、ちゅくっと舌で口蓋を舐め回し、逼迫した彩美の声を聞きながら蕩けた蜜襞を味わう。

　三度目ともなれば達するのに時間はかかるが、その分長く彩美の中にいられる。

　陰茎を包む濡れ襞が痙攣し、彼女が絶頂に達する。

　彩美は声を上げることさえできなかったのか、はくはくと唇を動かしながら虚ろな目を宙に漂わせた。

「彩美……もっと、ほら……舌を出して」

　すでに意識が朦朧としているであろう彩美の口腔内を舐め尽くす。全身が弛緩しているから、おそらくもう疲れ切って限界なのだろう。

「はぁ……は、んっ、はぁ……っ」

　早めに達してあげた方がいいのはわかっているのに、貪欲な己の身体はまだまだ味わい足りないと彩美を求めている。

（時間は、まだまだあるしな）

　しっかり覚醒している時にまたすればいい。晄介は自分を追い詰めるような動きで腰を叩きつける。

　ぐちゃぐちゃとうねる濡れ襞をかき混ぜて、遠慮なく律動を速める。

　胴震いし皮膜越しに白濁を弾かせた時には、すでに彩美の意識はなかった。

　萎えた陰茎を引き抜いて、どうせ後で片付けるのだからと避妊具を廊下に投げ捨てる。

　廊下は使い捨てた避妊具や愛液にまみれていて、掃除をしなければ歩くこともできない。ちなみに彩美が穿いているスカートはしわだらけだ。

「怒るだろうな」

　ぼそりと呟いて、でもそれも悪くない。なんてことを考えると、思わず笑みがこぼれた。

　意識がない状態で風呂に入れるのは危ないだろう。

　晄介は彩美を抱きかかえて寝室へと運ぶと、スカートを脱がして起こさないようにそっと寝かせた。温めたタオルで彩美の身体を拭くまでが、晄介の役割だ。

　ぐっすりと寝入っている彼女の隣に横になる。

　まだ夜には早いけれど、どうせ夏休みだ。たまにはいいだろう。

　寝返りを打った彩美が晄介の胸元に擦り寄ってきた。

　彼女の身体を抱きしめて、晄介もまた満ち足りた心地で眠りにつく。
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　彩美が目を覚ました後、身体は筋肉痛のような症状を訴えていて、とてもではないが起き上がれなかった。

　しかし空腹には勝てず、ダイニングテーブルまで横抱きにして晄介に運んでもらった。どうやら彩美が眠っている間に、食事を買ってきてくれていたらしい。

　彩美がぼんやりとした頭で、テーブルに並べられていくオードブルを見ていると、トングを片手にした晄介が、そういえば、と口に出した。

「今日は泊まれるのか？」

　適当に取り分けてもらった皿を受け取り、彩美は答える。

「ええと……だめだと言われましたけど」

「そうか」

　それを聞いた晄介が残念そうに嘆息した。彼も休暇を一緒に過ごしたいと思ってくれることが嬉しくて、彩美は口元を緩ませた。

「でも、泊まってくるとは言ってあります」

「新開社長に話したのか？」

　晄介が目を丸くする。彩美が泊まりたいと父に訴えるとは思わなかったのだろう。これほどにわかりやすい彼の表情は珍しい。

「はい！」

　彩美は得意気に頷き、テーブルに置いておいたスマートフォンの画面を晄介へと見せる。やはり、そこにはおびただしい数の着信履歴が並んでいた。

「苦情なら俺のところに来そうだが……ないな。せっかく君を留め置く理由をいろいろと考えていたのに」

　晄介が自分のスマートフォンを手にして、首を傾げた。どうやら晄介は、彩美を自宅に泊めるために、父へ連絡を取ってくれるつもりだったらしい。

　晄介に連絡がないということは、父がきちんと約束を守ってくれているということだ。彩美は胸を撫で下ろした。

「先手を打っておきました」

「先手？」

「晄介さんになにか言ったら、お父さんのこと嫌いになるからって」

　彩美がそう言うと、晄介はさらに驚いたような顔を見せた。

　その時の父の慌てぶりを想像して苦笑が漏れる。けれど彩美は父を傷つけたくて、そんなメールを入れたわけじゃない。ただ、もう少し信頼してほしいだけだ。

「そんなこと言ってよかったのか？」

「だって、晄介さんがずっとお父さんに気を使い続けるのは嫌です。私にとって、一番大事な人は、あなたですから」

　晄介の顔から表情が抜け落ちる。まるで思ってもみないことを言われた、と言わんばかりに。

　けれど、彩美には晄介が喜んでくれているのがわかった。かすかに耳が赤くなっていて、困ったように目を逸らすのは、彼が照れている証拠だ。

　そんなところが可愛くて、愛おしくて、大好きだ。

　彩美があの家を出るのはそう遠くない。慣れも必要だろう。どれだけ自分が大事にされているかを知っているから、彩美だって寂しい気持ちは少なからずある。

「あぁ、もう……お父さんってば」

　何十回目のメールに思わずため息が漏れる。

「今度はなんて？」

　晄介にも見えるように、彩美はテーブルの中央にスマートフォンを置く。

　メールには『結婚式前に妊娠したらどうするんだ』と至極真っ当な内容が書かれていた。

「君は本当に大事にされてるんだな」

　晄介が苦笑しながら呟いた。彼が不快に感じているわけではないのはわかるが、彩美が好きになった人をもう少し信じてほしい。

　たとえ彩美が妊娠したとしても、彼ならば喜んでくれるはずだ。父にも喜んでほしいと思うのは、彩美のわがままなのだろうか。

「彩美、スマホ借りてもいいか？　代わりに俺が送る」

「あ、はい」

　彩美は晄介にスマートフォンを手渡した。あらかじめ送る文章を考えてあったのか、晄介はメールを送り終えると、すぐにスマートフォンを彩美に返してくる。

「なんて返したんですか？」

「ん？　見ていいよ」

　彩美が送信履歴を操作して、晄介が送ったメールを見ると、

　

『一生、大事にします。心配しないでください』

　

　と書かれていた。

　不思議なことに、あれだけ音を立てていたスマートフォンがピタリと動きを止める。

　もしかしたら、認めてくれたということなのだろうか。

　すると、またメールの着信があって、やっぱり無理かと彩美は肩を落とした。しかし、彩美よりも先に内容を見た晄介が、ふわりと穏やかな笑みを浮かべる。

「なんて？」

　彩美が恐る恐るメールを見ると、父からは『当然だ』とだけ一言。

「休暇中はここにいていいってことじゃないか？」

　認めてくれたのだと感じたのは自分だけではなかったらしい。

「晄介さん、このお休み中にクマッピーのぬいぐるみ買いにいっていいですか？」

「それはいいが……どうして？」

　急に一人で家にいる父が心配になってしまった。なんて子どもっぽいだろうか。

「父への、お土産にしようかと」

　彩美がそう言うと、箸を置いた晄介がよくできたとでも言うように、髪を撫でてくる。

「そうだな。部屋に置いてある大きいぬいぐるみと同じものにしよう。君のお父さんが寂しくないように」

「はい……っ！」

　彼となら、きっと人生をともに歩んでいけるだろう。

　幸福感を抑えきれずに彩美が笑うと、テーブル越しに彼の顔が近づいてきて、唇が重ねられた。


了
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　この作品をお手にとっていただき、ありがとうございます！　本ほん郷ごうアキです。

　濃蜜ラブルージュ様では二作目となります今回は「娘が大好きなあまり、口うるさくなるお父さん」が書きたいな（ヒロインでもヒーローでもないけど）というところから、プロットを立てました。

　メインはもちろん、もっと淫らに愛されるとろけるような濃厚エロス、ですから、エロくもありほのぼのとした話を目指しました。

　箱入り娘のヒロインと、ヒロインに一目惚れしたヒーローのお話、楽しんでいただけたら幸いです。

　ヒロインの彩美ちゃんは、お父さんのことを「仕方のない人だなぁ」と思いつつも、実は大好きです。お父さんは威厳を保つためなのか隠そうとしてますけど、卒業式で号泣してたり、こっそり小さい頃の彩美ちゃんの写真を見ながら泣いてるので、娘にはバレバレです。

　結婚したら、酔っ払ったお父さんから「寂しいなぁ」なんて電話がかかってくるんでしょうね。そして「明日、お父さんの様子を見に行ってくるね」と実家に帰ると、案の定引き留められなかなかマンションに帰れず、晄介さんが迎えに来る、という流れが頭に浮かびます。

　絶倫晄介さんですから、きっとすぐに子どもができるでしょうけど、お父さんマンションに毎日来そうですよねぇ。きっと離乳食とか張り切って作りますよ（笑）

　

　さて、小説の中は平和ですが、現在東京都のコロナ感染者数が三千人！　全国で一万人を超えそうな勢いです。大変な数字ですね。

　私はここ二年ほど帰省もせず、友人とも会えず……な毎日を送っております。気軽に友人と繋がれるＳＮＳがあって本当によかった！

　私は家にいるのが大好きで「自粛して引きこもる」のはまったく苦ではありません。けど、そんな私が旅行したいと思うくらいですから、やはり今の状況は少なからずストレスになってるのかもしれません。そんな中、好きな漫画や小説を読みふけり、癒やされる動物画像をネットで見ながら執筆をしております。

　

　最後になりますが、読者様、担当様、イラストレーター様、この本に関わるすべての皆様に感謝を。ありがとうございました。





本郷アキ









【著者紹介】

関東在住。２０１６年頃からオリジナル小説を書き始めＷｅｂに投稿。少女漫画と恋愛小説が大好物。






濃蜜ラブルージュ

お見み合あいから始はじまる極ごく上じょう御おん曹ぞう司しの

淫みだらな溺でき愛あい

～お試ためし婚こん約やくは甘あまくとろける～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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